


�

�

●本機に表示される情報は自船の位置を確認するため
のものであり、海図の等深線とは異なります。 

 
 
●海底データは概略海底地形の起伏を表示するもので
等深線の水深値は正確ではありません。 

 
 
●航海上の判断には海図及び水路通報を使用してく
ださい。 

 
 
●表示の水深だけを頼って操船しないこと 
魚群探知機に表示される水深情報はさまざまな条件により誤った数値を表
示することがありますので直接航海に使用しないでください。 
 
 
●GPSの精度について 
一般に、GPS の好条件下での測位誤差範囲は±5ｍ程度と言われています
が、受信する衛星の位置や大気の状態により、誤差が±10～30ｍ程度にな
る場合があります。 
操船時には、これらの誤差を考慮した上で、十分ご注意くださいますようお
願いいたします。 
 
 
●地図の精度について 
当社GPSプロッターに内蔵している地図データは、紙海図をもとに手動で
入力作業を行っています。これらの紙海図の縮尺は数万分の一程度が多いの
で、湿気等による紙海図の収縮や、入力作業において僅か 0.5 ミリ程度の
入力誤差が生じても、拡大表示したGPSプロッター画面では数メートル（使
用した図によってはそれ以上）の誤差となって表示される場合があります。 
操船時には、これらの誤差を考慮した上で、十分ご注意くださいますようお
願いいたします。 
 
 
 

安全にお使いいただくために



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はじめに 
このたびは当社製品をお買い上げ頂き、まことにありがとうございます。
 
■あなたの安全を守るため、操作の前にこの取扱説明書をよくお読みになり，十分内容
を理解してください。 

 
■この取扱説明書をお読みになった後は、紛失・損傷の起きないような場所に保管し、
必要なときすぐに読めるようにしておいてください。 

 
■あなたがこの製品を転売または譲渡する場合は、この取扱説明書を新しい所有者にお
渡しください。 

 
■この取扱説明書に書かれていない使用法、あるいは間違った使用法を行った結果
招いた人身事故および物的損傷に対しては、当社は一切の製造物責任法（PL法）
上の責任を負いません。 

【安全上のご注意】のシンボルマークの定義について…… 

：この表示は｢記載事項を守らないと，死もしくは重傷となる事故を
招く｣内容です。 

 
：この表示は「記記載事項を守らないと、死もしくは重傷となる事故
を招く恐れがある」内容です。 

 
：この表示は「記記載事項を守らないと、軽傷を招いたり、他の物的
財産に損害を及ぼす恐れがある」内容です。 

 
：してはいけない｢禁禁止｣を示しています。 
 
：必ず実行していただく｢強強制｣を示しています。 

・本書の内容の一部、または全部を無断で転載することはおやめください。 

・仕様変更等により、本書の内容と一部異なる場合もありますので、あらかじめ

ご了承ください。 

・本書の内容についてご不明な点や誤り、記載もれなどお気づきの点がございま

したら、お手数ですが当社までご連絡ください。 
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「安全上のご注意」では、本機をご使用になる人や他の人々への危害、財産への損害を未然に
防止するために重要な注意事項を説明しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全上のご注意（必ずお読みください）

1. 本体の取扱いについて

●本体内部には高電圧が使用されている。
保守作業者以外は分解・改造をしないこと。 
これを守らないと感電死を負う事故となります。 
※修理は当社マリンカスタマーサービスまたは販売店に依頼してくだ
さい。 

●簡易的な取り付けはしない。
ケガなど事故の原因となります。 

 
●本機に表示される情報は、直接航海に使用しない。 
海難事故の原因となります。 
※航海上の判断には、必ず正規の海図を使用してください。 

 
●表示の水深だけを頼って操船しない。 
魚群探知機に表示される水深表示はさまざまな条件により誤った数値
を表示することがありますので、直接航海に使用しないでください。 
 

●操船中は本体の操作をしない。 
海難事故の原因となります。 
※操作をする場合は、周囲の安全を充分確認した上で行ってください。

 
●引火性ガスなどの発生場所では電源を入れない。 
発火の原因となります。 

 
●指定の電源以外は使用しない。 
発熱や発火の原因となります。 

 
●分解・改造は絶対にしない。 
火災や感電、ケガの原因となります。 
 

●濡れた手で操作しない。 
感電や故障の原因となります。 
 

●故障や発煙、発火のときは電源コードを外す。 
そのまま使用すると火災や感電の原因となります。 
必ず、お買上先または当社マリンカスタマーサービスへ連絡してください。
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2. コード類の取扱いについて

●電源コードおよびヒューズは指定のものを使うこと。
発熱や発火の原因となります。 

 
●電源コードのプラグを抜いたまま放置しない。 
プラグが濡れるとショートして、発熱や発火の原因となります。 

 
●コード類は、操船の妨げにならないように配線する。 
足や操船装置にからむと、事故の原因となります。 
※コード類の上に重い物をのせたり、無理に曲げたりしないでください。

 
●コード類は分解・改造をしない。 
発熱や発火、感電の原因となります。 

 
●傷んだコード類は使用しない。 
火災や感電の原因となります。 

●雨や水しぶきが直接かかる場所へ設置しない。
故障の原因となります。 

 
●高温になる場所へ設置しない。 
内部温度の上昇による発火やケガ、感電の原因となります。 

 
●アース（接地）は確実に取ること。 
接地が悪いと他の機器から干渉を受けたり、他の機器に干渉を与えたりし
ます。 
 

●直射日光を避ける。 
液晶が見えづらくなったり、発熱の原因となります。 

●プラグはコードを引っ張って抜かない。
コードが損傷して火災や感電の原因となります。 
※抜くときはプラグ本体を持って行ってください。 
 

●本体取付け時等、ケーブルを挟まないように注意してください。 
コード類が傷み、発熱や発火、感電、故障の原因となります。 

 
●電源コードのヒューズカバーは防水ではありませんので、直接水がかか
らないようにしてください。 
感電や故障の原因となります。 
※ヒューズ付きの電源コードのみ。
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3. 振動子および水温センサーの取扱いについて 

●海上での作業は非常に不安定で危険。
振動子および水温センサーの取付け・保守は、陸上で船体を固定、または
岸壁やマリーナで停泊中に行ってください。 

●船底接着取付けは、船内換気を充分に行う。
溶剤などの揮発性ガスにより、中毒を起こす原因となります。 

 
●船底貫通（スルーハル）取付けは、防水処理を充分に行う。 
不充分だと、浸水して海難事故の原因となります。 
※アルミ船への船底貫通取付は絶対にお止めください。（電食の恐れがあ
ります） 

 
●電動工具による作業は、濡れた手で行わない。 
感電の原因となります。 

 
●電源を入れたまま振動子コードのプラグを抜き差ししない。 
感電の原因となります。 

4. リモコンの取扱いについて

●液漏れした電池は使用しない。（赤外線リモコン使用時）
電池内部の液が人体に付着すると、傷害をおこす恐れがあります。 
※液が付着した場合は、すぐにきれいな水で洗い流してください。 

●使用しないときは、振動などで落下しない場所へ設置する。
ケガなど事故の原因となります。 
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6. TFT 液晶パネルについて

7. 使用上のお願い

エンジン始動時はバッテリー電圧が変動し、本機に悪影響を与える場合があります。
エンジンの始動は本体の電源を切った状態で行ってください。 

エンジン始動時は、電源を切る! 

●TFT 液晶パネルは、非常に精密度の高い技術で作られており 99.99％以上が有
効画素ですが、0.01％以下の画素欠けや常時点灯する画素が存在します。 
これは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

5. GPSアンテナの取扱いについて

●海上での作業は非常に不安定で危険。
GPSアンテナの取付け・保守は、陸上で船体を固定して行ってください。
これを守らないと死や身体に重大な損傷を招く恐れがあります。 

●GPSアンテナは、GPS衛星からの電波を受信しやすい船上の最も高い位
置に設置する。 
アンテナ周囲上空に障害物があると、電波を受信しにくくなるため、測位
に時間がかかったり測位の精度が悪くなることがあります。 

●簡易的な取付けはしない。 
ケガなど事故の原因となる。 
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本体の大部分はプラスチックでできていますので、シンナーやアルコール等の有
機溶剤で拭かないでください。汚れのひどいときは、柔らかい布に中性洗剤を含
ませ、よく絞ってから拭いてください。 
潤滑剤や防錆剤を塗布しないでください。ケースやパッキンを傷め、故障の原因
となります。 

有機溶剤の使用禁止! 

本体の電源電圧はDC 11V～35Vの範囲でご使用ください。

電源 11V～35V! 

本機はデータを永久に保存する装置ではありません。重要なデータは、ノートなど
にメモしておくか、または CF カード（オプション）(→41 ページ)に定期的にバ
ックアップを取っておいてください。 

重要なデータはメモまたはバックアップをとる！ 
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本機の特長

★ボンディング液晶採用
グラスボンディング処理で画面の見やすさが大幅アップしました。 
 
★海岸線描画を高速処理 
高性能CPU採用で描画速度の高速化を実現。 

 
★取付けが自由自在 
本体の取付け方向に合わせ、表示画面の縦・横切り替えが可能です。 
（横以外の場合、外部GPSアンテナが必要です。） 

 
★多彩な機能を簡単に操作するパネルキー 
操作性を重視し、各操作キーは操作するのにベストの位置にレイアウト。 
また多彩な機能が手元で簡単に操作できる有線リモコンも使用できます。 
※ケーブルを外して、ワイヤレスリモコンとしてもお使いいただけます。 
ワイヤレス使用時のみ内蔵電池で動作し節電できます。 
（リモコンはオプションです。） 

 
★豊富な情報量 
本機の内部メモリーに目的地 1,000 点、イベントマーク 24,000 点、航跡
32,000点が記憶可能です。またそれ以外にお気に入り機能として目的地1,000
点×4、イベントマーク6,000点×4、航跡8,000点×4が記憶できます。 

 
★地図2画面表示が可能 
2画面の地図をそれぞれ異なる縮尺で表示することができます。 

 
★2ステーション対応（オプション） 
 
★小型GPSアンテナ採用。更にSBAS対応も可能 
 
★アナログ時計(アラーム機能付)、タイド（潮汐）グラフインジケーター表示 
 
★マーク位置の日時、水深、水温表示 （オプションの水温センサー接続時） 
 
★全国海の駅情報 
 
★高輝度 LEDバックライト液晶 
高輝度 LEDバックライト液晶の採用により視認性がアップ。 
 
★デジタルフィルター（HE-730S、HE-151Sのみ） 
デジタル処理により、高感度でノイズの少ないクリアな映像表現を実現しました。
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●プロッター魚探（HE-730S、HE-151S）前面パネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各部の名称 

1.前面パネル

電源ツマミ
電源を入れる／切る（→16ページ） 
輝度を調節します。（→22ページ） 
感度2（→115ページ） 
2周波併画の左画面の感度を設定します。
＊指定のイベントマークを入力 
（→88ページ） 
感度1（→114, 115ページ） 
1周波／2周波併画のとき右画面の感度
を設定します。 
＊指定のイベントマークを入力 
（→88ページ） 
シフト（→116ページ） 
深度表示範囲を移動します。 
＊指定のイベントマークを入力 
（→88ページ）  
深度（→113ページ） 
深度表示範囲を設定します。 
＊距離マーカーの大きさを設定する 
（→88ページ） 
取消  
項目の削除かキャンセルに使用します。
画面（→20ページ） 
魚探画面・プロッター画面を切り替え表示
します。 
方向キー 
・地図とカーソルを移動します。 
・メニュー項目の選択にも使用します。
メニュー（→14ページ） 
メニューを表示します。 
実行  
選択した項目を決定するときに使用します。

 

カーソルON/OFF（→32ページ） 
カーソルの表示／非表示を切り替えます。
レンジ切替（→35ページ） 
メニューで設定したレンジを交互に切り
替えます。 
ユーザーキー（→26ページ） 
マイメニュー（→27ページ） 
画像保存（→29ページ） 
航跡ON/OFF（→50ページ） 
航跡の表示／非表示を切り替えます。 
航跡色（→50ページ） 
航跡表示の色を選択します。 
ノースアップ（→35ページ） 
画面の真上が「北」になります。 
コースアップ（→35ページ） 
画面の真上が「進行方向」になります。 
イベントマーク（→42ページ） 
画面上にイベントマークを記入します。 
イベント形（→42ページ） 
イベントマークの形を選択します。  
目的地記憶（→60ページ） 
目的地を記憶します。 
目的地呼出（→65ページ） 
目的地を呼出します。 
広域（縮小）（→34ページ） 
地図画面を広域（縮小）表示します。 
詳細（拡大）（→34ページ） 
地図画面を詳細（拡大）表示します。 
拡大（→117, 118ページ） 
拡大位置を海面方向、海底方向に移動させ
ます。（手動拡大設定時） 
＊指定のイベントマークを入力 
（→88ページ）  

リモコン受光部
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●プロッター（HE-732S、HE-152S）前面パネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電源ツマミ 
電源を入れる／切る（→16ページ） 
輝度を調節します。（→22ページ） 
イベントマーク 
イベントマーク?を入力（→88ページ）
イベントマーク 
イベントマーク＋を入力（→88ページ）
イベントマーク 
イベントマーク●を入力（→88ページ）
距離マーカーの調整 
距離マーカーを小さくします。 
（→88ページ） 
取消  
項目の削除かキャンセルに使用します。
モード（→20ページ） 
通常画面と潮汐グラフ表示、気象情報表
示、航法画面表示を切り替えます。 
方向キー 
・地図とカーソルを移動します。 
・メニュー項目の選択にも使用します。
メニュー（→14ページ） 
メニューを表示します。 
実行  
選択した項目を決定するときに使用します。
カーソルON/OFF（→32ページ） 
カーソルの表示／非表示を切り替えます。
レンジ切替（→35ページ） 
メニューで設定したレンジを交互に切り
替えます。 
ユーザーキー（→26ページ） 
マイメニュー（→27ページ） 
画像保存（→29ページ） 

航跡ON/OFF（→50ページ） 
航跡の表示／非表示を切り替えます。 
航跡色（→50ページ） 
航跡表示の色を選択します。 
ノースアップ（→35ページ） 
画面の真上が「北」になります。 
コースアップ（→35ページ） 
画面の真上が「進行方向」になります。 
イベントマーク（→42ページ） 
画面上にイベントマークを記入します。 
イベント形（→42ページ） 
イベントマークの形を選択します。  
目的地記憶（→60ページ） 
目的地を記憶します。 
目的地呼出（→65ページ） 
目的地を呼出します。 
広域（縮小）（→34ページ） 
地図画面を広域（縮小）表示します。 
詳細（拡大）（→34ページ） 
地図画面を詳細（拡大）表示します。 
イベントマーク 
イベントマーク▲を入力（→88ページ）
イベントマーク 
イベントマーク×を入力（→88ページ）
イベントマーク 
イベントマーク■を入力（→88ページ）
距離マーカーの調整 
距離マーカーを大きくします。 
（→88ページ） 

 

リモコン受光部
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●HE-730S、HE-151S、HE-152S 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.背面

モニター電源（５P）（オプション[2ステ仕様]） 
RGB映像出力（オプション[2ステ仕様]） 
GPSアンテナへ（6P） 
外部入出力（6P） 
リモコン（4P）（リモコンはオプションです） 
外部入出力（6P） 
水温センサー（8P）(水温センサーはオプションです) 
DC電源（2P） 
振動子（魚探モデルのみ） 
（3P）：HE-730S、HE-151Sの 50＆200kHz 以外 
（5P）：HE-151Sの 50＆200kHz のみ 

アース端子の取付け方
図のように M4×10 セムスネジに
平ワッシャー(2 個)を通し、取付け
ます。 
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●HE-732S 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水温センサー（8P） 
（水温センサーはオプション） 
外部入出力（6P） 
リモコン（4P） 
（リモコンはオプション） 
外部入出力（6P） 
GPSアンテナへ（6P） 
モニター電源（５P）（オプション[2ステ仕様]） 
RGB映像出力（オプション[2ステ仕様]） 
DC電源（2P） 
アース端子 
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３.リモコン（オプション）

電源 
このモデルでは使用しません。 
モード切替（→20ページ） 
・魚探画面・プロッター画面を切り替え
表示します。 

（プロッター魚探HE-730S、HE-151Sのみ） 

レンジ切替（→35ページ） 
メニューで設定したレンジを交互に切り
替えます。 
方向キー 
・地図とカーソルを移動します。 
・メニュー項目の選択にも使用します。
詳細（拡大）（→34ページ） 
地図画面を詳細（拡大）表示します。 
ノースアップ（→35ページ） 
画面の真上が「北」になります。 
コースアップ（→35ページ） 
画面の真上が「進行方向」になります。
ライン（→71ページ） 
地図上に線を記入します。 
航跡ON/OFF（→50ページ） 
航跡の表示／非表示を切り替えます。 

深度（プロッター魚探HE-730S、HE-151Sのみ） 

深度表示範囲を設定します。（→113ページ）
＊指定のイベントマークを入力 
（→88ページ） 
感度2（プロッター魚探HE-730S、HE-151Sのみ） 

（→115ページ） 
2周波併画の左画面の感度を設定します。 
＊指定のイベントマークを入力 
（→88ページ） 
シフト（プロッター魚探HE-730S、HE-151Sのみ） 

（→116ページ） 
深度表示範囲を移動します。 
＊指定のイベントマークを入力 
（→88ページ）  
拡大（プロッター魚探HE-730S、HE-151Sのみ） 

（→117, 118ページ） 
拡大位置を海面方向、海底方向に移動させま
す。（手動拡大設定時） 
＊距離マーカーの大きさを設定する 
（→88ページ）  
感度1（プロッター魚探HE-730S、HE-151Sのみ） 

（→114, 115ページ） 
1周波／2周波併画のとき右画面の感度を
設定します。 
＊指定のイベントマークを入力 
（→88ページ） 
航跡色（→50ページ） 
航跡表示の色を選択します。 
イベント形（→42ページ） 
イベントマークの形を選択します。  
目的地呼出（→65ページ） 
目的地を呼出します。 
目的地記憶（→60ページ） 
目的地を記憶します。 
イベントマーク（→42ページ） 
画面上にイベントマークを記入します。  
広域（縮小）（→34ページ） 
地図画面を広域（縮小）表示します。 
カーソルON/OFF（→32ページ） 
カーソルの表示／非表示を切り替えます。
実行  
選択した項目を決定するときに使用します。 
取消  
項目の削除かキャンセルに使用します。 
メニュー（→14ページ） 
メニューを表示します。 
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リモコンの取扱いについて（リモコンはオプションです。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・操作する場合は、リモコン上部を本体のリモコン受光部へ向けてキーを押してください。 
・赤外線リモコンの場合、単3形乾電池が2個必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●液漏れした電池は使用しない。（赤外線リモコン使用時）
電池内部の液が人体に付着すると、傷害をおこす恐れがあります。 
※液が付着した場合は、すぐにきれいな水で洗い流してください。 

●使用しないときは、振動などで落下しない場所へ設置する。
ケガなど事故の原因となります。 

電池の入れ方
ネジ（2ヶ所）をゆるめ裏ぶたをはずします。 
 
乾電池の＋と－の向きを正しく入れます。 
※ネジは強く締めないでください。 
 
【乾電池について】 
乾電池の使い方を誤ると、液もれや破裂のおそ
れがあります。次のことは必ずお守りください。
・＋と－の向きを正しく入れてください。 
・新しい乾電池と使用した乾電池、または種類の
違う乾電池を混ぜて使用しないでください。 

・乾電池は充電できません。 
・長い間リモコンを使わないときは、乾電池を
取り出しておいてください。 

・液もれが起こったときは、ケースについた液
をよくふき取ってから新しい乾電池を入れて
ください。 

1 
2 

【リモコンについて】
・リモコン受光部に直射日光などの強い光が当たると、リモコン操作ができない場合
があります。 

・リモコン受光部との間に障害物があると、リモコン操作ができない場合があります。
・落としたり、直射日光のあたる所に放置すると故障の原因となります。 



13 

 
 

  
※画面はHE-730Sです。 
HE-732S、HE-152Sは、画面右側の魚探画面は表示されません。 

※単周波のモデルには2周波の機能はありません。 
注意）緯度経度の小数点以下の単位は［分］です。 
   単位が［秒］の緯度経度を［分］に直すには、［秒］を60で割ってください。 
        ���� ����	
��� 

�����	���

����	
��� 

�����	���

画面の見方
���� ����

���� ���� � �� 

!"#$%&�'()*+%,-./0� �
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  ※9．魚探はHE-730S、HE-151Sのみです。 

メニューの使い方

画面上のメニュー項目を、〔メニュー〕キー／〔方向〕キー／〔実行〕キー／〔取消〕
キーを使って選択し、本機の設定情報を変更することができます。 

〔メニュー〕キーを押します。
 
〔方向〕キーの  （上・下）で、希望の項目
を選択します。希望の項目の数字を入力すること
により選択することもできます。 
 
〔方向〕キーの （右）で次の画面を表示させ、
希望の項目を選択します。 
前の画面に戻るときは〔メニュー〕キーを押します。
 
設定項目が表示されるまで、手順 2 と手順 3 を
必要なだけ繰り返し行います。 
 
「数値入力」や「項目選択」を行い、設定を変更
します。 
 
メニュー終了するときは、〔取消〕キーを押します。
 
※メニューの背景色を変更することができます。
（→22ページ） 

1

メニューの使い方

2

3

4
5

方向キー 実行キー 

メニューキー取消キー 

方向キー 
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基本操作 
電源を入れる／切るには ···························································································· 16 
初めて電源を入れたときには（振動子取付場所と振動子を設定する） ··············· 17 
画面を切り替えるには ································································································ 20 
画面の縦表示、横表示を切り替えるには ································································· 21 
メニュー背景色の変更 ································································································ 22 
画面の輝度を調節するには ························································································ 22 
デモ画面を表示するには ···························································································· 22 
地図 2画面表示を設定するには ··············································································· 23 
地図エリアの選択を自動で行うには ········································································· 24 
電圧補正の設定 ··········································································································· 25 
NMEA0183入出力の設定 ······················································································ 25 
ユーザーキーの使い方 ································································································ 26 
ユーザーキーに好みの機能を登録するには ····························································· 26 
マイメニューの使い方 ································································································ 27 
マイメニューに好みの機能を登録するには ····························································· 27 
マイメニューに登録されている項目の順番をかえるには ······································ 28 
メモリーカードに画像を保存するには  ································································· 29 
メモリーを初期化するには ························································································ 29 
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本体の〔電源〕ツマミを右に回すと、起動音が
鳴って電源が入ります。 
その後、注意事項表示画面になり地図の画面が
表示されたら起動完了です。 
 

〔電源〕ツマミを左に回すと、電源が切れます。

電源を入れる／切るには

注意1）装備後初めて電源を入れたときは、衛星データ取り込みのため正しい位置を表示
するまでに5～30分程度かかる場合があります。 

注意2）エンジン始動時はバッテリー電圧が変動し、本体に悪影響を与える場合がありま
す。エンジンの始動は、本体の電源を切った状態で行ってください。 

1 

2 

電源のON／OFF
電源ツマミ 

※電源の ON/OFF はリモコンの〔ON〕キー/
〔OFF〕キーではできません。必ず本体の〔電
源〕ツマミで行ってください。 

 
 

※イラストはHE-730Sです。 
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初めて電源を入れた際に下記のような画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
振動子を取付けた場所に応じて 
�� 船底の内側に取り付ける。（船底接着やｲﾝﾅｰﾊﾙｷｯﾄを使用する場合など） 
�� 直接水中に入れる。（船底貫通取付、舷側取付、ﾄﾗﾝｻﾑ取付など） 
のいずれかを選択してください。 

なお、メニューからも設定を変更することができます。（『振動子の取付場所を設定
するには』→136ページ参照） 

初めて電源を入れたときには
（振動子取付場所と振動子を設定する） 

振動子取付場所の初期設定
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工場出荷時または、初期化状態では、振動子が設定されていない為、以下の画
面が表示されます。〔実行〕キーまたは、〔方向〕キーの （右）を押して設定
画面へ進んでください。この時、振動子や本体保護の為、発振出力は‘低’の
状態で動作します。設定終了後、自動的に‘高’へ切り替わります。 

1 

2 以下の振動子一覧画面が表示されます。〔方向〕キーの （上・下・
左・右）で振動子を選択してください。選択後、〔メニュー〕キーを押してくだ
さい。 

123456789�

振動子の初期設定
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注意）誤った設定を行うと、本体や振動子の故障の原因となります。

以下の画面が表示されます。 〔メニュー〕キーを押すことで設定終了となりま
す。〔実行〕キーまたは、〔方向〕キーの （右）で再度設定画面へ戻る事も可
能です。 

3 



20 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面を切り替えるには 

《HE-730S、HE-151Sの場合》
 
 
〔画面〕キーを押す毎に、「魚魚探画面」、「ププロッ
ター画面＆魚探画面」、「ププロッター画面」が切
り替わります。 
 
 
 
 
 
 
 
【画面分割の割合変更について】 
「プロッター画面＆魚探画面」表示中に、表示の
割合を変更することができます。 
〔画面〕キーを長押しして、「画面分割変更」と
表示されたら、〔方向〕キーの  で分割サイ
ズを変更します。 

1 

画面の切り替え

画面キー 

《HE-732S、HE-152Sの場合》
 
〔モード〕キーを押す毎に、通常画面と潮汐グラ
フ表示、航法画面表示を切り替えます。 
 

1 

《リモコンの場合》（オプション）
 
〔魚探〕、〔魚＋プ〕、〔プロッタ〕キーのそれぞれ
を押して切り替えます。 
 
〔魚探〕 ：魚探画面が表示されます。 
〔魚＋プ〕 ：画面左側にプロッター画面、右

側に魚探画面が表示されます。
〔プロッタ〕 ：プロッター画面が表示されます。

1 

モードキー 
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画面の縦表示、横表示を切り替えるには

本体の設置方法に合わせて、画面の表示方向を切り替えることができます。 
 
メニューから「8. その他」→「8. 初期化」→「6. 画面縦横切替」を選択します。
 
本体の設置方法に合わせて、「6. 画面縦横切替」を設定します。 

1 

縦横表示切り替え

2 

＜横＞ ＜縦＞ ＜横逆＞ ＜縦逆＞

 
【画面分割の割合変更について】 
プロッター＆魚探画面表示中に〔魚探〕キー、〔プ
ロッタ〕キーを長押しすると、画面分割の割合を
変えることができます。 
 

[10.4 型](HE-730S)

[10.4 型](HE-732S)

[15型](HE-151S、HE-152S)

＜横＞ ＜縦＞ ＜横逆＞ ＜縦逆＞

＜横＞ ＜縦＞ ＜横逆＞ ＜縦逆＞
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画面の輝度を調節するには

本体の〔電源〕ツマミを回して、輝度を調節し
ます。 
 
電源ツマミを右に回す：画面が明るくなります。
電源ツマミを左に回す：画面が暗くなります。 

1 
輝度の調整

デモ画面を表示するには

本機にはデモ機能がついています。
GPSや振動子を接続しなくても、操作の練習等
を行うことができます。 
 
メニューから「8. その他」→「8. 初期化」→
「5.デモ画面」を選択します。 
〔方向〕キーで項目を選択し、〔実行〕キーを押
します。 
OFF  ：デモ画面をOFFにします。 
自船固定 ：自船位置が固定されたデモ画面が表

示されます。 
自船移動 ：自船位置が移動するデモ画面が表示

されます。 
回転のみ ：自船が回転だけするデモ画面が表示

されます。 
一定方向 ：自船位置が一定方向に進むデモ画面

が表示されます。 

1 

デモ画面の表示 

※デモの時間はメニューから「8. その他」→「8. 初期化」→「8. 特殊メニュー２」→「5. 
デモの時間設定」で設定できます。 

※デモ表示の場合、画面左端にデモと表示されます。 
※通常画面に戻るときは“OFF”を選択し、〔実行〕キーを押してください。 
※デモ表示を開始する際にカーソルを出しておくと、その位置に自船が表示されます。 
注意）デモ画面は操作の練習や展示のための機能です。 

デモ画面で表示される情報は、実際の情報ではありません。 

電源ツマミ 

方向キー 実行キー取消キー 

※イラストはHE-730Sです。 

※イラストはHE-730Sです。 

メニューから「8. その他」→「8. 初期化」→
「8. 特殊メニュー２」→「3. メニュー背景色」
を選択します。 
 
“黒”または“白”のいずれかを選択します。 

1 

2 

メニュー背景色の変更  
メニューの背景色を変更することができます。
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

地図 2画面表示を設定するには

異なる縮尺の地図を 2 画面表示させることがで
きます。 
メニューから「6. 表示設定」→「1. 地図表示
設定」→「9. 地図 2画面表示」を選択します。
 
〔方向〕キーで 
「9. 地図 2画面表示」の項目を選択します。 
OFF：地図表示が1画面になります。 
左右：左右分割で2画面になります。 
上下：上下分割で2画面になります。 

1 
地図2画面表示 

2 

地図2画面表示の場合、〔 〕キーで拡大、縮小
の操作を行える画面を切り替えることができま
す。但し、〔 〕キーがユーザーキー、マイメニ
ューあるいは画像保存に設定されている場合
は、〔 〕キーの長押しで、拡大、縮小の操作を
行える画面を切り替えます。操作できる画面の
レンジが四角の枠で表示されます。 
 
※左右表示の場合の右画面（上下表示の場合は
下画面）は、地図の拡大、縮小のみ行えます。 

※地図の移動やカーソル表示、マークの入力等
は行えません。 

※インパネ表示、オーシャングラフィックモー
ド、魚探画面の時は設定できなくなります。 

レンジ切替キー

［上下］

［OFF］

［左右］
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

地図エリアの選択を自動で行うには

メニューから「6. 表示設定」→「1. 地図表示
設定」→「０.地図エリア選択」→「1.自動地図
エリア選択」を選択します。 

1 
地図エリアの自動選択 

手動：地図エリアの選択を手動で行います。
 

「２.地図エリア選択」により地図エリアが選択できるようになり、〔方
向〕キーの  （左・右）で任意のエリアを選択し、〔実行〕キーを
押します。 

 
自動：地図エリアから外れた時に自動的に地図データを読込みます。 
  
 以下の時、地図の読み込みを行います。 

�� 自船位置が地図エリアから外れた時。 
�� カーソルまたは地図スクロールで地図エリア外に移動させて拡

大、縮小を行った時。 
 

�� 地図データを読み込む際には最長で10秒程度動作が止まります。
(“地図データ読み込み中です。しばらくお待ちください。”のメッ
セージが表示されます。) 

�� 工場出荷時またはリセット後は、東海・関西が読込まれています。 
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NMEA0183入出力の設定 

通常メニューから「8. その他」→「7. 外部端子」→「2. 出力端子」を選択し
設定します。 
（NMEA1のみ出力・NMEA2のみ出力・両方から出力・GPSが未接続の端子
から） 

1 
NMEA0183出力端子の選択

通常メニューから「8. その他」→「7. 外部端子」→「1. 出力間隔設定」を設
定します。 
 
出力間隔設定画面を表示して各データの出力間隔を設定します。 

1 
NMEA0183出力の出力間隔の設定

2 
※送信するデータが多い場合には、指定した秒数で出力できない場合があります。 
※NMEA0183出力センテンスについては148ページを参照してください。 

電圧補正の設定 

通常メニューから「8. その他」→「6. 補正」
→「6. 電圧補正」を選択します。 
 
「電圧補正」を設定します。 

1 
電圧補正

2 

電圧表示が実際の電圧よりいつも一定値だけ異なる場合は、電圧の誤差を補正します。 

通常メニューから「8. その他」→「7. 外部端子」→「3. 外部端子1(NMEA1)
の bps」または「4. 外部端子2(NMEA2)の bps」または「5. GPS端子の bps)
を設定します。（4800・9600・38400） 

1 

外部端子(NMEA0183) 、GPS端子のボーレートの設定 

※当社GPS(GP-16H)を接続する場合は4800に設定してください。
※GPC-01を接続する場合は9600に設定してください。 
※AIS受信機を接続する場合は38400に設定してください。 
※設定変更後、再起動してください。 

外部端子のボーレートの設定ができます。
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ユーザーキーの使い方 
頻繁に操作する機能をユーザーキー〔 〕に割り当てることができます。
メニュー画面で設定しなくてもユーザーキー〔 〕を押すだけで行え、すばやい操
作を可能にする便利な機能です。（※マイメニューキーとの併用はできません。） 

通常メニューから「8. その他」→「3.切替キー」
→「1. キーの機能」を選択します。 

 
「ユーザーキー」に設定します。 
 

1 

2 

ユーザーキーに好みの機能を登録するには

お客様がよく使う機能をユーザーキー設定しておけば、操作がより簡単になります。
メニュー内容のうち、項目 No.の右下にアンダーラインが付いている機能をユーザ
ーキーに割り当てることができます。 

 
メニューを開いて、項目 No.の右下にアンダー
ラインが付いている機能でユーザーキー〔 〕
に割り当てたい機能を選択します。 
 
〔 〕キーを2秒間押し続けます。 
 
ピーと音が鳴ると同時に、選んだメニュー項目
No.の右横のアンダーラインが太くなります。 

1 

2 
3 

〔 〕キーを押します。
画面に設定項目が表示されます。 
 
〔 〕キーを押すごとに設定が順次変わります。
 
設定2秒後に表示が消えます。 

1 

2 
3 

ユーザーキーの使い方 

ユーザーキーを有効にするには

ユーザーキー 

アンダーライン 

注意1）メニューの「８.その他」→「３.切替キー」
→「１. キーの機能」がユーザーキーにな
っている時に有効です。 

注意2）マイメニューキーとの併用はできません。
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通常メニューから「8. その他」→「3.切替キー」
→「1. キーの機能」を選択します。 

 
「マイメニュー」を選択します。 
 

1 

2 

マイメニューを有効にするには

 

〔 〕キーを押します。
登録された５つのメニューが表示されます。 
 
〔方向〕キーの    （上・下・左・右）で
設定を行います。 

 
〔メニュー〕キーまたは〔取消〕キーで表示が
消えます。 

1 
2 
3 

マイメニューの使い方 

マイメニューキー 

マイメニューに好みの機能を登録するには

メニュー内容のうち、項目 No.の右下にアンダーラインが付いている機能をマイメ
ニューキーに割り当てることができます。 
 

すでに割り当てられている項目はメニュー項目
№の横に ～ のいずれかの表示がついていま
す。 
新たにマイメニューに登録する場合にはメニュ
ー項目№の横にアンダーラインのついた項目を
選択し、〔 〕キーを２秒以上押し続けるとその
項目が現在マイメニューの （一番下の行）に
登録されている項目と入れ替わります。 アンダーライン 

注意1）メニューの「８.その他」→「３.切替キー」
→「１. キーの機能」がマイメニューキー
になっている時に有効です。 

注意2）ユーザーキーとの併用はできません。 

マイメニューに登
録されている項目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マイメニューの使い方 
よく使う機能を５つ登録しておくことにより、ユーザーキー〔 〕を押すとこの5つ
の項目だけのメニューが表示されます。 
よく使う項目をすばやく設定できます。（※ユーザーキーとの併用はできません。） 
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マイメニューに登録されている項目の順番をかえるには 

マイメニューに登録されている項目の順番をかえることができます。

 〔 〕キーを押します。
登録された５つのメニューが表示されます。 
 
項目を選択し〔 〕キーを 2 秒以上押すとその
項目が①（一番上の行）に移動し、その項目よ
り上にあった項目が1行づつ下にずれます。 

1 

2 

例）③に登録されている項目を新しい項目に変
更する。 

 
④を選択し〔 〕キーを2秒以上押します。 
④の項目が①に変更され、もともと③の項目が
④になります。 
 
 
 
⑤を選択し〔 〕キーを2秒以上押します。 
⑤の項目が①に変更され、もともと③になって
いた項目が⑤になります。 
 
 
 
 
 
 
 
〔メニュー〕キーまたは〔取消〕キーでマイメ
ニューを終了します。 

 
〔メニュー〕キーで通常メニューを開き、新た
にマイメニューに登録したい項目を選択しま
す。 

 
〔 〕キーを 2 秒以上押すとマイメニューの⑤
（もともと③）の項目と新たに登録する項目が
入れ替わります。 
 

1 

3 
4 

5 

2 

:;<=>? @A�; B 


CDEFG�

H;<=>? @A�; B 


CDEFG�

[登録された５つのマイメニューを表示] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IJKL�M;<=>? @A�

; B
CDEFG�

NO0PQ>ORS�
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通常メニューから「8. その他」→「3.切替キー」→「1. キーの機能」を選択します。 

 
「画面保存」を選択します。 

1 
2 

画面保存を有効にするには 

本体の電源が入っている状態で横のカード挿入口
のカバーをはずし、地図カードを取り出します。 
 
画像保存用メモリーカードをカードスロットに合
わせ挿入します。 
 
保存したい画面の時に〔 〕キーを押します。正し
く保存されれば画面中央に「画像保存中！」とメッ
セージが表示されます。 
 
画面を保存した画像保存用メモリーカードの画像
をパソコン等で読み取ることが可能になります。 

1 

2 
3 

画像保存の使い方

画像保存キー 

TU �,7VWXYZ[\�]�M�()*+%0^J_FG�
TU B,]�M`Ja>b0cd_>e� �f g�h;ij>eklmnG�

4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メモリーを初期化するには 

通常メニューから「8. その他」→「8. 初期化」を選択します。 

 
下記の１～4を選択し、〔実行〕キーで初期化を行います。 

1 
2 
1. メニューの初期化 ：メニュー設定した内容を全て初期化します。 
2. 補正値の初期化  ：各種補正値を初期化します。 
3. 記憶データの初期化：イベントマークや目的地など、記憶させた内容を初期化しま

す。 
4. 全ての初期化   ：上記1～3の全てを初期化し、工場出荷時の設定に戻します。

電源を入れ直す必要があります。 
 
TU,5opq>Or�s�tuvd_wx�vyTU>eklmnG�

メモリーカードに画像を保存するには 
表示されている画面をそのまま画像データとして、画像保存用メモリーカード(オプション)
に保存することができます。 
保存されるデータは10.4型は640×480、15型は1024×768のBMP（ビットマップ）
形式で保存されますので、パソコンでの確認、プリントアウト等が可能です。 
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プロッターの操作 
カーソルの使い方 ················································································································································· 32 
画面を移動するには ·············································································································································· 33 
画面を詳細（拡大）／広域（縮小）するには ··································································································· 34 
表示方向を選択するには ······································································································································ 35 
レンジ切替を設定しておくには ·························································································································· 35 
地図カードの使い方 ·············································································································································· 36 
データのバックアップ ·········································································································································· 37 
メモリーカードの使い方 ······································································································································ 38 
お気に入りをメモリーカードへ保存するには ··································································································· 41 
イベントマークを入力するには ·························································································································· 42 
イベントマークの位置に常時水深を表示させるには（スポットサウンディング機能） ····························· 44 
イベントマークを消去するには ·························································································································· 44 
イベントマークを編集するには ·························································································································· 46 
かんたんマーク編集機能を使用するには ··········································································································· 48 
数値（緯度経度）でのマーク入力を使用するには ··························································································· 49 
航跡を表示（記録）させるには ·························································································································· 50 
水温や水深の変化で航跡色を変更するには ······································································································· 51 
航跡の太さを変えるには ······································································································································ 54 
航跡を記憶させずに表示させるには ·················································································································· 54 
航跡の矢印表示をするには ·································································································································· 55 
航跡を消去するには ·············································································································································· 55 
レーダーより他船航跡を表示させるには ··········································································································· 58 
目的地マークを記入（表示）するには ·············································································································· 60 
目的地マークを消去するには ······························································································································ 61 
目的地マークを編集するには ······························································································································ 63 
目的地航法を設定するには ·································································································································· 65 
設定した目的地航法を解除するには ·················································································································· 66 
お気に入りを使用するには ·································································································································· 67 
ラインを作成するには ·········································································································································· 71 
緯度経度を入力してラインを作図するには ······································································································· 72 
ラインを消去するには ·········································································································································· 72 
ルートを登録（消去）するには ·························································································································· 74 
登録したルートを呼び出すには（ルート航法の開始） ··················································································· 75 
目的地を進める／目的地を戻すには ·················································································································· 76 
等深線を表示するには ·········································································································································· 77 
地名・名称・魚礁・灯台等を表示するには ······································································································· 77 
緯度・経度線を表示するには ······························································································································ 79 
到着／離脱／コースずれアラームを鳴らすには ······························································································· 79 
自船ベクトルおよび自船マークの色について ··································································································· 80 
方位線を設定するには ·········································································································································· 81 
各種情報の表示精度を設定するには ·················································································································· 82 
情報文字の大きさ、色などを変更するには ······································································································· 82 
現在時刻の秒表示を設定するには ······················································································································ 83 
目的地までの到着時刻を表示するには ·············································································································· 83 
自船位置をロランC時間差で表示するには ······································································································ 84 
スムージングを設定するには ······························································································································ 85 
SBASの設定を行うには ····································································································································· 86 
使用するGPSを選択するには（内蔵/外部の切り替え） ·············································································· 86 
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カーソルの使い方

カーソルは、次のような使い方ができます。 
・画面上の任意の位置の緯度、経度を表示。 
・自船位置からカーソルまでの距離、方位、所
要時間を表示。 

・イベントマークや目的地などの入力、消去。 
 
〔カーソルON／OFF〕キーを押すと、カーソルが
表示されます。表示中にもう一度押すと消えます。
 
【カーソルラインについて】 
“カーソルライン”とは、カーソルを表示した
ときに自船とカーソルを結んだ線です。 
“表示／非表示”は、メニューで選択できます。
（→105ページ） 
※自船位置の緯度・経度が表示されていない場
合、カーソルライン、自船位置からカーソルま
での距離、方位、所要時間は表示されません。 

※地図 2 画面表示中は、地図左または地図上に
カーソル表示されます。地図右、地図下には
カーソルは表示されません。 

1 

カーソルのON／OFF 

カーソルON/OFFキー 

〔カーソル ON／OFF〕キーを押して、カーソ
ルを表示します。 
 
〔方向〕キーの    （上・下・左・右）
で、カーソルが上下左右に移動します。 
 
《リモコンの場合》（オプション） 
※〔中央〕キーは、〔方向〕キーを押すことに

よって動作します。 
カーソルが表示されているとき： 
カーソルの位置が画面中央になるように地図
が移動されます。 

カーソルが表示されていないとき： 
自船の位置が画面中央になるように地図が移
動されます。 

1 
カーソルを移動するには 

メモ）〔方向〕キーは、カーソルが表示されているときはカーソル移動のキーとして働き、
表示されていないときは画面移動のキーとなります。 

カーソルON/OFFキー中央キー 

方向キー（中央キー）

2 
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画面を移動するには 

〔カーソル ON／OFF〕キーを押して、カーソ
ルを消去します。 
 
〔方向〕キーの  （上・下・左・右）
で、画面が上下左右に移動します。 
 
 
【画面移動について】 
自船マークが画面をはずれた場合は、メニュー
の「6. 表示設定」→「1. 地図表示設定」→「8. 
地図スクロール」→「1. センタリング」が“ON”
の場合、自船マークが常に画面中央に表示され
るよう、自動的に画面を移動します。 
ただし、手動で画面を移動させた場合、この機
能は働かなくなります。〔中央〕キーを押すこと
によって自船を画面中央に表示させることによ
り、再び自動で画面が移動します。 
 
※地図 2 画面表示中は、地図左または地図上に
対して画面の移動を行います。地図右、地図
下に対しては画面の移動はできません。 

※フロントワイド ON の時は、自船マークは画
面中央には行かず進行方向の地図が広くなる
位置に自船マークが表示されます。(→98 ペ
ージ) 

1 
画面の移動

2 
カーソルON/OFFキー中央キー 

方向キー
（中央キー）
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画面を詳細（拡大）／広域（縮小）するには

【画面の詳細（拡大）／広域（縮小）について】
画面の拡大／縮小は、カーソルが表示されていると
きはカーソル位置を中心に詳細（拡大）／広域（縮
小）され、カーソルが表示されていないときは自船
を中心に詳細（拡大）／広域（縮小）されます。 
ただし、手動で画面を移動させた場合には画面中央
を中心に詳細（拡大）／広域（縮小）されます。 
また、地図 1 画面表示と地図 2 画面表示では画面
の表示が異なります。 
 
【スケールについて】 
“スケール”は画面上における距離の目安となり

ます。レンジおよびスケールの色は航跡の色と同じ
になります。 
スケールの単位をｋｍにして、1ｋｍ未満になっ

た場合、ｍ表示に切り替わります。 
 
地図 1画面表示の場合 
〔詳細〕キーを押すと画面表示は拡大し、〔広
域〕キーを押すと画面表示は縮小します。 
 
 
 
 
 

画面の拡大／縮小

広域キー 詳細キー

広域キー

詳細キー

レンジ切替キー

左右分割表示時の縮尺レンジ表示 
図では地図左に対して詳細（拡大）／広
域（縮小）が可能です。 

上下分割表示時の縮尺レンジ表示 
図では地図上に対して詳細（拡大）／広
域（縮小）が可能です。 

地図2画面表示の場合 
〔詳細〕キーを押すと画面表示は拡大し、〔広域〕キーを押すと画面表示は縮小します。 
詳細、広域は四角で囲まれた縮尺レンジに対応する地図が拡大／縮小されます。 
〔 〕キーを押す毎に、詳細／広域の対象となる地図が切り替わります。 
但し、〔 〕キーがユーザーキー、マイメニューあるいは画像保存に設定されている場合
は、〔 〕キーの長押しで、拡大、縮小の操作を行える画面を切り替えます。操作できる
画面のレンジが四角の枠で表示されます。 
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表示方向を選択するには

〔ノースアップ〕、〔コースアップ〕キーのそれ
ぞれを押して選択します。 
〔ノースアップ〕：画面上の真上が“北”になり
ます。 
〔コースアップ〕：画面上の真上が“進行方向”
になります。 
【コースアップ表示について】 
コースアップは、メニュー設定により、“手動／
自動”の選択ができます。（→104ページ） 
自動コースアップ“ON”： 
進行方向が変わると、自動的に画面上の真上が 
“進行方向”になるように表示します。 
この機能が動作する条件は、船速が 1.5 ノット
以上で、進行方向が画面の真上から±30度以上
変わった場合です。 
 
自動コースアップ“OFF”： 
〔コースアップ〕キーを押したときだけ、画面上
の真上が“進行方向”になるように表示します。 

1 
表示方向の選択 

注意）メニューで自動コースアップを“ON”にしただけでは、自動コースアップ表示には
なりません。設定したあとで、〔コースアップ〕キーを押してください。 

ノースアップキー コースアップキー 

レンジ切替を設定しておくには

〔 〕キーをレンジ切替として設定しておくと、よ
く使うレンジをワンタッチで切り替えることが出
来ます。レンジは2つまで設定でき、〔 〕キーを
押して切り替えます。 
 
通常メニューから「8. その他」→「3. 切替キ
ー」→「１. キーの機能」を選択します。 
 
「レンジ切替」に設定します。 
 
「2. レンジ１設定」および「3. レンジ２設定」
を設定します。 
 
〔 〕キーを押す毎にレンジが交互に切り替わ
ります。 

1 

レンジ切替を有効にするには

2 
3 

注意）メニューの「6. 表示設定」→「1. 地図表示設定」→「9. 地図 2画面表示」が “OFF”
になっているとき有効です。 
メニューの「８.その他」→「３.切替キー」→「１. キーの機能」がレンジ切替に
なっている時に有効です。(レンジ切替以外の設定になっている時は、〔 〕キーの長
押しでレンジ切り替えができます。) 

レンジ切替キー 

4 
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地図カードの使い方 

海岸線データ

【カードの差し込みについて】 
本体横のカード挿入口のカバーをはずします。 
（15型は本体横の上段のカード挿入口のカバーをはずします。） 
 
地図カードのシール面（「日本全国詳細」印字側）を手前にして、コネクターに差し
込みます。 
※必ず地図カードのシール面（「日本全国詳細」印字側）を手前にしてください。誤
挿入により、内部コネクターが破損する恐れがあります。 

カード挿入口カバー

地図カードを挿入します 

シール面
（「日本全国詳細」印字側）

ネジをゆるめます

ネジをゆるめます 

カード挿入口カバー
を外します 

カードスロット

カードスロット

※15型のスロット使用について
本体横のカード挿入口は上下 2 個あります
が、下段のカード挿入口は開けないでくださ
い。必ず上段を使用してください。 

下段は使用しません。
開けないでください。 
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航跡、イベントマーク、目的地、ラインのデータ、お気に入りは、本体内に記憶し
ていますが、地図カード内にバックアップすることが可能です。 
本体内のデータが万が一消失しても、地図カードのデータでの復元が可能です。 
 
注意）オプションの専用メモリーカードは10パターンのデータを保存できますが、

地図カードには1パターンのデータしか保存できません。 

地図カードへのバックアップ機能の使い方

電源を入れると、ご注意画面の下に、下記のメ
ッセージが表示されます。 
 
�������	
���
������

� 
������������
�� �!��
 
バックアップを行う場合は〔実行〕キーを押し
ます。 
 
������	
���
���!�

� " #$ �%&'()*�!��
 
のメッセージが表示され、地図カードにデータ
が保存されます。 

1 
本体から地図カードへデータとお気に入りを保存する

2 

注意）地図カードには本体から地図カードにデ
ータをバックアップした時のデータが保
存されているため、バックアップを行っ
た時点のデータに復元されます。 

実行キー 

メニューから「8. その他」→「2. メモリー
カード」→「1. 自動保存データ読込」を選択
します。 
 
データを読み込む時は「1. データ読込」、お気
に入りを読み込む時は「2. お気に入り」を選択
し、〔実行〕キーを押します。 

1 
地図カードから本体へデータを読み込む

2 
方向キー 実行キー 

取消キー 

データのバックアップ 
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本体横のカード挿入口のカバーをはずします。 
（15 型は本体横の上段のカード挿入口のカバー
をはずします。） 

 
本体の電源を入れ、通常の画面を表示させます。
 
地図カードを抜き取り、メモリーカードのシール
面（「メモリーカード」印字側）を手前にしてコ
ネクターに差し込みます。 
 
メニューから「8. その他」→「2. メモリーカ
ード」を選択し、各項目を操作します。（→107
ページ） 
 
手順 4の操作を終えると、通常画面に戻ります。
メモリーカードを抜き、地図カードを差し込み、
最後にカード挿入口のカバーを取り付けます。 

1 

データのコピー 

2 
3 

注意 1）本機およびメモリーカードによるデータの記憶は、永久的な保存を保証するもので
はありません。重要なデータは、ノートなどにメモしておいてください。 

注意 2）必ずメモリーカードのシール面（「メモリーカード」印字側）を手前にしてくださ
い。シール面（「メモリーカード」印字側）が手前になっていないと画面に表示され
ません。また、カード挿入時はシールの向きに注意してください。誤挿入により、
破損する恐れがあります。 

注意3）15型には本体横のカード挿入口は上下2個ありますが、下段のカード挿入口は開
けないでください。必ず上段を使用してください。 

4 

5

【メモリーカードについて】
本体とメモリーカード間でコピーが行えます。使用できるメモリーカードは当社製
KD05-C(オプション)に限ります。 
【コピーできる内容について】 
・航跡 ・イベントマーク ・目的地 ・ライン ・ルート 

カード挿入口カバー

ネジをゆるめます

ネジをゆるめます 

カード挿入口カバー
を外します 

メモリーカードを 
挿入します 

シール面
（「メモリーカード」印字側)

カードスロット

メモリーカードの使い方

データのコピー 
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メニューから「8. その他」→「2. メモリー
カード」→「2. 本体→カードへ保存」を選
択し、〔方向〕キーの （右）を押します。 
 
保存するカードのブロック番号を〔数字〕キー
で入力し、〔実行〕キーを押します。 
※赤いブロック番号にはそのブロックに何らか
のデータが保存されていることを示します。 

 
 
 
 
 
 
 
〔方向〕キーの  （上・下）で保存する項目
を選択し、〔実行〕キーを押します。 
※赤い文字の項目には、その項目のデータが
カードに保存されていることを示します。

 
 
 
 
 
 
 
 
カードにデータが保存されていなければ、コ
ピーを完了します。 
カードにデータが保存されている場合、上書
きまたはコピー中止を〔実行〕キーか〔取消〕
キーで選択してください。 
※上書きを実行すると、以前のデータは消去さ
れます。 

1 
本体からカードへデータを保存する

2 

3 

4 

数字キー

方向キー 実行キー 

取消キー 

数字キー 
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メニューから「8. その他」→「2. メモリー
カード」→「3. カード→本体へ読込」を選
択し、〔方向〕キーの （右）を押します。 
 
読み込むカードのブロック番号を〔数字〕キー
で入力し、〔実行〕キーを押します。 
※赤いブロック番号にはそのブロックに何らか
のデータが保存されていることを示します。 

 
 
 
 
 
 
 
〔方向〕キーの  （上・下）で項目を選択し、
〔実行〕キーを押します。 
※赤い文字の項目には、その項目のデータが
カードに保存されていることを示します。

 
 
 
 
 
 
 
 
本体にデータが記憶されていなければ、読み込
みを完了します。 
本体にデータが記憶されている場合、下図の項
目を〔実行〕キーか〔数字〕キーで選択してく
ださい。 

1 
カードから本体へデータを読み込む

2 

3 

4 

数字キー

方向キー 実行キー 

取消キー 

数字キー 
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お気に入りをメモリーカードへ保存するには 
お気に入りに保存した航跡・マーク・目的地をメモリーカード（KD05-C）へ保存す
ることができます。（メモリーカード（KD05-C）はオプションです。） 
（お気に入りの機能については「お気に入りを使用するには」（→67ページ）を参照
してください。） 

メニューから「8. その他」→「2.メモリーカード」→「4．お気に入りをカ
ードへ保存」を選択します。 
 
０～９の番号を入力し、〔実行〕キーを押します。 
 
「１．お気に入りをすべてカードへ保存」と表示されるので〔実行〕キーを押
します。 

※一度保存したデータは消去できません 

1 
2 

メニューから「8. その他」→「2.メモリーカード」→「5．カードからお気
に入りを読込」を選択します。 
 
０～９の番号を入力し、〔実行〕キーを押します。 
 
１．航跡を読込む 
２．ｲﾍﾞﾝﾝﾄﾏｰｸを読込む 
３．目的地を読込む 
４．全種類を読込む 

と表示されるので読み込む内容を１～４から選択し、〔実行〕キーを押します。

1 

2 
3 

カードからお気に入りを読み込ませる場合

カードへお気に入りを保存させる場合

3 



42 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イベントマークを入力するには

〔イベントマーク〕キーを押します。自船マー
クの位置にイベントマークが記入されます。 
 
※カーソルが表示されているときに〔イベント
マーク〕キーを押すと、カーソルの位置にイ
ベントマークが記入されます。 

 
※イベントマークの形の変更は、〔イベント形〕
キーを押すか、あるいはメニュー「3. イベン
トマーク」→「4. 形の変更」設定により選択
可能です。 

（9種類から選択→102ページ） 
 
【イベントマークについて】 
イベントマークとは、漁礁や瀬の位置などに入
力できる、色や形状の違う目印のことです。 
・形 状：9種類、メニューで選択 

（ ）
・表示色：赤、黄、緑、紫、白、水、青、航跡

色から選択 
・上 限：画面上に24,000点まで記入できま

す。（形状と色の組合わせは自由） 
 
・イベントマークは、地図のレンジを 50NM
（km）より拡大した場合に表示。80NM（km）
より縮小した場合は、すべて“点”で省略表
示されます。 

・イベントマークを目的地として目的地航法す
ることはできません。 

1 
自船位置にイベントマークを入力

カーソルON/OFFキー

イベント形キー 

イベントマークキー 

【“コメント（名称）”について】 
自船位置にイベントマークを入力する際、GPS を受信しているとコメントに自動的
に日時が記憶されます。 
（GPSを受信していない場合やカーソル位置に入力する場合には ‘**,**,** **:**と
記憶されます。） 
これらのコメントの先頭には ‘ の文字が追加され、通常は表示されずにカーソル
をイベントマークに合わせたときのみポップアップウィンドウで表示します。 
 
イベントマークの編集（→46 ページ）やかんたんマーク編集（→48 ページ）で
‘ を消去し、コメントに任意の文字を入力すると地図のレンジを3NM(km)より拡
 



43 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《HE-730S、HE-151Sの場合》
〔画面〕キーを押し、プロッター画面を表示さ
せます。 
《リモコンの場合》（オプション） 
〔プロッター〕キーを押し、プロッター画面を
表示させます。 
 
任意の魚探キーを押すと、自船位置にイベント
マークが記入されます。 
 
《HE-732S、HE-152Sの場合》 
任意のイベントマークキーを押すと、自船位置
にイベントマークが記入されます。 
 
※カーソルが表示されている場合は、カーソル
の位置にイベントマークが記入されます。 

 
※HE-730S、HE-151Sの場合、メニューの
「8. その他」→「8. 初期化」→「7. 特殊メ
ニュー」→「3. PL 時の魚探キー」が “PL
キー使用”に設定されている必要があります。
工場出荷時では“PLキー使用”に設定されて
います。 

1 

魚探キーによりイベントマークを入力

2 

※HE-730S、HE-151Sの場合、プロッター画面の時にこの機能は有効になります。
魚探画面、魚探プロッター画面の時、この機能は使用できません。 
※HE-732S、HE-152Sの場合、イベントマークキーを使用します。 

画面キー 

HE-730S、HE-151Sの場合
魚探キー（イベントマークキー） 

HE-732S、HE-152Sの場合
イベントマークキー 

1 

大した場合にコメントが常時表示されるようになります。
 
またコメントは表示させなくすることもできます。 
メニューから「3. イベントマーク」→「6. その他設定」→「1. イベントマークコ
メント」でOFFに設定します。 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

実行キー 

イベントマークを消去するには

イベントマークを色別に一括消去します。 
 
メニューから「3. イベントマーク」→「1. 消
去」→「1. 色で消去」を選択します。 
 
「1. 色で消去」の中から色を指定します。 
 
〔実行〕キーを押すと、指定した色のイベント
マークが全て消去されます。 
※お気に入りに保存したイベントマークは消去
できません。

1 

色で消去

2 
3 

イベントマークを形状別に一括消去します。 
 
メニューから「3. イベントマーク」→「1. 消
去」→「2. 形で消去」を選択します。 
 
「2. 形で消去」の中から形状を指定します。 
 
〔実行〕キーを押すと、指定した形状のイベン
トマークが全て消去されます。 
※お気に入りに保存したイベントマークは消去
できません。 

1 

形で消去

2 
3 

実行キー 

イベントマークの位置に常時水深を表示させるには（スポットサウンディング機能） 

1 

イベントマークの位置に常時水深を表示させる

イベントマークで“ • ”を選択するとマークのコメントにそのときの深度が入力
され、マークの横に表示されます。 

メニューから「３. イベントマーク」→「４. 形の変更」→「１. 記憶形状」を
選択し、“・”を設定します。 
 
※“ • ”マークの場合、マークにカーソルを合わせても日時等は表示されませ

ん。 

※HE-732S、HE-152Sを除く。 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

色、形状を問わず、全てのイベントマークを一
括消去します。 
 
メニューから「3. イベントマーク」→「1. 消
去」→「3. 全部消去」を選択します。 
 
〔実行〕キーを押すと、全てのイベントマーク
が消去されます。 
※お気に入りに保存したイベントマークは消去
できません。 

1 

全部消去

2 

〔カーソルON/OFF〕キーを押して、カーソル
を表示させます。 
 
〔方向〕キーで、消去したいイベントマークに
カーソルを重ねます。 
 
 
 
 
 
 
 
〔取消〕キーを押すと、消去の確認画面が表示
されます。 
 
確認画面で、 
〔実行〕キーを押すと消去されます。 
〔取消〕キーを押すと消去を中止します。 
 
※お気に入りに保存したイベントマークは消去
できません。 

※お気に入りに保存したイベントマークを消去
する時は、「お気に入りのデータを消去させ
る場合」（→70ページ）を参照してください。

 

1 
カーソルで消去 

2 

3 

4 

注意）地図のレンジを5NM（km）より縮小した場合、「カーソルによる消去」はできません。

実行キー 

実行キー 取消キー 

カーソルON/OFFキー
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イベントマークを編集するには

1.一覧表示
 
〔メニュー〕キーを押し、メニューから「3. イ
ベントマーク」→「5. 一覧・編集」を選択します。
 
〔方向〕キーの  （左・右）でカーソルを
移動し、〔実行〕キーで操作を実行します。 
 
次 ：次の 10項目を表示します。 
前 ：前の10項目を表示します。 
１００－次 ：100個後ろの10項目を表示します。 
１００－前 ：100個前の10項目を表示します。 
最初 ：最初の10項目を表示します。 
最後 ：最後の10項目を表示します。 
 

1 

イベントマークの編集 

2 

手動操作でイベントマーク毎に、マーク形状、色、緯度、経度を編集することができ
ます。また、コメント（名称）を入力することもできます。 

1 

2 

 
 
 
2.入力・編集 

 
〔メニュー〕キーを押し、メニューから「3. イベ
ントマーク」→「5. 一覧・編集」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （上・下）でカーソルを移
動して編集したいイベント番号を選択し、〔実
行〕キーまたは〔方向〕キーの （右）を押し
て編集モードに入ります。 

数字キー

方向キー 実行キー 

取消キー 

レンジ切替キー

数字キー

メニューキー
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【入力できる文字】
記号、数字、アルファベット（大・小）、カタカナが使えます。 
【編集モード中の操作】 
〔方向〕キーの  （上・下）：文字・マークを選択。 
〔方向〕キーの  （左・右）：カーソルを前後に移動。 
〔実行〕キー ：編集内容を記憶する。（ただし、コメント以外全て入力

していないと記憶できません。） 
〔取消〕キー ：編集モードを記憶せずに中止する。（カーソルがコメン

ト欄にあり、コメントが書かれている場合はコメント
を削除します。） 

〔数字〕キー ：カーソル位置に数字を入力する。 
〔レンジ切替〕キー ：“マーク形状”の位置で〔 〕キーを押すと、マークの

色を変更できます。 
※イベント番号を変更してから記憶すると、現在の編集内容を変更したイベント
番号へ記憶します。そのとき、変更前のイベント番号のデータは変更されません。 

1 

2 

1 

3.イベントマークの削除
 
〔メニュー〕キーを押し、メニューから「3．イ
ベントマーク」→「5．一覧・編集」を選択します。
 
〔方向〕キーの  （上・下）でカーソルを移
動して削除したいマーク番号を選択し、〔取消〕
キーを押します。 
〔実行〕キーで削除の実行、〔取消〕キーで削除
の中止をします。 
 
4.終了 
 

〔メニュー〕キーを押すとイベントマークの一
覧・編集モードを終了します。 
 

※イベントマークにカーソルを合わせると、コメントや日時が表示されます。 
※イベントマークの入力の際、自動的に記憶される日時等のコメントの先頭に ’ 
が入力されます。 

※先頭が ’ のコメントはカーソルを合わせた時のみ表示され、常時表示され
ません。また、深度、水温情報は一覧・編集では変更できません。（但し、地図
のレンジを5NM（km）より縮小した場合、カーソルを合わせてもコメントは
表示されません。） 

※お気に入りに保存したイベントマークは、一覧・編集では変更できません。 
※メニューから「3．イベントマーク」→「6．その他の設定」→「1．コメント
表示」がONに設定されていると、コメントが常時表示されます。（但し、地図
のレンジを5NM（km）より縮小した場合、コメントは表示されなくなります。） 
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実行キー

かんたんマーク編集機能を使用するには

地図上のイベントマークにカーソルを合わせる
と、コメントが表示されます。 
 
〔実行〕キーを押すとマーク編集画面が表示さ
れます。 
 
〔方向〕キーの   でカーソルを移動さ
せます。 
 
〔実行〕キーを押すと文字や下記機能が選択さ
れます。 
消す：入力されている文字や数字を消す。 
中止：変更を中止する。 
決定：変更した内容を記憶する。 
また、〔メニュー〕キーでマークの色の変更、〔画
面〕キーでマークの形の変更が行えます。 
※中止、決定を選択、または〔取消〕キーで通
常画面に復帰します。 

 

1 
2 

3 

プロッター画面上にてカーソルで目的地やイベントマークを選択することにより、
メニューを開かずにマークの形や色、コメントの変更が行えます。また、緯度経度
の変更も可能です。 

方向キー

4 

※地図のレンジを5NM（km）より縮小した場合、「かんたんマーク編集」はできま
せん。 
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イベントマークキー

数値（緯度経度）でのマーク入力を使用するには 

プロッター画面を表示中に〔イベントマーク〕
キーを長押しします。 
 
〔方向〕キーの   でカーソルを移動さ
せます。 
 
〔実行〕キーを押すと文字や下記機能が選択さ
れます。 
消す：入力した文字や数値を消す。 
中止：入力を中止する。 
決定：入力した内容で記憶する。 
また、〔メニュー〕キーでマークの色の選択、〔画
面〕キーでマークの形の選択が行えます。 
※中止または〔取消〕キーで通常画面に復帰し
ます。

1 

2 
3 

数値（緯度経度）を入力するだけで、マークの入力ができます。

注意1）緯度経度の小数点以下の単位は［分］です。
単位が［秒］の緯度経度を［分］に直すには、［秒］を60で割ってください。 
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注意2）緯度経度の入力ができるのは世界測地系(WGS84)の値のみとなります。 
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記憶間隔 長 所 短 所 

長い 長時間の航跡を記憶できる 航跡が粗く表示される 

短い 航跡が細かく表示される 短時間の航跡しか記憶できない

 
 
 
 
 
 
 

航跡を表示（記録）させるには

〔航跡ON/OFF〕キーを押すと、航跡を記録し
ます。 
以前記録された航跡も一緒に再表示されます。 
画面左下には、航跡記録中のサインである“ ”
が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
航跡記録中に〔航跡ON/OFF〕キーを押すと、
記録を中断します。画面左下の“ ”は消えます。
※記録を削除するときは、メニューから「航跡
消去」を選択して削除します（→55ページ）

 
〔航跡色〕キーを押すと、航跡の色を変更でき
ます。押す毎に色が変わります。 
（7色の中から選択：赤・黄・緑・紫・白・水・青）

1 
航跡の表示（記録）

2 

3 

【航跡の記憶間隔について】
ある間隔で自船位置を記憶し、その点を結ぶことによって表示したものが航跡です。
この記憶間隔のことを航跡記憶間隔といい、設定する間隔によって長所・短所があ
ります。  

※通常の航跡そのものは細かく表示
されますが、画面を再表示した場
合は、設定された記憶間隔ごとの
表示になるため、左記のようにな
ります。 

【航跡について】
自船が移動してできた軌跡のことを航跡と呼びます。 
航跡表示中は、航跡を記録し続け、表示を消すと記録を中断します。  
航跡にカーソルを合わせると、記録した日付が表示されます。  

航跡色キー 

航跡ON/OFF キー 

航跡

目的地マーク

イベントマーク 
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【記録の上限について】 
記録できる航跡には限りがあります。航跡の記憶間隔毎に記憶されるポイント、最
大32,000点が上限です。それを越えた場合は、古い航跡から消去されます。 
長時間（長距離）航行する場合は、航跡の記憶間隔を長めに設定してください。  

水温や水深の変化で航跡色を変更するには 

メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「3. 記憶モード」を選択します。 
記憶モードを“水温”に設定します。 
 
メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「4. 水温別航跡色設定」→「1. 航跡色
変化モード」を選択します。 
航跡色変化モードを“範囲”に設定します。 
 
左記のような設定にした場合、 

7.5℃未満の水温の場所では航跡色が青色
7.5℃以上の水温の場所では航跡色が水色

10.0℃以上の水温の場所では航跡色が白色
          
20.0℃以上の水温の場所では全ての航跡色
が赤色となります。 

各色が表示される温度を設定します。 
 
指定した水温に応じ、航跡の色が変化します。 4 

水温で航跡色を変更

2 

3 

水温に応じて航跡色が自動的に変更されます。
色を変更する方法には次の２通りがあります。 
・設定した水温範囲に応じて航跡の色を変更する。 
・水温の変化量に応じて航跡の色を変更する。 
 
(1)設定した水温範囲に応じて航跡の色を変更する場合 

1 

1秒に設定すると 1秒×32000÷60÷60＝8.8 時間、 
5秒に設定すると 5秒×32000÷60÷60＝44.4時間でいっ
ぱいになります。 
メニューから「1. 航跡」を選択するとメニュー画面の一番下に 
***/32000使用のように現在の記憶ポイント数が表示されます。
（***の部分が現在の記憶ポイント数です） 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→1４ページ）を参照してください。 

メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「3. 記憶モード」を選択します。 
記憶モードを“水温”に設定します。 
 
メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「4. 水温別航跡色設定」→「1. 航跡色
変化モード」を選択します。 
航跡色変化モードを“変化量”に設定します。 
 
メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「4. 水温別航跡色設定」→「9. 変化量」
を選択します。 
変化量の“0.2℃”または“2℃”を選択します。
 
注意）変化量の基準は0℃基準です。0℃未満は

0℃と同じです。 
 
水温が設定値以上変化すると航跡色が変化しま
す。 
たとえば 2℃を選択した場合、下記のように変
化します。 

0.0～1.9℃  青 
     （これ以下の低い水温では

全て青色になります）
       2.0～3.9℃  水 
       4.0～5.9℃  白 
       6.0～7.9℃  紫 
       8.0～9.9℃  緑 
       10.0～11.9℃  黄 
      12.0～13.9℃  赤 
（以後 青、水、白、紫、緑、黄、赤 の繰り返し）
      14.0～15.9℃  青  

16.0～17.9℃  水 
         ・ 
         ・ 
 

2 

3 

(2)水温の変化量に応じて航跡の色を変更する場合

1 

※通常どおり、任意の色で航跡色を選択する場合には
メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設定」→「3. 記憶モード」を選択し、
記憶モードを“指定色”に設定します。 
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メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「3. 記憶モード」を選択します。 
記憶モードを“水深”に設定します。 
 
メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「5. 水深別航跡色設定」→「1. 航跡色
変化モード」を選択します。 
航跡色変化モードを“範囲”に設定します。 
 
左記のような設定にした場合、 

50m未満の水深の場所では航跡色が青色
50m以上の水深の場所では航跡色が水色
100ｍ以上の水深の場所では航跡色が白色

          
500ｍ以上の水深の場所では全ての航跡色
が赤色となります。 
 

各色が表示される深度を設定します。 
 
指定した水深に応じ、航跡の色が変化します。 4 

水深で航跡色を変更

2 

3 

水深に応じて航跡色が自動的に変更されます。
色を変更する方法には次の２通りがあります。 
・設定した水深範囲に応じて航跡の色を変更する。 
・水深の変化量に応じて航跡の色を変更する。 
 
(1)設定した水深範囲に応じて航跡の色を変更する場合 

1 

メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「3. 記憶モード」を選択します。 
記憶モードを“水深”に設定します。 
 
メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「5. 水深別航跡色設定」→「1. 航跡色
変化モード」を選択します。 
航跡色変化モードを“変化量”に設定します。 

2 

(2)水深の変化量に応じて航跡の色を変更する場合

1 

※HE-732S、HE-152Sは動作しません。
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「5. 水深別航跡色設定」→「9. 変化量」
を選択します。 
変化量の“2m”、“20m”または“200m”を
選択します。 
（水深単位がヒロの場合には１ヒロ、１０ヒロ、
１００ヒロ） 

注意）変化量の基準は0mあるいは0ヒロです。
 
水深が設定値以上変化すると航跡色が変化しま
す。 
たとえば20ｍを選択した場合、左記のように変
化します。 

3 

※通常どおり、任意の色で航跡色を選択する場合には
メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設定」→「3. 記憶モード」を選択し、
記憶モードを“指定色”に設定します。 

0～19m  青
  20～39ｍ  水 
  40～59ｍ  白 
  60～79ｍ  紫 
  80～99ｍ  緑 
  100～119ｍ  黄 
  120～139ｍ  赤 
（以後 青、水、白、紫、緑、
黄、赤の繰り返し） 

  140～159ｍ  青  
160～179ｍ  水 

     ・ 
     ・ 

航跡の太さを変えるには 

メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「1. 航跡の太さ」を選択します。 
 
“普通”か“太い”のいずれかを選択します。 

1 
画面に表示される航跡の線の太さを変えることができます。

航跡を記憶させずに表示させるには 

メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「6. 記憶OFF時の航跡表示」を選択し、
“ON”を選択します。 

1 

航跡記憶をさせない場合でも航跡を画面に描画することができます。
ただし、地図拡大／縮小など、地図の書き換えが行われるとこの航跡は消えます。 
 

2 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

実行キー 

実行キー 

航跡を消去するには 

航跡を色別に一括消去します。
 
メニューから「1. 航跡」→「4. 航跡消去」→ 
「1.色で消去」を選択します。 
 
「1. 色で消去」の中から色を指定します。 
 
〔実行〕キーを押すと、指定した色の航跡が全
て消去されます。 
※お気に入りに保存した航跡は消去できませ
ん。 

1 

色で消去

2 
3 

全ての航跡を消去します。
 
メニューから「1. 航跡」→「4. 航跡消去」→ 
「2. 全部消去」を選択します。 
 
〔実行〕キーを押すと、全ての航跡が消去され
ます。 
※お気に入りに保存した航跡は消去できませ
ん。 

1 

全部消去

2 

航跡の矢印表示をするには 

メニューから「1. 航跡」→「7. その他航跡設
定」→「2. 航跡方向表示」を選択します。 
航跡方向表示を“ON”に設定します。 

1 

航跡に進行方向を示す矢印が表示できます。
記憶された航跡がどちら向きに走行している時のものかが一目で分かります。 

※0.5NM（0.5km）よりも地図を縮小した場合には表示されないことがあります。



56 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

航跡を日付別に消去します。
 
メニューから「1. 航跡」→「4. 航跡消去」→ 
「3. 日付で消去」を選択します。 
 
「3. 日付で消去」の中から消去したい航跡を選
択します。 
 
[1.今日の航跡を消去] 
今日の航跡を消去します。 

〔実行〕キーを押した後 （左）キーを押すと、
今日の航跡が消去されます。 
 
[2.昨日の航跡を消去] 
昨日の航跡を消去します。 
〔実行〕キーを押した後 （左）キーを押すと、
昨日の航跡が消去されます。 
 
[3.日付を指定して消去] 
日付範囲を指定して消去します。 
 
 
 
 
 
 
 
1～6：消去開始年月日と消去終了年月日を入

力し、日付範囲を決めます。 
7を選択し、〔実行〕キーを押した後 （左）
キーを押すと、指定した日付の範囲の航跡が
消去されます。 

 

1 

日付で消去

2 

3 
実行キー 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

〔カーソルON/OFF〕キーを押して、カーソル
を表示させます。 
 
〔方向〕キーで、消去したい航跡のポイント（航
跡の記憶間隔毎に記憶されます）にカーソルを
重ねます。 

1 
カーソルで消去 

2 

3 〔取消〕キーを押すと、消去の確認画面が表示
されます。 
 
確認画面で、 
〔実行〕キーを押すと消去されます。 
〔取消〕キーを押すと消去を中止します。 
 
※お気に入りに保存した航跡は消去できませ
ん。 

※お気に入りに保存した航跡を消去する時は、
「お気に入りのデータを消去させる場合」
（→70ページ）を参照してください。 

 

注意1）地図のレンジを5NM（km）より縮小した場合、「カーソルによる消去」はでき
ません。 

注意2）判別しやすいポイントは、航跡の始点、終点、急な曲がり角です。 

4 

実行キー 取消キー 

カーソルON/OFFキー
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※本機能を使用するにはレーダーをNMEA入力ケーブル(XC-108H)(オプション)で接
続するか、HR-7をHR-7用NMEA入出力ケーブル(XC-139H)(オプション)で接続
する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レーダーのARPA機能で自動追尾中の物標の航跡を他船航跡といいます。 

メニューから「8. その他」→「9. AIS,レーダー表示設定」→「2. レーダー表
示設定」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （上・下・左・右）で「2. 他船航跡表示」を選択
し、“ON”に設定します。 
 
※他船航跡表示中に他船マーク表示を 
“OFF”に設定すると他船の表示が
消えます。ただし、他船航跡の表示
は残ります。 

※他船航跡は電源を切ると消えます。 

1 

他船航跡の表示 

2 

レーダーに映った他船とその航跡を表示します。（最大10物標）

メニューから「8. その他」→「9. AIS,レーダー表示設定」→「2. レーダー表
示設定」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （上・下・左・右）で「3. 記憶間隔種類」を選択
し、“時間”または“距離”のどちらかを選択します。 
  

4. 記憶間隔(時間) １、２、５、１０、３０秒、１分
5. 記憶間隔(距離) 0.01, 0.02, 0.05, 0.1, 0.2, 0.5, 1, 2NM 

 
※他船航跡の記録の上限は１物標最大3,200点です。 

1 

他船航跡の記憶間隔について

2 

他船航跡の記憶間隔を設定するとこができます。

レーダーの情報をプロッターに表示させるには 
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※レーダーからのRSDセンテンスが必要です。

メニューから「8. その他」→「9. AIS,レーダー表示設定」→「2. レーダー表
示設定」→「7. レーダーレンジ円」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で 7色（赤・黄・緑・紫・白・水・青）から
選択し、レーダーレンジ円を表示します。 
 

1 

レーダーの表示レンジを表示させるには

2 

レーダーで表示している範囲をプロッターに表示することができます。

メニューから「8. その他」→「9. AIS,レーダー表示設定」→「2. レーダー表
示設定」→「8. レンジ連動」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で表示レンジ（OFF・広域・標準・詳細）か
ら選択します。 
 
※プロッターのレンジを変更するのに数秒かかることがあります。 
※レーダーからのRSDセンテンスが必要です。 

1 

レーダーとプロッターの表示レンジを連動させるには

2 

レーダーの表示レンジにプロッターの表示レンジを合わせることができます。 

レーダーレンジ円 

プロッター画面レーダー画面 

XC-139H（オプション）

メニューから「8. その他」→「9. AIS,レーダー表示設定」→「2. レーダー表
示設定」→「6. 他船航跡色設定」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （上・下・左・右）で他船 No とその色を選択し
ます。 
（7色の中から選択：赤・黄・緑・紫・白・水・青） 

1 

他船航跡の色を設定するには

2 

他船航跡の色を設定できます。 

TLL によるマーク入力について
他社製レーダーで TLL マーク入力機能を使用するとプロッター画面に   マークが
入力されます。 
 
※このマークは「イベントマークの編集」（→44ページ）で編集・削除ができます。
※HR-7ではこのTLLによるマーク入力はできません。 
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目的地マークを記入（表示）するには

〔目的地記憶〕キーを押します。目的地マーク
と目的地番号が記入されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※カーソル表示中はカーソル位置に、カーソル
非表示では自船位置に記入されます。 

1 

目的地マークの記入（表示）
【目的地マークについて】
目的地マークとは、“行き先”や“変針点”などの目印です。 
・形状：8種類（ ） 
・表示色：赤、黄、緑、紫、白、水、青、航跡色 
・上限：1,000点まで 
 
目的地を記憶（表示）すると、画面には目的地マークと目的地番号（0～999）が
表示され、新たに記憶する度に番号は更新されていきます。 
ただし、以前に消去された目的地があった場合は、その番号から使用されます。 
 
目的地マークは、地図のレンジを50NM（km）より拡大した場合に表示し、80NM
（km）より縮小した場合は、すべて“点”で省略表示します。 

目的地記憶キー 

【“コメント（名称）”の入力について】
・各目的地マークには、“コメント（名称）”を入力することができます。（→63ページ） 
・“コメント（名称）”は、目的地マークが省略表示（点）のときは、表示されません。 
 
自船位置に目的地を入力する際、GPS を受信しているとコメントに自動的に日時が記憶
されます。 
（GPS を受信していない場合やカーソル位置に入力する場合には ‘**,**,** **:**と記憶
されます。） 
これらのコメントの先頭には ‘ の文字が追加され、通常は表示されずにカーソルを目
的地マークに合わせたときのみポップアップウィンドウでこのコメントは表示されます。
 
目的地マークの編集（→63 ページ）やかんたんマーク編集（→48 ページ）で ‘ を
消去し、コメントに任意の文字を入力するとカーソルを合わせてもポップアップウィンド
ウは表示されなくなり、コメントが常時表示されるようになります。 
任意の文字を入力したコメントは表示させなくすることもできます。 
メニューから「2. 目的地」→「8. その他設定」→「4.目的地コメント」でOFF／ONを
設定します。 



61 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

実行キー 

実行キー 

目的地マークの形状を変更します。
 
メニューから「2. 目的地」→「6. 形の変更」
を選択します。 
 
「6. 形の変更」で、希望する目的地マークを指
定します。 

1 
形の変更

2 

目的地マークを消去するには

目的地マークを色別に一括消去します。 
 
メニューから「2. 目的地」→「3. 目的地消去」
→「1. 色で消去」を選択します。 
 
「1. 色で消去」の中から色を指定します。 
 
〔実行〕キーを押すと、指定した色の目的地
マークが全て消去されます。 
※お気に入りに保存した目的地は消去できませ
ん。 

1 

色で消去

2 
3 

目的地マークを形状別に一括消去します。 
 
メニューから「2. 目的地」→「3. 目的地消去」
→「2. 形で消去」を選択します。 
 
「2. 形で消去」の中から形状を指定します。 
 
〔実行〕キーを押すと、指定した形状の目的地
マークが全て消去されます。 
※お気に入りに保存した目的地は消去できませ
ん。 

1 

形で消去

2 
3 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

実行キー 

色、形状を問わず、全ての目的地マークを一括
消去します。 
 
メニューから「2. 目的地」→「3. 目的地消去」
→「3. 全部消去」を選択します。 
 
〔実行〕キーを押すと、全ての目的地マークが
消去されます。 
※お気に入りに保存した目的地は消去できませ
ん。 

1 

全部消去

2 

〔カーソルON/OFF〕キーを押して、カーソル
を表示させます。 
 
〔方向〕キーで、消去したい目的地マークの中
心部にカーソルを重ねます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔取消〕キーを押すと、消去の確認画面が表示
されます。 
 
確認画面で、 
〔実行〕キーを押すと消去されます。 
〔取消〕キーを押すと消去を中止します。 
 
※お気に入りに保存した目的地は消去できませ
ん。 

※お気に入りに保存した目的地を消去する時
は、「お気に入りのデータを消去させる場合」
（→70ページ）を参照してください。 

1 
カーソルで消去 

2 

3 

4 

注意）地図のレンジを5NM（km）より縮小した場合、「カーソルによる消去」はできません。

実行キー 取消キー 

カーソルON/OFFキー
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目的地マークを編集するには

1.一覧表示 
〔メニュー〕キーを押し、メニューから「2. 目
的地」→「7. 一覧・編集」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）でカーソルを
移動し、〔実行〕キーで操作を実行します。 
 

次 ：次の 10項目を表示します。 
前 ：前の10項目を表示します。 
１００－次 ：100個後ろの10項目を表示します。 
１００－前 ：100個前の10項目を表示します。 
最初 ：最初の10項目を表示します。 
最後 ：最後の10項目を表示します。 
 

1 

目的地マークの編集

2 

手動操作で目的地マーク毎に、マーク形状、色、緯度、経度を編集することができます。 
また、コメント（名称）を入力することもできます。 

1 

2 

2.入力・編集
 
〔メニュー〕キーを押し、メニューから「2. 目
的地」→「7. 一覧・編集」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （上・下）操作でカーソル
を移動して編集したい目的地番号を選択し、
〔実行〕キーまたは〔方向〕キーの （右）を
押して編集モードに入ります。 

数字キー

方向キー 実行キー 

取消キー 

レンジ切替キー

数字キー

メニューキー



64 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

【入力できる文字】
記号、数字、アルファベット（大・小）、カタカナが使えます。 
【編集モード中の操作】 
〔方向〕キーの  （上・下）：文字・マークを選択。 
〔方向〕キーの  （左・右）：カーソルを前後に移動。 
〔実行〕キー ：編集内容を記憶する。（ただし、コメント以外全て入力

していないと記憶できません。） 
〔取消〕キー ：編集モードを記憶せずに中止する。（カーソルがコメン

ト欄にあり、コメントが書かれている場合はコメント
を削除します。） 

〔数字〕キー ：カーソル位置に数字を入力する。 
〔レンジ切替〕キー ：“マーク形状”の位置で〔 〕キーを押すと、マークの

色を変更できます。 
※目的地番号を変更してから記憶すると、現在の編集内容を変更した目的地番号
へ記憶します。そのとき、変更前の目的地番号のデータは変更されません。 

1 

2 

1 

3.目的地マークの削除 
〔メニュー〕キーを押し、メニューから「2．目
的地」→「7．一覧・編集」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （上・下）でカーソルを移
動して削除したい目的地番号を選択し、〔取消〕
キーを押します。 
〔実行〕キーで削除の実行、〔取消〕キーで削除
の中止をします。 
 
 
 
4.終了 
 

〔メニュー〕キーを押すと目的地マークの一
覧・編集モードを終了します。 
 

※目的地の入力の際、自動的に記憶される日時等のコメントの先頭に ’ が入
力されます。 

※先頭が ’ のコメントはカーソルを合わせた時のみ表示され、常時表示され
ません。また、深度、水温情報は一覧・編集では変更できません。 

※お気に入りに保存した目的地マークは、一覧・編集では変更できません。 
※お気に入りに保存した目的地を編集する時は「かんたんマーク編集機能を使用
するには」(→48ページ)を参照してください。
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目的地航法を設定するには

目的地航法を設定すると、自船位置から目的地
までを線で結び（コースライン）、画面左上には
目的地の緯度・経度、自船位置から目的地まで
の距離、方位、到着予定時間または所要時間が
表示されます。 
（到着予定時間、所要時間の切り替えは、「目的
地までの到着時刻を表示するには」→83ページ
で行います） 
 
 
〔目的地呼出〕キーを押します。 
またはメニューから「2．目的地」→「1．目的
地呼出」を選択します。 
 
〔数字〕キーで目的地番号を入力します。 
※番号入力の代わりに、カーソルをマークに合
わせてもOKです。 

 
〔実行〕キーを押すと設定されます。 
 
 
※目的地までの所要時間が 100 時間を越える
と、正常に時間表示されないことがあります。

 

1 

目的地航法の設定

2 

注意）目的地航法を設定する場合、次の条件が必要です。 
・自船位置の“緯度・経度”が画面に表示されていること。 
・“目的地”がすでに設定されていること。 

3 

目的地呼出キー

数字キー

数字キー
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設定した目的地航法を解除するには

〔目的地呼出〕キーを押します。
 
〔取消〕キーを押すと解除されます。 

1 

目的地航法の解除

2 

〔カーソルON/OFF〕キーを押し、カーソルを
表示させます。 
 
〔方向〕キーの  （上・下・左・右）
でカーソルを目的地とする地点へ移動させます。 
 
〔目的地記憶〕キーを長押しすると簡易目的地
が設定されます。 
 
※簡易目的地は一時的な目的地です。本体にデー
タは残りません。 

1 

簡易目的地航法の設定 

2 
3 

目的地記憶キー

カーソルON/OFFキー

目的地呼出キー
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『お気に入り』機能イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保存できるデータ量 

 

 

お気に入りを使用するには

お気に入りとはすでに記憶した航跡・マーク・目的地を指定した保管先へ移動できる
機能です。 
お気に入り機能を使用することで、必要なものだけを表示し、使わないものを非表示
にすることができ、画面上が整理され、見やすくなります。 
【航跡のお気に入りの設定】 
メニューから「1. 航跡」→「8. お気に入り」を選択します。 
 
【目的地のお気に入りの設定】 
メニューから「2. 目的地」→「9. お気に入り」を選択します。 
 
【イベントマークのお気に入りの設定】 
メニューから「3. イベントマーク」→「7. お気に入り」を選択します。 

地図カード及びメモリーカード（KD05-C）にお気に
入りのデータを (地図カード：1ヶ所/メモリーカー
ド：10ヶ所）に保存できます。 
また、カードから本体へお気に入りのデータを読み込
ませることもできます。 
※地図カードの保存・書き込みは「データのバックア
ップ」（→37ページ）を参照してください。 
メモリーカードの保存・書き込みは「お気に入りを
メモリーカードへ保存するには」（→41ページ）を
参照してください。 

※航跡・マーク・目的地の表示色をOFFに設定すると、
お気に入りに保存した航跡・マーク・目的地も表示
されなくなります。 

※一旦お気に入りに移動すると、主記憶場所に戻すこ
とはできません。 

z{]�M�

Z[\�]�M�|}��~�¡�

WX�

���
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お気に入りへデータを移動させる場合

【既にお気に入りへデータが入っている場合】
「上記の条件で移動」を選択し、〔実行〕キーを押し、〔方向〕キーの （左）を押
した後、 

[1]：消去してから移動 
[2]：空き部分に追加（入りきる場合） 

      入るだけ移動  （入りきらない場合） 
[3]：移動中止 

が表示されますのでいずれかを選択します。 
 
※入りきらない場合、航跡は新しいものから、イベントマークは一覧編集画面（→
46ページ）の番号が若い順に移動します。 

※目的地はお気に入りに空きがあってもデータを追加することができません。 [1] 
か[3]しか選択できません。 

※目的地はお気に入りに移動すると、お気に入りの番号に応じて番号が足されます。
+,�

-./01�#����2�%3�45 #�67� 2� -./01�#$$#��

-./01�#$���2�%3�45 8�67� 2� -./01�8$#$��

-./01�#$$��2�%3�45 9�67� 2� -./01�9#$$��

-./01�8$$��2�%3�45 :�67� 2� -./01�:8$$��

お気に入りから「1.お気に入りへデータ移動」を選択します。
 
お気に入り（１～4)、移動の条件（色、形、日付、全部）を指定して、「上記の
条件で移動」を選択し、〔実行〕キーを押した後、〔方向〕キーの （左）で移動
開始します。 
 
移動の条件が色の場合：選択した色のみお気に入りへ移動します。 
移動の条件が形の場合：選択した形のみお気に入りへ移動します。 
移動の条件が日付の場合：「移動する日付設定」で設定した日付のみお気に入り

へ移動します。 
〔方向〕キーの （左・右）で数値を設定します。 
〔方向〕キーの  （上・下）で上下の段に移動し、日付を設定します。 
〔メニュー〕キーで設定画面に戻ります。 

※移動の条件が日付の場合、コメント欄が「‘＊＊,＊＊,＊＊ ＊＊：＊＊」(‘年,
月,日 時：分 すべて２桁)の形式であることが必要です。 

1 
2 
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・航跡の場合 例）お気に入り4 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・イベントマークの場合 例）お気に入り3 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・目的地の場合 例）お気に入り2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※お気に入りのデータにカーソルを合わせると何番のお気に入りのデータなのか表
示されます。 

%3�4501�

®¯°�±²³±´�

"µ

¶Z%·¸°/�

��0�J¹º�

°/�

��0�J¹º�

"#
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※航跡のお気に入りでは形を選択できません。 
 
 
 
 

お気に入りのデータを消去させる場合

お気に入りのデータの表示/非表示をさせる場合

お気に入りから「2.お気に入りのデータ消去」を選択します。
 
消去するお気に入り（１～4)、消去の条件（色、形、日付、全部）を指定して、
「上記の条件で消去」を選択し、〔実行〕キーを押した後、〔方向〕キーの （左）
で消去を開始します。 

1 
2 

お気に入りから「3.お気に入りデータの表示/非表示」を選択します。 
 
「お気に入り（1～4）の表示」を選択し、非表示または表示を選択します。 

1 
2 
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ラインを作成するには 

〔カーソルON/OFF〕キーを押して、カーソル
を表示します。 
 
メニューから「8. その他」→「1. ライン作図」
→「1. ライン作図開始」を選択し、〔実行〕キ
ーを押します。 
 
ラインを描き始める位置（始点）へカーソルを
移動し、〔実行〕キーを押します。 
 
〔方向〕キーの  でカーソルを次の位
置に移動させ、〔実行〕キーを押します。 
 
さらにラインをひくには、手順 4 を繰り返し行
います。 
 
〔取消〕キーを押すと、終了します。 

1 

ラインの作成

【2点間の距離について】
ラインを作成するとき、一つ前の位置（点）から、“カーソル”の位置までの距離が
表示されます。これを使い、任意の2点間の距離を知ることができます。 
【ラインの色について】 
メニューから「8. その他」→「1. ライン作図」→「2.ライン作図色」にて設定で
きます。 
※色の変更は、ライン作成時のみ可能です。ライン作成後の色変更はできません。 
※ラインをルートとしてルート航法することはできません。 

2 

3 
4 
5 

《リモコンの場合》（オプション）
〔カーソルON/OFF〕キーを押して、カーソル
を表示します。 
 
ラインを描き始める位置（始点）へカーソルを
移動し、〔ライン〕キーを押します。 
 
〔方向〕キーの上・下・左・右でカーソルを次
の位置に移動させ、〔ライン〕キーを押します。
 
さらにラインをひくには、手順 3 を繰り返し行
います。 
 
〔取消〕キーを押すと、終了します。 

【ラインについて】
画面上の任意の位置に、自由に線（ライン）を作成することができます。作図機能の
ポイント数は4,000点です。 

1 
2 

3 
4 
5 

カーソルON/OFFキー 

実行キー方向キー 

取消キー 

6 
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実行キー 

緯度経度を入力してラインを作図するには 

メニューから「8. その他」→「1. ライン作図」
→「5. ライン入力モード」を選択します。 
“数値入力”を選択します。 
 
「1. ライン作図開始」を選択し、〔実行〕キー
を押すとメニューが消え、画面左上に数値入力
ができるようになります。 
 
数字キーで緯度経度を入力します。数値を間違
えたときは〔方向〕キーの で間違えた場所
に戻り、正しい数値を入力します。 
〔実行〕キーを押すとラインを描き始める位置
（始点）が記憶されます。次に同様にしてライ
ンの終点の緯度経度を入力します。 
引き続き入力する場合には次の緯度経度を同様
に入力します。 

1 

2 

3 

[緯度経度入力画面]

ラインを消去するには 

ラインを色別に一括消去します。
 
メニューから「8. その他」→「1. ライン作図」
→「4. ライン消去」→「1. 色で消去」を選択
します。 
 
「1. 色で消去」の中から色を指定します。 
 
〔実行〕キーを押すと、指定した色のラインが
全て消去されます。 

1 

色で消去

2 
3 

実行キー 

注意1）緯度経度の小数点以下の単位は［分］です。 
単位が［秒］の緯度経度を［分］に直すには、［秒］を60で割ってください。 
���� �
��¢	
��� 
���£	���

��¢	
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注意2）緯度経度の入力ができるのは世界測地系(WGS84)の値のみとなります。 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

カーソルをラインに重ねて、個別に消去します。
この機能を使うためには、事前にメニューの「カ
ーソルで消去」機能を有効にしておく必要があ
ります。（→107ページ） 
 
メニューから「8. その他」→「1. ライン作図」
→「4. ライン消去」→「2. カーソルで消去」
を選択します。 
 
「2. カーソルで消去」を“ON”に設定します。
（→107ページ） 
 
〔カーソルON/OFF〕キーを押して、カーソル
を表示させます。 
 
〔方向〕キーの  （上・下・左・右）
で、消去したいラインにカーソルを重ねます。 
 
〔取消〕キーを押すと、 
ライン消去の画面が表示され、 
〔実行〕キーで消去されます。 
〔取消〕キーでキャンセルされます。 

1 

カーソルで消去 

2 
3 

4 
5 

メモ1）地図のレンジを5NM（km）より縮小した場合、「カーソルによる消去」はでき
ません。 

 
メモ 2）ライン上のカーソルの位置により、ラインの消去される範囲が異なります。
 
・始点に重ねたとき：次の途中点（ないときは終点）までのラインを消去。 
 
 
 
・途中点に重ねたとき：前の途中点（ないときは始点）までのラインと次の途中点

（ないときは終点）までのラインを消去。 
 
 
 
 
・終点に重ねたとき：前の途中点（ないときは始点）までのラインを消去。 

カーソルON/OFFキー 

方向キー 

取消キー 
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メニューから「4. ルート」→「4. ルート入力」
を指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔数字〕キーでルート番号を入力し、〔実行〕キ
ーを押します。 
※赤字のルート番号は登録済みのため使用でき
ません。他の番号（白字）を使用するか、い
らないルートを消去してください。 

 
〔方向〕キーの  （上・下・左・右）
で通過点（変針点）にカーソルを合わせ、〔実行〕
キーを押します。繰り返し、次の通過点（変針
点）を指定します。通過点（変針点）ごとに“●”
マークが表示され、線で結ばれます。 
 
〔取消〕キーを押すと、ルート登録を完了します。
 
【ルートを消去するには】 
メニューから「4. ルート」→「3. ルート消去」
を指定します。（→103ページ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

ルートを登録（消去）するには

1 

ルートの登録（消去） 

【ルートについて】
通過点（変針点）を結んでできる航路を“ルート”といい、赤い点と線で表示されます。
※ルートの色を変更することはできません。 
【ルートの登録数について】 
1つのルートには最大20の通過点（変針点）を入力でき、20ルートまで登録でき
ます。登録されたルートは消去しない限り、常に航跡画面に表示されます。 
 
メニューでルート番号を選択したあと、カーソルを移動しながら通過点（変針点）を
順番に入力します。 

2 

3 

4 

方向キー 実行キー 

取消キー 

数字キー

数字キー
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

登録したルートを呼び出すには（ルート航法の開始）

メニューから「4. ルート」→「1. ルート呼出」
を指定します。 
 
ルート番号を入力します。 
 
〔実行〕キーを押すと、ルート航法が設定され
ます。 
 
【ルート航法について】 
あらかじめ登録したルートに従って航海する
と、自船が通過点（変針点）を通過するごとに
次の通過点（変針点）が自動的に選ばれ、航海
情報も更新されます。 
 
【ルート航法画面について】 
（1） ルートを呼び出すと、最初と最後の通過

点（変針点）、図では 1、5 から自船ま
での距離が近い方（この場合は1）を出
発点とします。 
同時に、自船と次の通過点（変針点）1
を“目的地ライン”で結びます。 

 
（2）自船が通過点（変針点）2を中心としたア

ラームマーカー（→80 ページ）の範囲
に入り、通過点（変針点）3に向かうと
判断されると、今度は自船と通過点（変
針点）3が目的地ラインで結ばれます。

 
（3） 自船が最後の通過点（変針点）のアラー

ムマーカーの範囲に入るまで、この動作
を繰り返します。 

1 
ルートの呼び出し（ルート航法の開始）

注意）ルート航法を開始する場合、次の条件が必要です。 
・ルートがすでに登録されていること。 
・自船の緯度・経度が画面に表示されていること。 
但し、ルート航法は本体の電源を切ると自動的に解除されます。 

2 
3 実行キー 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

目的地を進める／目的地を戻すには

ルート航法設定時、ルート内の通過点（変針点）
から次の通過点へと順番に目的地ラインを切り
替えます。 
 
目的地ライン：自船と通過点を結ぶ線 

（→75ページ） 
 
ルート航法を設定します。（→74ページ） 
 
メニューから「4. ルート」→「5. 目的地を進
める」を選択します。 
 
〔実行〕キーを押す毎に、最初の通過点から次
の通過点へと目的地ラインが切り替わります。 
 
※「4. ルート」→「6. 目的地を戻す」では、〔実
行〕キーを押す毎に、1 つ前の通過点に戻り
ます。 

1 

目的地を進める／戻す 

2 

3 

実行キー 
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等深線を表示するには 

地名・名称・漁礁・灯台等を表示するには
地名・名称・漁礁・灯台等の表示

【表示条件：地名・名称】
地図のレンジを50NMより拡大した場合に表示されます。ただし、レンジによって
は表示されない名称もあります。 
 

メニューから「6. 表示設定」→「1. 地図表示設定」→「3. 等深線」→「2. 等深
線表示任意設定」を指定します。 
 
等深線のON/OFF、色、線種を設定します。 

1 

等深線の表示
等深線とは、海底をある深さで区切り、同じ深さの所を線で結んで表示した線です。 

2 
【表示レンジの設定】 

メニューから「6. 表示設定」→「1. 地図表示設定」→「3. 等深線」→「3. 表示
レンジ」を指定します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で表示レンジを設定します。 
ここで設定した値以上に地図を拡大すると等深線が表示されます。 
地図の表示レンジは画面の左下に のように表示されています。 

1 

2 

※地図カードの種類や地域によっては、表示されない等深線があります。 

【等深線表示任意設定】 

メニューから「6. 表示設定」→「1. 地図表示設定」→「3. 等深線」→「1. 等深
線」を指定します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で設定します。 
少なめ：特定の等深線を少なめに表示します。 
多め ：特定の等深線を多めに表示します。 
全部 ：地図データに入っている全ての等深線を表示します。 
任意 ：等深線の種類ごとに表示/非表示および色が設定できます。 

1 
2 

【等深線】
表示する等深線の種類を変更することができます。
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【表示物の詳細】 

線種 色� 表示内容�

 赤－橙の点滅 危険界線�

 緑� 定置網、養殖場�

 橙� 航路�

 赤� 漁業線�

 橙� 5カイリ線�

 黄� 平水線�

 陸地と同色� 雑線(橋・堤防・テトラ等)�

 青� 漁礁�

 赤(点滅なし)� 禁止区域�
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニューから「6. 表示設定」→「1. 地図表示
設定」→「5. その他の表示物」を指定します。
 
「5. その他の表示物」の各項目を設定します。
 

2 

1 

広域キー 詳細キー

【表示条件：漁礁・灯台等】
メニューの「6. 表示設定」→「1. 地図表示設定」→「5. その他の表示物」項目内
にある「2. 灯台・浮標」「3. 漁礁」等で設定できるレンジの値よりも、現在表示中
のレンジの値（画面左下スケール）が小さいとき（より拡大表示されている状態）、
漁礁・灯台等が表示されます。（→104ページ） 

1

地図表示物マークの変更 

2 

メニューから「6. 表示設定」→「1. 地図表示
設定」→「5. その他の表示物」→「8. 地図表
示物マーク」を指定します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で表示物パタ
ーンを設定します。

地図の表示物マークをシンプルなマークか立体的なマークに変更することができ
ます。 
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【表示物の種類】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緯度・経度線を表示するには

1 
緯度・経度線の表示

2 

到着／離脱／コースずれアラームを鳴らすには 

目的地航法をする場合、次の 3 種類のアラーム
の設定ができます。 
 
到着アラーム： 
目的地や通過予定点を中心とする設定範囲円内
に自船が入るとアラームが鳴ります。 

アラームを鳴らすには 

メニューから「6. 表示設定」→「1. 地図表示
設定」→「7. 緯度経度線」を指定します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で表示色を設
定します。 
“OFF”を指定すると、緯度・経度線を非表示
にします。 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 
※水温アラーム、フィッシュアラーム、水深アラームについては『魚探の操作』（→119, 120ページ）を
参照してください。 

自船ベクトルおよび自船マークの色について

【自船ベクトルについて】
自船ベクトルは、自船の針路を表示したものです。
ただし、船首方向を示すものではありません。 
自船ベクトルの表示色は、自船マーク色と同じ
です。 
 
メニューから「6. 表示設定」→「3. 自船表示
設定」→「2. 自船ベクトル」を指定します。 
 
「2. 自船ベクトル」の項目を設定します。 

1 

自船ベクトルおよび自船マークの色

2 

【アラームマーカーについて】 
アラームマーカーは、目的地や通過予定点を中心とする“設定範囲円”です。目的地
航法やルート航法を設定したときに到着または離脱アラームが設定されていると表
示されます。 
※電源を切ると解除されます。 
【コースラインについて】
コースラインは、目的地航法を設定した時に、自船から目的地までを結んだ直線（固
定）のことです。電源を切ると解除されます。 

1 
2 

離脱アラーム：
目的地や通過予定点を中心とする設定範囲円外
へ自船が出るとアラームが鳴ります。 
 
 
コースずれアラーム： 
自船が起点から目的地や通過予定点までを結ん
だ直線（コースライン）より設定距離以上外れ
るとアラームが鳴ります。 
 
 
メニューから「5. アラーム」を指定します。 
 
「1. 到着／離脱アラーム」「2. コースずれア
ラーム」の各項目を設定します。（→103 ペー
ジ） 
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方位線を設定するには 

メニューから「6. 表示設定」→「3. 自船表示
設定」→「9. コンパス表示設定」→「1. コン
パス方位線表示」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で方位線を出
す条件を設定します。 
OFF ：方位線を出しません。 
常に表示 ：常に方位線を表示します。 
3kn以下 ：船速が 3kn 以下の時のみ、方位

線を表示します。 
5kn以下 ：船速が 5kn 以下の時のみ、方位

線を表示します。 
10kn以下 ：船速が10kn以下の時のみ、方位

線を表示します。 

1 
方位線の表示設定を変更するには

2 

ヘディングセンサーHD03(オプション)、またはヘディングセンサー内蔵 GPS
アンテナ GP-16HD(オプション) または GPS コンパス GPC-01(オプション)
を NMEA 端子に接続すると、地図上に方位線を表示することができます。 

メニューから「6. 表示設定」→「3. 自船表示
設定」→「9. コンパス表示設定」→「3. 方位
文字表示」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で設定します。
GPS ：針路方位を表示します。 
コンパス ：船首方向を表示します。 

1 

方位文字の表示を変更するには

2 

方位文字の表示を針路または船首方向に設定することができます。

メニューから「6. 表示設定」→「3. 自船表示
設定」→「9. コンパス表示設定」→「2. コン
パス方位線長さ」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で設定します。
短 ：方位線が短い。 
長 ：方位線が長い。 

1 
方位線の長さを変更するには

2 

方位文字
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

各種情報の表示精度を設定するには

位置、船速、距離、方位などの表示精度を変更
できます。（→105ページ） 
 
例：方位表示精度の変更 
 
メニューから「6. 表示設定」→「5. 文字表示
設定」→「4. 方位表示精度」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で、表示精度
を指定します。（1/1精度、1/10精度） 

1 

各種情報の表示精度の設定 

2 

情報文字の大きさ、色などを変更するには

画面上の様々な情報文字（緯度経度情報など）
の属性（大きさ、色）を変更できます。 
 
例：自船に関する文字属性の変更 
 
メニューから「6. 表示設定」→「5. 文字表示
設定」→「5. 自船文字設定」→「1. 緯度経度
大きさ」を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で、文字の大
きさを指定します。（大、中、小、OFF） 
 
※OFFにすると非表示になります。 
 
※「自船文字」の他に「カーソル文字」、「目的
地文字」の設定が行えます。（→106ページ）

1 

情報文字の大きさ、色などの変更

2 

方向キー 

方向キー 
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現在時刻の秒表示を設定するには

 
メニューから「6. 表示設定」→「5. 文字表示
設定」→「5. 自船文字設定」→「5. 測位時間
秒表示」を選択します。 
 
“ON”にすると測位時間の時：分に加え、秒が
表示されます。 
 
※「４. 測位時間大きさ」が“OFF”になってい
る場合には表示されません 

1 
現在時刻の秒表示の設定 

2 

目的地までの到着時刻を表示するには

目的地航法時に、目的地までの所要時間または
到着時間のいずれかを表示させることができま
す。 
 
メニューから「6. 表示設定」→「5. 文字表示
設定」→「7. 目的地文字設定」→「5. 時間表
示」を選択します。 
 
“所要時間”または“到着時間”のいずれかを
選択します。 
 
※時間は目的地までの距離と船速から計算にて
求めています。実際の時間とは異なる場合が
あります。 

1 

目的地までの到着時刻を表示する

2 

方向キー 

方向キー 
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自船位置をロランC時間差で表示するには

メニューから「6. 表示設定」→「2. 位置表示
設定」→「2. ロランC設定」を選択します。 
 
「2. ロラン C 設定」の各項目を設定します。
（→105ページ） 
 
メニューから「6. 表示設定」→「2. 位置表示
設定」→「1. 緯度経度, ロランC」を選択します。
 
「1. 緯度経度, ロランC」の設定をロランCに
すると、自船位置をロラン C 時間差で表示する
ようになります。 

1 

ロランC時間差で表示 
【ロランCについて】 
ロランC（LORAN：Long Range Navigation）は、長波帯（100kHz）を使用し
た双曲線航法システムです。双曲線航法とは、「2 つの送信局からの信号の到達時間
差が一定の値となる点の軌跡は、その送信局を焦点とする双曲線となる原理」を利用
した航法方式のことです。この双曲線は位置の線（LOP：Line of position）と呼ば
れ 2 本以上の LOP の交点が観測者の位置となります。また、局の構成は、主局 1
に対して 2～4 局の従局で一つの単位となっており、これをロラン C チェ－ンと呼
びます。 
本機では、ロランCチェーン、2つの従局、各従局の補正の設定を行う事によって、
自船位置をロランCの LOP表示させることができます。 

2 

3 
4 

TU,»¼% � �½¾'¿À�%yÁÂyÁÂ�ÃÄ,�yÅ_vÆÇY�»¼% � È

É�ÊË½¾0>eklmnG�
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スムージングを設定するには

メニューから「8. その他」→「5. GPS 設定」→「1.スムージング」を選択し
ます。 
 
〔方向〕キーの でスムージングの設定を  
弱、中、強（下記定数を加算）※1、※2から選択します。（→108ページ） 

1 

スムージングの設定
設定値にばらつきが生じた際に、測定値を平均化し、航跡などを滑らかに表示します。

2 

※1“強（下記定数を加算）”を選択時のみ方位と船速のスムージングをそれぞれ強
く設定することができます。 

※2 下記定数とは方位スムージング定数と船速スムージング定数を示します。 
※3 強に設定するほど強く平均化され、滑らかになりますが、応答速度が遅くなり

ます。 

【方位スムージング定数】※3 
方位のばらつきを平均化することによって、方位の変化を滑らかにします。 
→「2.方位スムージング定数」から設定します。 
 
【船速スムージング定数】※3 

船速のばらつきを平均化することによって、船速の変化を滑らかにします。 
→「3. 船速スムージング定数」から設定します。 
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※HE-732Sのみ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

メニューから「8. その他」→「5. GPS設定」
→「4. SBAS設定」を選択しON/OFFを設定
します。 
 
SBAS を「ON」に設定して、補正信号を受信
すると画面左上に“S”マークが表示されます。

1 

SBAS設定

2 

SBASとは、静止衛星を利用したGPSの測位精度を高めるための補強システムです。 
米国のWAAS、欧州のEGNOS、日本のMSASの3つのシステムがあります。 
GPS衛星と同じ周波数で位置補正情報を放送しており、GPSアンテナで情報を受信
可能です。 
 

SBASの設定を行うには

使用するGPSを選択するには（内蔵/外部の切り替え）

メニューから「8. その他」→「5. GPS設定」
→「7. GPS受信機」を選択します。 
 
「7. GPS受信機」を設定します。 
内蔵：測位をするのに内蔵GPSを使用します。
外部：測位をするのに外部GPSを使用します。
自動：電源立上時に自動で内蔵か外部かを判断

します。 
   （電源立上後にGPSアンテナを抜き差し

しても、切り替わりません。） 

1 

使用するGPSの選択 

2 

本体内蔵GPSか外部GPSのどちらを使用して位置の測位を行うか選択ができます。 

※測位に内蔵GPSが使用されると「INT」、外部GPSが使用されると「EXT」が左
上に表示されます。 

内蔵GPS 外部GPS
INT EXT
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GPSの情報画面を表示するには

DOP 値：測位に使用している衛星の天空における散らばりぐあいを示します。値が小さい程、測位の精
度が高くなります。（DOP4.0以下で精度約10m） 

SN値 ：信号レベルとノイズの割合が数字で表示されます。値が大きい程、信号の質は良いものとなります。 

GPS衛星からの電波の受信状態を表示します。

天空に飛来して
いる衛星 

衛星の仰角 

衛星の方位角 

SN値 GPS測位：測位状況を示します。 
•GPS未接続：GPS受信機が接続
されていません 

•未測位：測位できていません 
•GPS測位：測位しています 
•DGPS測位： SBAS補正信号を
受信してSBAS測位しています。

 

時刻 

DOP値 

受信衛星数 

SBAS受信状態
衛星番号 129
仰角    49
方位角  175
信号強度  10

SBASの PRN番号MSAS：１２９，１３７ 
WAAS：１２２，１３４ 

SBAS衛星の仰角 
SBAS衛星の方位角 
SBAS衛星からの受信レベル 

*信号強度が５以上あるか確認してください。低い場
合はアンテナの設置場所が悪い可能性があるため、場所
を移動して確認してください。 

SBAS受信時

メニューから「7. 情報画面表示」→「1. 受信
状況を表示」を選択します。 
 
〔実行〕キーを押すと、衛星情報画面が表示さ
れます。 
 
〔取消〕キーまたは〔メニュー〕キーで通常画
面に戻ります。 

3 

2 
1 

SBAS受信状態
衛星番号 129
仰角    49
方位角  175
信号強度  10

※測位衛星数が多いとSBAS受信状態が表示されないことがあります。
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コントラストを調整するには

メニューから「8. その他」→「8. 初期化」→ 
「8. 特殊メニュー2」→「1. コントラスト設定」
を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）でコントラス
トを調整します。 
コントラストは－4～4の9段階です。 
 
※魚探のちらつきが気になる場合、数値を増や
すと改善される場合があります。 

1 
コントラストを調整する 

2 

魚探キーをプロッターキーに割り当てるには

メニューから「8. その他」→「8. 初期化」→
「7. 特殊メニュー」→「3. PL 時の魚探キー」を選択します。 
 
項目を選択します。 
無効 ：この機能が無効となります。 
PLキー使用 ：魚探キーがプロッターキーに割り当てられます。 

1 

魚探キーをプロッターキーに割り当てる

画面表示がプロッター画面の時、魚探キーをプロッターキー（イベントマーク入力キ
ー及び距離マーカー設定キー）に割り当てることができます。 

2 

●プロッターキーに割り当てられる場合は、 
魚探キーが下図のキーとして使用可能です。

方向キー 

HE-730S、HE-151Sの場合
魚探キー（イベントマークキー） 

HE-732S、HE-152Sの場合 
イベントマークキー 
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※HE-732S、HE-152Sを除く。 
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潮汐グラフを表示するには

メニューから「7. 情報画面表示」→「5. 潮汐
グラフ」を選択します。 
 
〔実行〕キーを押すと、潮汐グラフが表示され
ます。 
 
〔メニュー〕キーで通常画面に戻ります。 3 

潮汐グラフを表示する 

年・月・日 ：表示直後は表示させた時の日付が表示されます。
※カーソル操作により、任意の日付の潮汐グラフを表示させることがで
きます。 

【年月日変更手順】 
1.〔方向〕キーの  （上・下）により、カーソルを年月日項目に合わせます。
2.〔方向〕キーの  （左・右）により、変更したい年・月・日にカーソルを

合わせます。 
3.〔実行〕キーまたは〔中央〕キーを押します。 
4.〔方向〕キーの  （上・下）で変更します。 
5.〔実行〕キーまたは〔中央〕キーを押すと、変更されます。 

港名1  ：自船位置から最も近い港名が表示されます。 
港名2  ：自船位置から2番目に近い港名が表示されます。 

※グラフ表示直前にカーソルが“ON”になっている時は、カーソル位
置から最も近い港名と2番目に近い港名が表示されます。 

潮汐情報 ：カーソルで選択された港名での情報が表示されます。カーソルが港名
項目にある時、〔方向〕キーの  （左・右）で切り替えが可能です。

 
注意）潮汐グラフは計算で求めており、実際の潮汐とは若干の誤差が生じることがあ

りますので、あくまでも目安としてご使用ください。 

2 
1 

方向キー 実行キー 

メニューキー
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潮汐インジケーターを表示するには

メニューから「6.表示設定」→「7. 潮汐インジ
ケーター」→「1. 潮汐インジケーター」を選択
します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で“ON”に設
定すると、潮汐インジケーターが表示されます。
 

潮汐インジケーターを表示する

2 

1 

方向キー 実行キー 

取消キー 

注意） 
・現在地が測位できていない時には、表示されません。 
・潮汐インジケーターは自動の場合（→91 ページ）、現在地から最も近い潮汐港のデー
タが表示されます。 

・潮汐インジケーターの時刻等は計算で求めており、若干の誤差が出る場合があります。
あくまでも目安としてご使用ください。 

潮汐インジケーター

満潮時刻 

干潮時刻 

現在の潮汐 
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メニューから「6. 表示設定」→「7. 潮汐イン
ジケーター」→「3. 潮汐港表示」を選択し、〔方
向〕キーの  （左・右）で“ON”を選択し
ます。 
表示することのできる港には○T マークが表示
されます。 
 
 
メニューから「6. 表示設定」→「7. 潮汐イン
ジケーター」→「2. 潮汐インジケーター港選択」
を選択し、〔方向〕キーの  （左・右）で“手
動”を選択します。 
 
 
〔カーソル〕キーを押し、表示させたい港の○T マ
ークにカーソルを合わせると、港名が表示されま
す。 
 
 
メニューから「7. 情報画面表示」→「5. 潮汐
グラフ」を選択し〔実行〕キーを押すと、その
港の潮汐グラフが表示され、潮汐港が設定され
ます。 
設定された潮汐港は○T マークが赤くなります。
 

1 

潮汐インジケーターは初期設定では自動に設定されており、自船から最も近い港の潮汐を
表示しますが、任意で設定することもできます。 

2 

潮汐インジケーター港を手動で設定するには

4 

実行キー方向キー 

カーソルキー

3 

カーソル 潮汐港マーク 

潮汐インジケーター 港名

※画面はHE-730Sです。 

選択した潮汐港
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注意）インパネ表示はHE-732S、HE-152Sはできません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インパネを表示するには 

メニューから「7. 情報画面表示」→「7. インパネ」を選択します。
 
“OFF”または“タイプ1”、“タイプ2”を選択します。 
 

1 
インパネを表示する

2 

プロッター画面の下部にスピードメーター等を表示することができます。 

※白基調の“タイプ1”か黒基調の“タイプ2”のいずれかを選択することができま
す。 

※インパネ表示を行っている場合には下記の内容が行えません。 
・プロッターと魚探の表示範囲の変更 
・魚探のみ、プロッターのみの表示 
・魚探のAモード表示 
・地図2画面表示 
・緯度経度や船速等の文字の大きさの変更 
・オーシャングラフィックモードの表示 

※スピードメーターの単位は、メニューから「8.その他」→「４.単位切替」→「１.
距離単位」で“NM”を選択すると kn（ノット）、“km”を選択すると km/hとな
ります。 

※スピードメーターはGPS受信機から情報を得ているため1秒ごとの更新となりま
す。スピードの変化量によっては動きがスムーズに見えないことがあります。 

アナログ時計

潮汐インジケーター 

地図方位
（地図と自船の向きを
示すインジケーター）

電圧水温スピードメーター

積算距離計A

積算距離計B 積算時間計 
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積算距離を設定するには

メニューから「6.表示設定」→「０. 積算距離計
設定」→「１. 表示切替」を選択し、“距離 A”、
“距離B”、または“時間”を選択します。 

1 
積算距離の表示を設定する 

走行距離または走行時間を画面左端に表示します。
走行距離はA、Bの2個を記憶できます。 
（インパネモード時はA、B、時間の3つを同時に表示します） 

※メニューから「6.表示設定」→「０. 積算距離計設定」→「２. 距離 Aリセット」
を選択して〔実行〕キーを押すと距離が０にリセットされます。 
同様に「３. 距離 Bリセット」、「４. 時間リセット」、を選択して〔実行〕キーを
押すと値が０にリセットされます。 

※距離及び時間は９９９９を超えると０に戻ります。 
※“メニューの初期化”、及び“全ての初期化”を行うと０にリセットされます。 

メニューから「6.表示設定」→「０. 積算距離計
設定」→「5. 距離表示単位」を選択し、“NM”、
または“Km”を選択します。 

1 

距離計の単位を設定する 
距離計の単位は“NM”、“Km”のいずれかを選択することができます。
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地図方位を表示させるには 

自動地図2画面表示を行うには 

メニューから「2.目的地」→「８.その他設定」→「１. 目的地自動地図2画面」
を選択し、“ON”または“OFF”を選択します。 

1 

自動地図2画面表示をする
目的地航法の際、目的地が設定した範囲内に近づくと自動的に地図を2画面表示に
して目的地周辺を拡大した地図を表示します。 
目的地から離れるか目的地航法を解除すると自動地図2画面が解除されます。 

メニューから「6.表示設定」→「９. 地図方位表示」を選択し、“OFF”、“コン
パス風”、“地図に表示”のいずれかを選択します。 
（HE-152Sは“地図に表示”はできません。） 
 
“コンパス風”を選択すると、ノースアップ／コースアップに応じてインジケー
ターが表示されます。 
 

1 
地図方位を表示する

地図の向きを示すインジケーターです。
東西南北が漢字で書かれているので判断しやすくなっています。 

［コースアップ時］

“地図に表示”を選択すると、地図上に東西南北のインジケーターが表示され
ます。

自船ベクトル
黒色のライン

［ノースアップ時］

東

北

西 南

※オーシャングラフィックモードまたはインパネを表示している時には自動地図２
画面は動作しません。 
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アナログ時計を表示するには

メニューから「6.表示設定」→「8. アナログ時
計」を選択しON/OFFを設定します。 
 
「ON」を選択し〔実行〕キーを押すと、アナロ
グ時計が表示されます。 
 
※目的地航法時には目的地への到着予定時刻が
ピンク色の針で表示されます。 

1 アナログ時計の表示

2 

アナログ時計のアラームを設定するには

メニューから「5.アラーム」→「6.時刻アラー
ム」を選択します。 
 
アラーム設定の「ON」を選択し、時、分を設定
します。 

アラームの設定 

2 

アラームがONの時に設定した時刻をオレンジ色の針で表示します。
時刻が来ると文字盤が赤⇔白で点滅し、アラームが鳴ります。 
アラームが鳴っている状態で〔取消〕キーを押すと、アラームが鳴り止みます。 
 注意）現在地が測位できていない時には、表示されません。また、アラームも鳴りません。

メニューから「2.目的地」→「８.その他設定」
→「2. 自動地図2画面の距離」を選択し、05 、
0.1 、 0.2 、 0.5 、 1ｋｍ（NM)のいずれ
かを選択します。 

1 

自動地図2画面表示に切り替わる距離を設定をする

地図が2画面に切り替わる距離を設定できます。

※距離の単位は、メニューから「8.その他」→「4. 単位設定」→「1. 距離単位」
で設定します。 

1 
オレンジ色の針 

ピンク色の針
(到着予定時刻)
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海の駅を検索するには 

メニューから「7. 情報画面表示」→「8. 海の駅
検索」→「1. 近くの海の駅表示」を選択します。
 
その状態で、〔実行〕キーを押すと自船（カーソ
ルが表示されている場合にはカーソル）から近
い順に８ヶ所の海の駅が表示されます。 
 
〔方向〕キーの  （上・下）で海の駅を選択
し〔実行〕キーを押すと、カーソルがその海の
駅に移動します。 
この状態で〔目的地〕キーを 2 秒以上押すと、
この位置が一時目的地として登録されます。 
 
※地域別に検索することも可能です。 
メニューから「7. 情報画面表示」→「8. 海の駅
検索」→「2. 海の駅地域別検索」を選択します。
 
地域を選択し〔実行〕キーを押すとその地域の
海の駅が表示されます。 

1 
海の駅を検索する

2 

海の駅を現在地から近い順に検索することができます。

3 

1 

2 

目的地記憶キー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海の駅の情報を表示するには

地図上の海の駅にカーソルを合わせると、カタ
カナで海の駅が表示されます。 
 
その状態で、〔実行〕キーを押すとその海の駅の詳
細情報が表示されます。 
 
〔取消〕キーで表示が解除されます。 
 

1 
海の駅を表示するには 

2 

海の駅の情報を表示することができます。

3 
注意）海の駅マークの表示レンジはメニューから「8.その他」→「8.初期化」→「8.特殊
メニュー2」→「2.海の駅表示レンジ」を選択し、レンジを設定します。 

海の駅マーク 
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メニューから「7. 情報画面表示」→「9. ｵｰｼｬﾝｸﾞﾗﾌｨｯｸﾓｰﾄﾞ」を選択し、ON/OFF
を設定します。 
OFF：オーシャングラフィックモードの非表示 
ON ：オーシャングラフィックモードの表示 

1 

オーシャングラフィックモードを表示する

 
 
 
注意）オーシャングラフィックモードはHE-732S、HE-152Sは表示できません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オーシャングラフィックモードを表示するには 

自船の前方にある地図上の漁礁や浮標、陸地などの表示物を立体的に表示すること
ができます。 

�� オーシャングラフィックモードの表示を行っている場合は下記の内容が行
えません。 
�� インパネの表示 
�� 魚探のAモード表示 
�� 緯度経度や船速等の文字の大きさの変更 
�� 潮汐インジケーター、アナログ時計、地図方位の表示 
�� 地図２画面表示 
�� プロッターと魚探の表示範囲の変更 
�� 高速発射 
�� フロントワイド設定 

�� 地図をスクロールさせたり、カーソルを表示している時には動作しません。 
�� 空のグラフィックは時間により変化しますが実際の日の出、日の入りとは異

なる場合があります。また、月の位置、形状については実際と異なります。 

灯台 自船マーク浮標（ブイ）漁礁 

【目的地方向表示】
目的地設定をすると、自船位置から見た場合の目
的地方向を示すラインを表示します。 
目的地が画面上に表示されていなくても、自船位
置から目的地がどの方向にあるかを把握するこ
とができます。 目的地方向ライン 目的地
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【AISについて】 
AIS(船舶自動識別装置：Automatic Identification System)は、船舶の識別符号、種類、位
置、針路、速力、航行状態及びその他の安全に関する情報を自動的にVHF帯電波で送受信し、
船舶局相互間及び船舶局と陸上局の航行援助施設等との間で情報の交換を行うシステムです。 
2002 年 7 月１日に発効された「1974 年の海上における人命の安全に関する条約
（SOLAS74）」第Ⅴ章受け、国内法では、次の特定の船舶に対し、AIS を搭載することが義
務づけられています（第１９規則）。 
  （１） 国際航海に従事する300総トン以上の全ての船舶 
  （２） 国際航海に従事する全ての旅客船 
  （３） 国際航海に従事しない500総トン以上の全ての船舶 
 
・AIS を使用するための準備 
本機能を使用するには AIS 受信機(別売)を本体裏面の NMEA1 端子または NMEA2 端子に
AIS 受信機接続ケーブル（XC-134H）で接続します。接続した端子のボーレートを 38400
に設定します。(→25ページ) 
 
表示されたターゲット（他船）にカーソルを合わせると、MMSI 番号を船名(静的情報が受信で
きている場合のみ)を表示させることができます。(図 1)  その状態で〔実行〕キーを押すと、
さらに詳しい情報を表示させることができます。(図 2) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※本製品は、八重洲無線社製AIS受信機能付き無線機(GX2150J)との接続動作を確認したも

のであり、すべてのAIS 機器との接続動作を保証するものではありません。 
※地図2画面表示中は地図左または地図上にのみ、AIS ターゲット（他船）が表示されます。 

フロントワイド機能を設定するには

メニューから「6. 表示設定」→「1. 地図表示
設定」→「8. 地図スクロール」→「3. フロン
トワイド」を選択します。 
 
「3. フロントワイド」を設定します。 
ON ：使用 
OFF：未使用 
 

1 

フロントワイドの設定 
フロントワイドにすると、進行方向の地図を広く表示させることができます。 

2 

AIS ターゲット表示機能を設定するには

（図2） （図1） 
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【AISアイコン表示について】 
 
 
 
 
 
 
 
※同時に表示できる船舶アイコンは50個までです。50個を超えると自船から最も遠い
アイコンが消去されます。 

※連続して 6 分間受信しない場合、ロストラインが表示されます。また、信号を受信し
ない時間が10分を超えると表示が消えます。 

メニューから「8. その他」→「9. AIS,レーダー表示設定」→「1. AIS 表示設
定」を選択します。 
 
「1. AIS 表示」を設定します。 
OFF    ：他船を表示しません。 
1, 2, 5, 10：縮尺レンジが設定した数値より拡大された時に他船を表示しま

す。 

1 

AIS の表示レンジを設定するには
AIS 表示で設定した値がプロッターの左下に表示される縮尺レンジ(→34 ページ)よ
り拡大された時に他船を表示します。 

2 

メニューから「「8. その他」→「9. AIS,レーダー表示設定」→「1. AIS 表示
設定」→「2. AIS ﾀｰｹﾞｯﾄ色設定」を選択します。 
 
「1. 国籍別色設定」を選択し、色と国籍番号を設定します。(5カ国まで) 

1 

AIS ターゲット(他船)の表示色を設定するには
国籍ごとに他船の表示色を変更します。

2 

上記以外の国籍の色設定につきましては、「2.上記設定以外の国籍の色」を選択
し、設定します。 

3 

ÓÔ³ÕÖ×�·Ø�

ÙrÚ%Û¼Ü%

ÝÞ�Ü¶%�
ÝÞ�Ü¶%

»K·¼Ü%�



100 

 
 
Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

1. 航跡 � � �

� �
�äå¥æ� � çèè� �äå;é� '¥Qêë,�

� '��� ìí�î�,� � çï� �äå;� '¥Q,�

� B
�äåð� � ¥Qê�äå�� ð;½¾>_FG<=>Oðñ�

 mò_FGó�� '��� ìí�î�,� �

� �
�� ð� �
�ó�

 �

�
�ô�

¥Qõö�÷äå0cneyðø0ù� mwúûmw

^nü;½¾>_FGýe� �

çèè�é� � � � çï�� � � � �

� '��� ìí�î�,�

� �

� � f
�ýþ� � ýe�ð;� G'äåð;� ,�

� � ¬
�äåðC�é� � äåð�ö� G�

� ­
�äåpq� �
�ðvpq� �¾>O� ð�äåýe;pq>_FG�

� '������ ìí�î�, B
�ýþpq� ýe�äå;pq>_FG�

� � �
� °�vpq� äå;°�ø0pq>_FG�

�
Å°�äå;pq� � �

B
�°�äå;pq�

�
°�;�¾>epq�

� � ­
� ]��Øvpq� äå;ù]��Øv�¾>epqüvdú�	0Fú�;

½¾>_FG?
�@A���
v�¾G�

çèè�pq��� � � çï�pq�� � � �

� � �

� � �

� �
�¥æ������ � ¥æ��;ù/�üv�	�yù��üv�	�;�¾>_

FG?
�@A���
v�¾G�� '��� ìí�î�,� �

� �
�¥æ��½¾� �
�/�� ¥æ��;ù/�üv�	�����;½¾>_FG�

?
�@A���
v�¾G� � �
� � '�
����,�� '��� ìí�î�,� �

� � B
���� ¥æ��;ù��üv�	�����;½¾>_FG�
?
�@A���
v�¾G� � �

�
��ï����¡� � '�
���Bï����¡,�
� � �

� �
���äå½¾ �
�äå� m� !"y n� '��­ ìí�î�,�

� B
�äå
�� � çèè� � � çï� '��� ìí�î�,�

� � �
�¥æ[�M� �¾ð� �"#� �"µ� '��� ìí�î�,�

� � ­
�"#øäåð½¾� �
äåð#�[�M� $%� � #�&�
B
óy�
'y­
(y�
)y�
*y�
"y� ôy�

¬
#�&'�
ByB
�+',,,�
� � '��� ìí�î�,�

� � �
�"µøäåð½¾� �
äåð#�[�M� $%� � #�&�
B
óy�
'y­
(y�
)y�
*y�
"y� ôy�

¬
#�&'ByB�yB���'-.,,�
� � '��� ìí�î�,�

�
�¥æçèè/�äå� çèè� � � çï� � '��­ ìí�î�,� �

� f
���0�J� �
��0�J�r�s/3 �
0���0�J�/31� � 1�yBy� �y­9�

� '��� ìí�î�,� '��f ìí�î�,� B
/3�23� 1ðy°�yýþ9�

� � � �
/3Fúð� 1� ð� � ó9�

� � � ­
/3Fú°�½¾� �
�/345Fú®�

� � � � B
� � � � � 6� � � ¯�

� � � � �
� � � � � 6� � � °���

� � � � ­
�/37ÑFú®�

� � � � �
� � � � � 6� � � ¯�

� � � � �
� � � � � 6� � � °_v�

� � � �
D¥�23v/3� �

� � B
��0�J�r�spq �
pqFú��0�J� 1�yBy�y­9�

� � '��� ìí�î�,� B
pq�23� 1ðy°�yýþ9�

� � � �
pqFúð� � � � 1� ð� � ó9�

� � � � �

プロッターメニューの一覧と設定の意味



101 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

� � � ­
pqFú°�½¾� �
�pq45Fú®�

� � � � B
� � � � � 6� � � ¯�

� � � � �
� � � � � 6� � � °���

� � � � ­
�pq7ÑFú®�

� � � � �
� � � � � 6� � � ¯�

� � � � �
� � � � � 6� � � °_v�

� � � �
D¥�23vpq� �

� � �
��0�J�r�s��

� ûé� �

�
��0�J � �� � 1é� y� 9�

� � B
� � � � 6� � B� � 6� � 1é� y� 9�

� � '��� ìí�î�,� �
� � � � 6� � �� � 6� � 1é� y� 9�

� � � ­
� � � � 6� � ­� � 6� � 1é� y� 9�

2. 目的地 � � �

� �
�S8z9a� � S8zä:�½¾/yS8z¹º;�Ö>e;<�S

8z;9=a>yS8z0�¾>_FG�� '��� ìí�î�,� �

� B
�S8z>?� � S8zä:;>?>_FG�

?S8z9a@A�@?`p@A��ÊABG�� '��� ìí�î�,� �

� �
�S8zpq� �
�ðvpq� �¾>O� ð�S8zýe;pq>_FG�

� '���C�B ìí�î�,� B
�Dvpq� �¾>ODE�S8z���ýe;pq>_FG�

� � �
�ýþpq� ýe�S8z���;pqG�

� � ­
� ]��Øvpq� S8z���;ù]��Øv�¾>epqüvdú�	0

Fú�;½¾>_FG?
�@A���
v�¾G�

çèè�pq��� � � çF�pq�� � � � �
� � �

� ­
�¥æð� �
�S8z¥æð� S8z���;¥�Fú�d0ÇYFúð;½¾>_

FG?
�@A��D©v�¾G� �

)� � 'Gð��<=_O�äåð0�Hwú,�
� � �

� �
�� ð� �
�ó�

 �

�
�ô�

¥Qõö�S8z���0cneyðø0ù� mwú

ûmw^nü;½¾>_FG?
�@A���
v�¾G

ýe� � � � çèè�é� � � � çï�� � � � � �
� '��� ìí�î�,�

� �

� � f
�ýþ� � ýe�ð;� G�

� � ¬
�� >^n� ýe�ð;é� G�

� �
�D�#I�
'��� ìí�î�,�

�
�S8z¥æDE� S8z���;ø�S8z���0#I>_FG 
�

� �
�56¸JK� � ¥�õöS8z�����LMN;56� mwyO

P;#I>_FG#IRS����¹º� ���DE� �

��ð� Qo� Ro� ¶Z%·'ST,�
� '���C�­ ìí�î�,� �

� � �

� f
� ���½¾� �
�S8z�3z{�78 çèè� � � çï� � '�¬­ ìí�î�,�

� � B
��3z{ B78��� '�¬� ìí�î�,�

� � �
�S8z9a¥æ� UV;�òW>O/0S8zä:;>?Fú�X.F
ú�;½¾>_FG�
çèè� �5oUV;Yú�S8zä:ñ>?mò_FG�
çï� �UV;�òW>eZS8zä:ñX.mò_FG�

� � ­
�S8z¶Z%·� çèè� � � çï� '��� ìí�î�,�

� ¬
���0�J �
��0�J�r�s/3 �
0���0�J�/31� 1�yBy�y­9�

� '��� ìí�î�,� '��f ìí�î�,� B
/3�23� 1ðyDy°�yýþ9�

� �
/3Fúð� 1� ð� ó9�

� ­
/3FúD� 1f c� 9�

� �
/3Fú°�½¾� �
�/345Fú®�

� � B
� � � � � 6� � � ¯�

� � � � �
� � � � � 6� � � °���

� � � � ­
�/37ÑFú®�

� � � � �
� � � � � 6� � � ¯�

� � � � �
� � � � � 6� � � °_v�

� � � �
D¥�23v/3� �

� � � � �



102 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

� � B
��0�J�r�spq �
pqFú��0�J� � � 1�yBy�y­9�

� � '��� ìí�î�,� B
pq�23� 1ðyDy°�yýþ9�

� � � �
pqFúð� 1� ð� ó9�

� � � ­
pqFúD� 1f c� 9�

� � � �
pqFú°�½¾� �
�pq45Fú®�

� � � � B
� � � � � 6� � � ¯�

� � � � �
� � � � � 6� � � °���

� � � � ­
�pq7ÑFú®�

� � � � �
� � � � � 6� � � ¯�

� � � � �
� � � � � 6� � � °_v�

� � � �
D¥�23vpq� �

� � �
��0�J�r�s��
� ûé� �

�
��0�J � �� � 1é� y� 9�

� � B
� � � � 6� � B� � 6� � 1é� y� 9�

� � '��� ìí�î�,� �
� � � � 6� � �� � 6� � 1é� y� 9�

� � � ­
� � � � 6� � ­� � 6� � 1é� y� 9�

� � � � �

3. イベントマーク � � �

'�­B ìí�î�,� �
�pq� �
�ðvpq� �¾>O� ð�Ü×%·���ýe;pq>_FG�

� '�­­C­� ìí�î�,� B
�Dvpq� �¾>ODE�Ü×%·���ýe;pq>_FG�

� � �
�ýþpq� ýe�Ü×%·���;pq>_FG�

� � ­
� ]��Øvpq� Ü×%·���;ù]��Øv�¾>epqüvdú�	0

Fú�;½¾>_FG?
�@A���
v�¾G�

çèè�pq��� � � çF�pq�� � � �

� � �

� � �

� B
�¥æð� �
�¥æð� Ü×%·���;¥�Fú�d0ÇYFúð;½¾>_

FG� äåð�� � �

� �
�� ð� �
�ó�

 �

�
�ô�

¥Qõö�Ü×%·���0cneyðø0ù� mw

ú³mw^nü;½¾>_FG?
�@A���
v�¾G�

ýe� � � çèè�é� � � çï�� � � �

� '�­B ìí�î�,�

� �

� � f
�ýþ� � ýe�ð;� G�

� � ¬
�� >^n� ýe�ð;é� G�

� ­
�D�#I� �
�¥æDE� Ü×%·����DE'¬ ��,;½¾>_FG�

（ ） � '�­B ìí�î�,� �

� �
�56¸JK� � ¥�õöÜ×%·�����LMN;56� mwyO

P;#I>_FG�

#IRS����¹º� ���DE� ���ð� �

Qo� Ro� ¶Z%·'ST,�

� '�­�C­� ìí�î�,� �

� � �

� � �

 �
� ����½¾� �
� ¶Z%·� � çèè� � � çï� '�­B ìí�î�,�

 � B
� ¼Ü%����[�� � y� � y� � �

 ��
��0�J� �
��0�J�r�s/3� �
0���0�J�/31� 1�yBy�y­9�

 '��� ìí�î�,� '��f ìí�î�,� B
/3�23� 1ðyDy°�yýþ9�

 � � �
/3Fúð� 1� ð� ó9�

 � � ­
/3FúD� 1¬ c� \9�

 � � �
/3Fú°�½¾� �
�/345Fú®�

 � � � B
� � � � � 6� � � ¯�

 � � � �
� � � � � 6� � � °���

 � � � ­
�/37ÑFú®�

 � � � �
� � � � � 6� � � ¯�

 � � � �
� � � � � 6� � � °_v�

 � � �
D¥�23v/3� �

 � � � �

 � � � �



103 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

 � B
��0�J�r�spq� �
pqFú��0�J� � � 1�yBy�y­9�

 � '��� ìí�î�,� B
pq�23� 1ðyDy°�yýþ9�

 � � �
pqFúð� 1� ð� ó9�

 � � ­
pqFúD� 1¬ c� \9�

 � � �
pqFú°�½¾� �
�pq45Fú®�

 � � � B
� � � � � 6� � � ¯�

 � � � �
� � � � � 6� � � °���

 � � � ­
�pq7ÑFú®�

 � � � �
� � � � � 6� � � ¯�

 � � � �
� � � � � 6� � � °_v�

 � � �
D¥�23vpq� �

 � �
��0�J�r�s��
� ûé� �

�
��0�J � �� � 1é� y� 9�

 � B
� � � � 6� � B� � 6� � 1é� y� 9�

 � '��� ìí�î�,� �
� � � � 6� � �� � 6� � 1é� y� 9�

 � � ­
� � � � 6� � ­� � 6� � 1é� y� 9�

 � � � �

4. ルート � � �

� �
�Ø�·9a� � Ø�·ä:�½¾/yØ�·¹º;�Ö>e]ÎFúØ

�·;9=a>yØ�·0�¾>_FG�� '��� ìí�î�,� �

� B
�Ø�·>?� � Ø�·ä:;>?>_FG�

� �
�Ø�·pq� �
�ýpq� PQõö�ýe�Ø�·;pq>_FG�

� '��­ ìí�î�,� B
�<=¹ºvpq� Ø�·¹º;�¾>eyØ�·;^ø0pq>_FG�

� ­
�Ø�·�Ö� '��­ ìí�î�,� Ø�·ä:vÇYFúØ�·;PQ>_FG�

� �
�S8z;� '��� ìí�î�,� Ø�·ä:/�"_¨'#Ó¨,; � c`a_FG�

�`aú�

� �
�S8z;bF� '��� ìí�î�,� Ø�·ä:/�"_¨'#Ó¨,; � cb>_FG�

�� � �

5. アラーム � � �

� �
�cdû�e� �
� �¼�f½¾� cdû�e�¼�fAB�ÇYû�ÇY;�¾>_

FG�

çèè� �cdû�e�Z�ÇY�

cd�cd�¼�fÇY�

�e��e�¼�fÇY�

� �¼�f�

� '��¬Cf� ìí�î�,� �

� � �

� � B
���½¾� �¼�f�gh$%'i�Wj,;�¾>_FG�

'cdû�ek",�
��ï����¡� � '�
���¬
¬¬ï����¡,�� � �

� B
� ¶�Klò� �
� �¼�f½¾� ¶�Klò�¼�fAB�ÇYû�ÇY;�¾>_

FG�

çèè��ÇY� � � çï�ÇY�

� �¼�f�

� '�f� ìí�î�,� B
� ¶�Km½¾� �¼�f�ghm;�¾>_FG�

�
��ï����¡� � '�
���¬
¬¬ï����¡,�� � �

� �
�"#�¼�f� �
� �¼�f½¾� çèè� � $%O� � $%��

B c�"#�$%Oy$%�v�¼�f;n�>_FG�� '���¬ ìí�î�,� �

� � B
�#o½¾�� B�
�+',,� � '�
��­�+'¬¬
¬,,,�

� � �
�#o½¾ B� B�
�+',,� � '�
��­�+'¬¬
¬,,,�

� ­
�oÚp*à�

�¼�f

�
� �¼�f½¾� çèè� � ¦� � q� � � �

� '���¬ ìí�î�,� 'rs~����yrs~�����ö,�

� �
�"µ�¼�f� �
� �¼�f½¾� çèè� � $%O� � $%��
B c�"µ�$%Oy$%�v�¼�f;n�>_FG�
'rs~����yrs~�����ö,�

� '��B� ìí�î�,� �

� � B
�µo½¾�� ���� � '�������'-.,,�

� � �
�µo½¾ B� ������ � '�������'-.,,�

� � � �



104 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

� �
/t�¼�f� �
� �¼�f½¾� �¼�fAB�ÇYû�ÇY;½¾>_FGçèè� � çï�

� '�¬� ìí�î�,� B
�/� /;½¾>_FG������/,�

� � �
��� �;½¾>_FG�����¬ �,�

� � � �

6. 表示設定 � � �

� �
�z{� �
�uv[� �
�wx>� yz�u�z{;��J|FkFúOa0yyz;wJ

x>_FG� çèè�wJc}m^n� � çï�wJxF� � � �� � ½¾� �

� � �
�yzð� yzð�yz;wJc}F/�ð;�¾>_FG�
(� � 'ý �� ð��<=,�

� � ~
�uv[ð� uv[ð�uv[�ð;�¾>_FG�
'� � 'ý �� ð��<=,�

� B
�u�ð� �
����� C©� ô� � 'ý � ð��<=,�

� � B
������ C©� �� � 'ý � ð��<=,�

� � �
������ CD� ��� � 'ý � ð��<=,�

� �
�bµ[� �
�bµ[� � Fúbµ[���;#I>_FG�
�^a� � �a� � ýþ� � �U�� '��� ìí�î�,� �

� � B
�bµ[� �U½¾� bµ[�½¾;� GÇYFúbµ[;<=>yðy[�Z
½¾>_FG'�
bµ[v��U¢;<=/�öy½¾�B,�

� � �
�� �%h� ?�q@A�^0vy��v½¾>O�%h�JZ�qmw
O/ybµ[;� >_FG�
'çèèy�ï�'��,CD�qv� yBï�'��,CD�q
v� y�ï�'��,CD�qv� y��ï�'��,CD�
qv� y��ï�'��,CD�qv� y��ï�'��,CD
�qv� ,�

� � �

� ­
�a�� � �a��ð;½¾>_FG� �

�('çèèy[� yý �ð�J<=,�

� �
������ �� �
�zS� zS� ��Jy�^>yçèè�� >^n�

� '��� ìí�î�,� B
���¸��� ��¸��� �y��� ByäÔ� �y�Ý� By��[� By

���� B��� ûé� ;½¾>_FG�

'çèèy�yBy�y��y��ï�'��,,�

?�q@A�^0vy��v½¾>O�%h�JZ�qmw

O/y÷� �;� >_FG�

� � �
����

� � ­
�äÔ�

� � �
��Ý�

� � �
���[�

� � �
�����

� � f
�z{� ����� *%)Ø� � ���

� � ¬
� ���� �
��"��� ��� 'çèèy�yBy�y��y��ï�'��,,� �

� � � B
�� ]Ü\[� ��� ?�q@A�^0vy��v½¾

>O�%h�JZ�qmwO/y

� >_FG�

�

� �
���[� ��� �

� ­
����y¾� � �� �

� �
� ���¡¢[� �� �

� �
� £�Kû� �
£�K�p)y¶�K�p) £�K�p)�78D�¤Dñ�¥¢0^J_FG�

¶�K�p)�78D�¤Dñ�`�
�¢0^J_FG�� ¶�K�p)�

� '��� ìí�î�,� B
�3¶�K�p)� ¶�K�p);�3v�	�0	�½¾>_FG�

çèè�¦3� � çï��3� �� � �

� �
�QoRo[� � Qo¸Ro[�� ûé� yð;�¾>_FG�

�"�é� � � � ð�� ð;<=� 'ý f ð�J<=,�� '��¬ ìí�î�,� �

� f
�z{� �
� $%s\%Û� çèè� �ä�êy� ê�z{ñK�»�Øwl0�Ý
ñ/3>_FG�Ýñ78§_v/3Fú�yz
{ñYJ¨HJ_FG�

çï� �ä�êy©0�Ýª�ñ78ê«0^ú�	0z
{ñK�»�Ø>_FG�

� K�»�Ø '��� ìí�î�,�

� � �

� � B
�/3
�� ?
�@A�vz{;K�»�Ømwú/�K�»�Ø

�;½¾>_FG��¬� � �­®�� � �

� � �
� o»%·¯ÜM� `�
��z{;°k� mw_FG�
çèè�±ÇY� � � çï�ÇY�� � '�¬f ìí�î�,�

� ¬
�z{ B 78� � � z{� � �78� yB 78� �½¾;>_FG�
çèè� �z{� ñ �780^J_FG�
�
��
�²v B 78� mò_FG�
D©�D©�²v B 78� mò_FG�

� '�B� ìí�î�,� �

� � �

� � � �



105 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

� �
�z{�\�<=� �
�3z{�\�<= ¦3� � �3�

� '�B­ ìí�î�,� B
z{�\�<=� ?
�@A���
v�U��\�0z{;YJ¨³_
FG�� � �

� B
�ª�� �
�QoRoC� � �Ýª��� 
:;yùQoRoü_O�ù»¼%�/
�´ü0½¾>_FG�� � ½¾ »¼% ��

'�f­ ìí�î�,B
� »¼% �½¾� �
� ¿À�%� »¼% � ¿À�%;½¾>_FG� � �¬���

� � B
�ÁÂ �� »¼% ��ÁÂ;½¾>_FG� � µ�B��

� � �
�ÁÂ B� »¼% ��ÁÂ;½¾>_FG� � ¶��f�

� � ­
�ÁÂ � ÃÄ� »¼%��ÁÂ�ÃÄÍ;½¾>_FG���
���

� � �
�ÁÂ B ÃÄ� »¼%��ÁÂ�ÃÄÍ;½¾>_FG���
���

� �
��Ý� �
��Ý���� � �Ý������;�¾>_FG    �

� � ½¾B
��Ý×�·Ø� � �ÝÓÔ�� ûé� ;�¾>_FG�

çèè�é� � ·�·n[v� � ¸�¸n[v� �� '�f� ìí�î�,� �

� �
�S8z¼Ü%� � Ø�·ä:êyä�ê��Ý�S8z;¹xlW[�
��;�>_FG� � çèè�é� � � � çï�� �

� � �

� ­
� ¶�K¼Ü%� � S8zä:;½¾>O/0nO�Ý�ª��yS8z
;¹xlW[���;�>_FG�
çèè�é� � � � çï�� �

� � �

� �
� ��]�<=� � � mwú��]����;<=>_FG�
�������]�;� >_FG�
/��/���]�;� >_FG�

� �
�����]�� � �Ý;êº�Fú½¾$%'i,vFG»j;�¾>_
FG?
�@A���
v�¾G�
½¾$%��'� ^>,�¬¬
¬¬ï����¡� � � �
��ï����¡�

� � �

� ��/���]�� � �Ý;êº�>Oi_v�/�;�>_FG�

i�qdm;�¾>_FG� ¦� � ê� � q� � �

!¬¬¬ �CD�� vd_wxG�

� f
�� ð½¾� �
��Ý���ð� �Ý����ð;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�

*� 'ý � ð�J<=,�

� � B
�S8z¼Ü%ð� S8z¼Ü%�ð;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�

)� 'ý � ð�J<=,�

� � �
�¶�K¼Ü%ð� ¶�K¼Ü%�ð;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�

ó� 'ý � ð�J<=,�

� � ­
�����]�ð� ����]��ð;�¾>_FG?
�@A���
v�

¾G"ð� 'ý � ð�J<=,�

� ¬
� ¶%¼K� �
½¾�

�
� ½¾¿íÀ
ª[� � 
ª[;aF23;½¾>_FG�
çèèy� ©0� y� ��Á C©y� ��Á C©y� ���Á C©�

� '�f� ìí�î�,� B
� ½¾¿íÀ
ª[¸m� 
ª[�¸m;<=>_FG� ·� � ¸�

� � �
�
ªÂÃ� � 
ªÂÃ�� ;ÓÔ�ÝÄ
�0½¾>_FG�
ÅÆ�¸¸¸ÓÔ
ª;� >_FG�
¶%¼K¸¸¸ÝÄ
�;� >_FG�

� � ­
�r}�Byr}�� ÃÄ� ÙrÚ%Û$%&�`ÇÈÉÊijG�

� ­
� ]��Ø �
� ]��Ø��� � ]��Ø���;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G@��Ë�

� � ½¾B
� ]��Øð� � ]��Ø�ð;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�
'� 'ý � ð�J<=,�

� � �
� ]��Ø¼Ü%� � ]��Ø¼Ü%�� ûé� ;�¾>_FG?
�@A

���
v�¾G� çèè�é� � � � çï�� �� � '��B ìí�î�,� �

� �
�ÂÃ� �
�ª�� Ìo� � RQoMN�� Ìo;�¾>_FG�

�³���� ��³��� Ìo_v� �

�³����� ��³���� Ìo_v� �

� � ½¾� �

� � �

� B
�ÝÕ� Ìo� � ÝÕMN�� Ìo;�¾>_FG�

�³���³� Ìo_v� � �³����³�� Ìo_v� �� � �

� �
���� Ìo� � ��MN�Ìo;�¾>_FG�

�³���³� Ìo_v� � �³����³�� Ìo_v� �� � �

� � � �

� � � �



106 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

� ­
�
ª� Ìo� � 
ªMN�Ìo;�¾>_FG�

�³���³� Ìo_v� � �³����³�� Ìo_v� �� '�fB ìí�î�,� �

� �
��ÝÂÃ½¾� �
�QoRoqdm� QoRoyÝÕy
ªyÍª/��� ûé� yq
dmyð;�¾>_FG�
qyêy¦�ÂÃ�qdm;�¾� �
Íª/��êy����q� � çèè� �é� �
'�fB ìí�î�,�

� � B
�ÝÕqdm�

� � �
�
ªqdm�

� � ­
�Íª/�qdm�

� � �
�Íª/�
� � çèè� � � çï� '�f� ìí�î�,�

� � �
�QoRoð� ð� � ��¾>Oðv� � ýe*�Íª/��'¡�

� � �
�ÝÕð� � � 'ý � ð�J<=,�

� � f
�
ªð� �

� � ¬
�Íª/�ð� �

� �
� ]��Ø� �
�QoRoqdm� QoRoy��y
ªy/��� ûé� yqdmy

ð;�¾>_FG�

qyêy¦�ÂÃ�qdm;�¾� ýeê� � çèè� �é�

 �

� ÂÃ½¾B
���qdm�

� � �
�
ªqdm�

� � ­
�/�qdm�

� � �
�QoRoð� ð��¾>Oðv� � ýe'�

� � �
���ð� � � 'ý � ð�J<=,�

� � �
�
ªð� �

� � f
�/�ð� �

� �
�S8z� �
�QoRoqdm� QoRoy��y
ªy/��� ûé� yqdmy

ð;�¾>_FG�

qyêy¦�ÂÃ�qdm;�¾� ýeê� � çèè� �é�

 �

� ÂÃ½¾B
���qdm�

� � �
�
ªqdm�

� � ­
�/�qdm�

� � �
�/�� � �Î/�� � cd/t'�f� ìí�î�,�

� � �
�QoRoð� ð��¾>Oðv� � ýe)�

� � �
���ð� � � 'ý � ð�J<=,�

� � f
�
ªð� �

� � ¬
�/�ð� �

� �
�ðÏ� � � 78�ð�n;½¾>_FG�

Ð�U��U�� ð;½¾vd_FG�

ÐÑ¾��
� ½¾� �
z{� ½¾yÒ= ¬
� ÓÔ �


ð½¾;Zßà�� mwO��y�380Ð

�U0YJ¨HJ_FG�

ÕÑ¾��
� ½¾� �
z{� ½¾yÒ= ¬
�ÓÔ �


ð½¾;Zßà�� mwO��y�380Õ

�U0YJ¨HJ_FG�

Õ�U�Õ�� ð;�U0½¾vd_FG�

!\[¶%� çï A�;¸E>Fú��0�JÖ×k��

Zßà�;� mwú��Z�BvFG�

!ÕÑ¾yÕ�U;<=>O��y78;ØúÙo0

�JÚVñØ0kn��ñ�J_FG�

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� �
�ÛÜÜ%hÝ�s�� �
�ÛÜÜ%hÝ�s�� çèè�é� � � � çï�� �

� '�¬� ìí�î�,� B
�ÛÜÜ%hÝ�s��
Þ<=�

¦3� � �3� � �

� �
�ÛÜÞ� � çèè�é� � � � çï�� �

f
� �ß»Û/à� '�¬� ìí�î�,� çèè�é� � � � çï�� �

� ¬
�z{
ª� � '�¬­ ìí�î�,� çèè�é� � ¶%¼Ká� z{0� �

'rs~��B� � çèèyçï �ö,�

� � � �

� � � �

� � � �

� � � �



107 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

� �
�âã��à½¾� �
�� Y¨� çèè� � �� �� � �� �� � /��

� '�¬� ìí�î�,� B
��� � \$p·� �� � ; � 0>_FG�

� � �
��� � \$p·� �� � ; � 0>_FG�

� � ­
�/�� \$p·� /�; � 0>_FG�

� � �
���� äª� ï�� � |��

7. 情報画面表示 � � �

� � �
�åæEç;� '�f� ìí�î�,� ÅÆ� �åæEç;� >_FG�

� B
�ä:78;� � ä:78;� >_FG�

� �
�åæ$%è%K[ßs�� ÅÆ� åæA��I�òekú$%è%K;� >_FG�

� ­
�Iæ$%è%K[ßs�� ÅÆ� �A���þAé�aÖFú$%è%K;� >_

FG�

� �
�ÛÜÛ¼o'�f¬ ìí�î�,� ÛÜÛ¼o;� >_FG�

÷MN78�y]��Ø;�Hwyê�A�;EF��

0�Jy� 45mò_FG� 45´y`pA�;E

F��0�Jy� >?mò_FG�

� �
� Ü%¼ë� '�¬B ìí�î�,� çèè� � � sÜ) �� � � sÜ) B�

'rs~��B�yrs~��B� ��J_wx,�

� f
�u�ìíî� �
�ïk�u�ì� � ?ê�@A�;EF�� mò_FG�

� '�¬� ìí�î�,� B
�u�ìz�øíî� �
¥uð¸ñ¥� B
òñ� �
ñu� ­
¥y¸óæô�

�
ïõ� �
ö÷O¸øù� �
úû� f
üý¸þ��

� ¬
� ��î�¾�����	������ z{D���|��yyz^0;��80� Fú�
�ñvd_FGçèè�é� � � çï�� �
'rs~��B�yrs~��B� ��J_wx,�

� '�¬� ìí�î�,� �

8. その他 � � �

� �
�¼Ü%
{�
� ¼Ü%
{45� � ¼Ü%;
{>_FG?¼Ü%@A�0ÊËG�

'��� ìí�î�,B
� ¼Ü%
{ð� � äåð� _O�ý �ð��<=�

� � � ¼Ü%�ð;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�

� �
� ¼Ü%� � � ¼Ü%�� ûé� ;�¾>_FG�

çèè�é� � � � çï�� �� � �

� ­
� ¼Ü%pq� �
�ðvpq� �¾ð_O�ýe�¼Ü%;pq>_FG�

� '��BC�� ìí�î�,� B
� ]��Øvpq� ¼Ü%;ù]��Øv�¾>epqüvdú�	0Fú�;

½¾>_FG?
�@A���
v�¾G�

çèè�pq��� � � çï�pq�� � � �

� � �

� � �

� �
� ��¾�Ö����� '��B ìí�î�,� ]��Ø� � §Í�Ö�

� B
� Z[\� �
� Z[\�]�M���� Z[\�]�M;���>_FG�

� ]�M

� B
����]�M�WX'��¬ ìí�î�,� ���½¾MN;Z[\�]�M0�p��p)>_FG�

� �
� ]�M������'�­� ìí�î�,� Z[\�]�M0�p��p)>O½¾MN;��0

b>_FG�

� ­
� ��0�J;]�M�WX'�­� ìí�î�,� ��0�J�r�s;z{]�M|Z[\�]�M0W

X>_FG�

� �
� ]�M����0�J;��'�­� ìí�î�, z{]�M|Z[\�]�M����0�J�r�s;�

�ö_FG�

� ��¡
� �3WXr�s��'��� ìí�î�,�

'z{]�M�/�ö,�

UV�
D�/y�p��p)>Or�s;�ö�ö_FG�

�
�r�s���

B
���0�J�

� �
�Y¨A� �
� A��AB� �%hY¨� �%h �y�%h B ;YJ¨³_FG'��� g�h,�

� � ����A�� ����A�;YJ¨³_FG'�B� g�h,�

� � �ÜZßà�� �ÜZßà�A�;YJ¨³_FG'�B� g�h,�

� ¼Ü%���� Ü×%·����;¼Ü%v¹=_FG�

� � 78WX� 78�WX;�n_FG'�B¬ ìí�î�,�

'rs~����yrs~����yrs~��B� �ö,�

� � � �



108 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

� B
� �%h � ½¾� � �%h � �� Í;½¾>_FG�
�
�ï����¡� '�
�������ï����¡¡�

� �
� �%h B ½¾� � �%h B �� Í;½¾>_FG�
�ï����¡� � '�
�������ï����¡¡�

� ­
�äªY¨�
���äª� � �ï�¢_O����¢;�¾>_FG��; ï� 0½¾Fú
�Õo� �Á���y�� 0½¾Fú� ��³� 0YJ¨HJ_
FG�

� B
�"#äª� � �+¢_O��¤è¢;�¾>_FG�

� �
�ÅÆ� ½¾ �
� Kf�h%Û� � Í¾Í0��cdñ�ËO�0yÍ¾Í;���>yäå^
0;���0� >_FG� � �� ê� �'©¥¾§;�ã,�
O�ÅÆ�yÅÆ�������¡�â�aã/�½¾�ê�
½¾Í;�kFú�y� 0Ýñ/3Fú�	^��
0yQoRo�� #�ñ!òú�	0^J_FG�

� � �

� � �

� � �

� B
�
ªKf�h%Û¾§� �� ¸� ¸� ¸��

� �
�ÝÕKf�h%Û¾§� �� ¸� ¸� ¸��

� ­
����� ½¾� � ���� ½¾;YJ¨³_FG�
çèè����� ½¾; çèè 0>_FG�

çï����� ½¾; çï 0>_FG�
� '�f� ìí�î�,� �

� � �

� �
�ÅÆ� åæA���� ÅÆ� ;\$p·mw_FG�

� �
� "�¶%½¾� �
�#$§� �3��3v"�¶%Â;Ô>e%&^"�¶%Â;'
(>_FGåæ#$§½¾;�3v�n_FG�

¦3�#$§;¦3v½¾>_FG�

� � B
�¦3/�#$§� ¦30>O/�#$§;�¾>_FG?
�@A���


v�¾GBff
�� 'Bf�
������r),�

� �
�ÅÆ� åæA� '�f� ìí�î�,� O��Íª;Fú�0O� ÅÆ� ;ÇY>_FG�
�þ�Íª;Fú�0�þÅÆ� ;ÇY>_FG�
�3�UV�D/0�3vO���þ�;*ë>_
FG�

� 'rs~��B� �ö,�

� �
�ÃÄ� �
�+z/�ÃÄ� � +z/�;ÃÄ>_FG?
�@A���
v�¾G�
,¬-��� '~�B-���,�B-��,� °��,¬-�� vFG�

� B
�ÅÆ� 
ª� �
�ÅÆ� 
ª� ÅÆ� 
ª;<=>_FG�

¤
ª¸.
ª� �� � �

� � B
�.
ª/´� .
ª;½¾>_FGD�RSñ�.
ª¢0½¾mò

enú/0ghvFG0�
­� 's�
����
�y0�
����
�,�� � �

� �
�z{ÃÄ� �
�z{ÃÄ� z{ÃÄ;Fúû>^n;½¾>_FG�
çèè�>^n� � � çï�Fú�

� � �

� � B
�QoÃÄ� Qo�ÃÄÍ;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�
�
����� '~�
¬¬¬�,�
¬¬¬,�

� � �
�RoÃÄ� Ro�ÃÄÍ;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�
�
����� '~�
¬¬¬�,�
¬¬¬,�

� � ­
�ÃÄÍ; � 0Fú� D¥ BC�� �ÃÄÍ; � 0>_FG�

� � �
� ]��Ø���;�
]��Ø�ª�;�Ý�ª�0/3mw_FG�

� � �Ýª�0/3

� ­
��Ýª�ÃÄ� �
��Ýª�ÃÄ� �Ýª��ÃÄ;Fúû>^n;½¾>_FG�

çèè�>^n� � � çï�Fú�� � �

� � B
�QoÃÄ� Qo�ÃÄÍ;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�
�
����� '~�
¬¬¬�,�
¬¬¬,�

� � �
�RoÃÄ� Ro�ÃÄÍ;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�
�
����� '~�
¬¬¬�,�
¬¬¬,�

� � ­
�ÃÄÍ; � 0Fú� D¥ BC�� �ÃÄÍ; � 0>_FG�

� � �
� �Ýª�;]��Ø�

��0/3�
�Ý���;]��Ø�ª�0/3mw_FG�

� �
�"#ÃÄ� '��B� ìí�î�,� "#� �ÃÄÍ;�¾>_FG?
�@A���

v�¾G'"#$%&��()*+%,�
�
�+',,'~�
��,�
�+',,,�

� � �

� �
�U1ÃÄ� '�B� ìí�î�,� U1�ÃÄÍ;�¾>_FG?
�@A���
v�¾G�
�
�2'~�
��,�
�3,�

� � � �



109 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

� �
��þ§4 �
�aÖ��½¾� � ï�s���f� aÖ�aÖ��;½¾>_FG�

� '�B� ìí�î�,� � �çèèy� 
yB 
y­ 
¡� � � � � �

� � � � �
�ÅÅ��� 
¡�

� � � � B
�Å44�çèè¡�

� � � � �
�35Å�� 
¡�

� � � � ­
�6���� 
¡�

� � � � �
��Æ��� 
¡�

� � � � �
�75s�� 
¡�

� � � � �
��ç}
�0��çèè¡�

� � � � f
�r}Å
r}5�� 
¡�

� � � � ¬
��50'çèè,�

� � � � �
�}�5'çèè,�

� � B
�aÖ§4� � ï�s���f� aÖ�§4;½¾>_FG�

� � � � ï�s���öaÖ� � ï�s�B�öaÖ� � 8
��aÖ

� � � � ÅÆ� ñ±-.�§4���

� �
��þ§4 ��ï�s��¡� 9:�� ­f��C�¬����C��f­���

� ­
��þ§4 B�ï�s�B¡� 9:�� ­f��C�¬����C��f­���

� �
�ÅÆ� §4� 9:�� ­f��C�¬����C��f­���

� f
����� �
�Zßà����� '�B¬ ìí�î�,� Zßà�v½¾>OOP;ýe���>_FG�

� B
�ÃÄÍ����� '�B¬ ìí�î�,� ÷�ÃÄÍ;���>_FG�

� �
�¥ær�s�� '�B¬ ìí�î�,� Ü×%·���|S8z���^0y¥æmwOOP;

ýe���>_FG�� ����

� ­
�ýe����� '�B¬ ìí�î�,� D¥ ����ýe;���>yâ�aã/½¾0b>_FG

���;ê�´y78�� 0ÁnyUV;;<�>_FG�

� �
� r[78�

'�BB ìí�î�,�

� ÅÆ� r[78ûÓÔr[78�� ûé� �½¾
vFG�
çèè�é� �
�ÝÑ¾��Ýª�ñÑ¾mòOr[78ñ� mò_

FG�
�Ý/3��Ýª�ñ/3Fúr[78ñ� mò_

FG�
=®�ö��Ýñ=®l«Fúr[78ñ� mò_

FG�
5¾
���Ýª�ñ5¾
�0` r[78ñ� m

ò_FG�

� �
�78>?Y¨� � ���`�
�0�Hwey78�� 
�;½¾

>_FG� � ?� � ?@� � >@� � >�� '�B� ìí�î�,� �

� �
�¡¢Zßà�� �
���¨A� ���¨A;½¾>_FG� çï�

� � B
�zS� � z{D0� mòúzS�� Bo;½¾>_FG�

�¬� � � �n�

� � �
�Æ4 /�ÓÔA�� 78� ñ)»ps�78�/y\[¶%�ÓÔA�;

)»ps�A�0²JÎe_FG�

Ch� � � Æ4 A�ÇY�

� � '�ff ìí�î�,�

� � �

� f
¡¢Zßà�B�

�

�
� ¶%·¼K·½¾�

'�ff ìí�î�,�

ÓÔ78�¶%·¼K·;ÏD>_FGØEn½¾0Ï

D>eklmnG� ��

� � B
�u�ì� �%h� u�ì���;0��%h��� Fú�;½¾>_

FG�

çèè� � �
�� � �� � B� � � �� � � ���

� � '�¬� ìí�î�,�

� � �
� Zßà�FGð�

'�BB ìí�î�,�

H� � *�

�� �

� � ­
� »¼%� /0�

QoRoZ� �

çèè� � çï�

� � � �

� � � �



110 

Zßà�RS� � � ½¾�Uá� � � � � !� � �â�aã/�½¾�

� � �
� ����/�½¾� �
� ����¯� � ¬ ¯� '���B ¯¡�

� � B
� ����/� � �� /'��B� /¡�

� � �
� ������ � B� �'���¬ �,�

� ¬
� �I�C��J

�� ½¾

�
��I� � ½¾�

'�¬¬ ìí�î�,�

�
��I� � � çèè�C���C�B�C���C���� � ï����¡� ��v½¾>OÍCDz
{;�qmwO/0 �I� s�Kp·;� >_FG�

� � � B
��I� ��L�	�ð½¾� �
�ùMøð½¾ ��ð �1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � � � B�ð � �ùM¹º� 1­��95NOPNÁ� �

� � � � � ��ð B1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � � � ­�ð B �ùM¹º� 1­��9QN:NÁ� � �

� � � � � ��ð �1�ó�'�(�)�*�"�ô9�

� � � � � ��ð � �ùM¹º� 1­�B9QN:NÁ� � �

� � � � � ��ð ­1�ó�'�(�)�*�"�ô9� �

� � � � � f�ð ­ �ùM¹º� 1­�B9��OÁN�

� � � � � ¬�ð �1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � � � ��ð � �ùM¹º� 1­��9��OÁN�

� � � � B
�D¥½¾C��

ùM�ð�
1ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � B
� ��J�� �

½¾�

'��f ìí�î�,�

�
�Ý���� � �
�

�Ý����� ³é� ;½¾>_FG�

çèè�� >^n� � � çï�� Fú�

� B
�Ýäå� �
�

çèè��Ýäå;é� '¥Qêë,�

çï��Ýäå;� '¥Q,�

� � �
¥æ����� �
�

¥æ�����;½¾>_FG�

1/�R��9�

� � ­
¥æ��'/�,�
�

�Ýäå�¥QFú��;½¾>_FG�

	� 
y�
y�
y��
y~�
y����

� � �
¥æ��'��,�
�

�Ýäå�¥QFú��;½¾>_FG�

1�
��R�
�BR�
��R�
�R�
BR�
�R�RBï�'��,9�

� � �
�Ýäåð½¾� �Ýäå�ð;½¾>_FG�

� � � �
�Ý � �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � B
�Ý B �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � �
�Ý � �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � ­
�Ý ­ �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � �
�Ý � �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � �
�Ý � �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � �
�Ý � �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � f
�Ý f �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � ¬
�Ý ¬ �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � � �
�Ý � �ð1�ó�'�(�)�*�"�ô� 9�

� � �
��J��%hi� ��J��%hi�� �ð;½¾>_FG�

'� 1çèèy� � ð9�

� � f
�%hS3� ��J��� �%h�)»ps��� �%h;�H

w_FG�

1çèèy°�y�¬yTU9�

� � � �

� � � �

 
 



111 

魚探の操作 
（HE-730S、HE-151Sのみ） 
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魚探画面例（魚探画面のみを表示した場合） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

魚探画面の見方 

※1 周波数表示について 
・2周波併画の場合は、低・高または高・低（低：低周波 高：高周波）と表示
の設定を切り替えることができます。（『表示する周波数の切り替え』（→
121ページ）を参照） 

・1周波のモデルには2周波の機能はありません。 
・使用している周波数が表示されます。また、低・低または高・高と表示を切り
替えることができます。 

 
※2 水温表示について 

水温センサー（オプション）を本体に接続すると表示されます。 
 
※3 SBASマーク 

SBAS補正信号を受信しているとSと表示。 
 
※4 感度数値について 

魚探の感度モードを「高感度」（→130 ページ）に設定すると、感度数値の表
示が「15」→「H15」に変わります。 

 

深度（レンジ） 

高周波画像 

魚群 周波数※1 SBASマーク※3 

感度バー

海底

低周波画像

自船位置
緯度

経度

電圧 水温※2 水深 水深単位

第2反射

感度数値※4
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深度（表示範囲）を設定するには

【深度（表示範囲）を浅くするには】 
深度の キーを押すごとに、表示範囲が浅くな
ります。 
 
【深度（表示範囲）を深くするには】 
深度の キーを押すごとに、表示範囲が深くな
ります。 

1 

深度（表示範囲）
【深度（表示範囲）について】 
海面からどのくらいの深さまでを画面に表示するか、その深度（表示範囲）を設定し
ます。周波数により設定できる範囲は異なります。 

深度キー 

《リモコンの場合》（オプション）
【深度（表示範囲）を浅くするには】 
深度〔浅〕キーを押すごとに、表示範囲が浅く
なります。 
 
【深度（表示範囲）を深くするには】 
深度〔深〕キーを押すごとに、表示範囲が深く
なります。 

1 

※深度（表示範囲）が深い設定で、
浅場を探知しようとすると深度計
が正常に動作しなくなる場合があ
ります。 

※仕様により設定できる最大深度（表示範囲）
は異なります。 

※水深表示範囲は必ずしも測深能力を意味し
ているものではありません。 
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感度を調節するには 

1 

1周波表示画面のとき 
1周波表示画面の操作です。
※〔感度1〕キーでも、〔感度2〕キーでも、感度を変更できます。 
※1周波表示、2周波表示はメニューで選択します。（→121ページ） 
※工場出荷時は2周波表示画面になっています。 

【感度について】
海底や魚群を判別しやすくするために、受信機の感度を調
節します。（0～40：41 段階のバー表示）また、感度バ
ーの下に設定値を0から40の数値で表示します。 
判別するのに最適な感度は、海底の第2反射がうつり、海底が
赤く表示されるくらいの設定です。 
 
【第2反射について】 
海底に反射した音波で最初に受信したものを第 1 反射と
いい、それが海面で反射され再び海底で反射され受信した
ものを第 2 反射といいます。通常は海底の画像（第 1 反
射）の倍の深さのところに表示されます。 

【感度を低くするには】 
感度 1 または感度 2の キーを押すごとに、感度
表示のバーが短くなり、感度が低くなります。 
 
【感度を高くするには】 
感度 1または感度2の キーを押すごとに、感度
表示のバーが長くなり、感度が高くなります。 

感度1キー 感度2キー 

全画面感度調整 
デジタル魚探では画面上（過去の記録）の感度の変更ができるようになりました。 
この機能が搭載されたことで画面全体（過去の記録）を見ながら感度調整ができるため、
鮮明な画像を簡単にマニュアル（手動）でセッティングできます。 
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感度 2キーで左画面の感度を調節します。 
【感度を低くするには】 
感度 2の キーを押すごとに、感度表示のバーが短
くなり、感度が低くなります。 
【感度を高くするには】 
感度 2 の キーを押すごとに、感度表示のバーが
長くなり、感度が高くなります。 
 
感度 1キーで右画面の感度を調節します。 
【感度を低くするには】 
感度 1の キーを押すごと、に感度表示のバーが短
くなり、感度が低くなります。 
【感度を高くするには】 
感度 1 の キーを押すごとに、感度表示のバーが
長くなり、感度が高くなります。 

1 

2周波表示画面のとき 

2 

2周波表示の場合、感度1が右画面、感度2が左画面の感度キーになります。 
※単周波数モデルには2周波の機能はありません。 

《リモコンの場合》（オプション）
感度2キーで左画面の感度を調節します。 
【感度を低くするには】 
感度 2〔低〕キーを押すごとに、感度表示のバーが
短くなり、感度が低くなります。 
【感度を高くするには】 
感度 2〔高〕キーを押すごとに、感度表示のバーが
長くなり、感度が高くなります。 
 
感度 1キーで右画面の感度を調節します。 
【感度を低くするには】 
感度 1〔低〕キーを押すごとに、感度表示のバーが
短くなり、感度が低くなります。 
【感度を高くするには】 
感度 1〔高〕キーを押すごとに、感度表示のバーが
長くなり、感度が高くなります。 
※深度レンジを変更しても、魚探自動設定（自動深
度→123ページ）がONになっていると深度が自
動で切り替わります。 

1 

2 

感度1キー 感度2キー 

《リモコンの場合》（オプション）
【感度を低くするには】 
感度1〔低〕または感度2〔低〕キーを押すごとに、
感度表示のバーが短くなり、感度が低くなります。 
 
【感度を高くするには】 
感度1〔高〕または感度2〔高〕キーを押すごとに、
感度表示のバーが長くなり、感度が高くなります。 
※深度レンジを変更しても、魚探自動設定（自動深度
→123ページ）がONになっていると深度が自動
で切り替わります。 

1 
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シフト（表示範囲移動）するには

シフト（表示範囲移動） 

1 【浅い方へシフト（表示画面移動）するには】 
シフトの キーを押すごとに、浅くなります。 
 
【深い方へシフト（表示画面移動）するには】 
シフトの キーを押すごとに、深くなります。 

《リモコンの場合》（オプション）
【浅い方へシフト（表示画面移動）するには】 
シフト〔浅〕キーを押すごとに、浅くなります。
 
【深い方へシフト（表示画面移動）するには】 
シフト〔深〕キーを押すごとに、深くなります。

1 

シフトキー 

※オートレンジ（→123ページ）が動作している時は、シフトができません。 

【シフト（表示範囲移動）について】 
設定されている深度（表示範囲）の表示開始位置をずらすことができます。たとえば
深度（表示範囲）が0～8mのとき、4mシフトすると表示開始位置が4m移動する
ので、深度（表示範囲）は4～12mとなります。 
また、見たい画像が小さい場合でもシフト（表示範囲移動）を使えば、深度（表示範
囲）を浅く設定することによって、画像を拡大することにもなります。 

4mシフト 

表示範囲 表示範囲が4ｍ移動します。 

4mシフト 

[シフト前] [シフト後] 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

拡大画面の表示と設定 

メニューから「9. 魚探」→「4. 拡大」→「1. 拡
大モード」を選択します。 
 
OFF、海底固定、自動拡大、手動拡大から選択
します。 
感度バーの上には、設定した拡大モードを示す
インジケーターが表示されます。 
 
OFF  ：拡大画面を取消し、通常の画面に戻

します 
海底固定 ：海底を一直線にして、海底から上を

拡大した画面 
自動拡大 ：海底を中心にして、上下に拡大した

画面 
手動拡大 ：任意の位置を中心にして、上下に拡

大した画面 
 〔拡大〕キーにより拡大位置を任意に

移動できます。 
 
表示範囲は“拡大倍率”によって変わります。 

1 

拡大モード

2 

【拡大画面について】
拡大画面を画面の左半分に表示します。 
2周波画面の場合は、右側に表示されている周波数の拡大画面を左画面に表示します。

メニューから「9. 魚探」→「4. 拡大」→「2. 拡
大倍率」を選びます。 
 
×2、×4、×8 から選びます。 

1 

拡大倍率

2 

【拡大率について】
拡大画面の拡大率は2倍／4倍／8倍に設定できます。 

拡大キー 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

拡大位置を移動するには

メニューから「9. 魚探」→「4. 拡大」→「1. 拡
大モード」を選択します。（→117, 138ページ）
 
「1. 拡大モード」を手動拡大に設定します。 
 
〔拡大〕キーで、拡大した場所を上下に移動し
ます。 
拡大の キーを押すごとに、海面に近づきます。
拡大の キーを押すごとに、海底に近づきます。

1 

拡大位置移動

2 

拡大した場所を、海面側／海底側に移動させて見ることができます。
 
※〔拡大〕キーは手動拡大モード以外では使用できません。 
※拡大倍率は2倍、4倍、8倍の中から選択します。（拡大倍率→117ページ） 
※工場出荷時は、手動拡大モード、拡大倍率は4倍になっています。 

3 

《リモコンの場合》（オプション）
メニューから「9. 魚探」→「4. 拡大」→「1. 拡
大モード」を選択します。（→117, 138ページ）
 
「1. 拡大モード」を手動拡大に設定します。 
 
〔拡大〕キーで、拡大した場所を上下に移動し
ます。 
拡大〔浅〕を押す毎に、海面に近づきます。 
拡大〔深〕を押す毎に、海底に近づきます。 
 
拡大表示を解除するには、「1. 拡大モード」を
OFFに設定します。（→117, 138ページ） 

拡大キー 

1 

2 
3 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 
※到着／離脱アラーム、コースずれアラームについては『プロッターの操作』（→79 ページ）を参照してくだ
さい。 

水温アラームの設定 

メニューから「5. アラーム」→「3. 水温アラ
ーム」→「1. アラーム設定」を選択します。 
 
「1. アラーム設定」を設定します。 
範囲内 ：2つの水温の範囲内にいる時にアラー

ムを鳴らします。 
範囲外 ：2つの水温の範囲外にいる時にアラー

ムを鳴らします。 
OFF  ：水温アラームを解除します。 
 
メニューから「5. アラーム」→「3. 水温アラ
ーム」→「2. 温度設定 1」、「3. 温度設定 2」
を設定します。 

1 

水温アラーム

2 

【水温アラームについて】
2つの水温（温度設定1、温度設定2）の範囲内、範囲外でアラームを鳴らします。
※水温アラームには水温センサー（オプション）が必要です。 

フィッシュアラームの設定

メニューから「5. アラーム」→「4. フィッシュ
アラーム」→「1. アラーム設定」を選択します。
 
「1. アラーム設定」を設定します。 
小 ：小さな魚群にも反応するように感度を高

くします。（大きな魚群にも反応） 
大 ：大きな魚群のみ反応します。 
OFF ：フィッシュアラームを解除します。 

1 

フィッシュアラーム

注意）フィッシュアラームは、魚以外の浮遊物にも反応することがあります。 
 

2 

【フィッシュアラームについて】 
魚群（魚影）を感知してアラームを鳴らします。 

3 

※水温が設定した温度に達すると、水温が 赤⇔白 で点滅し、アラームが鳴ります。
アラームが鳴っている状態で〔取消〕キーを押すと、アラームが鳴り止みます。 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

水深アラームの設定 

メニューから「5. アラーム」→「5. 水深アラ
ーム」→「1. アラーム設定」を選択します。 
 
「1. アラーム設定」を設定します。 
範囲内 ：2つの水深の範囲内にいる時、アラー

ムを鳴らします。 
範囲外 ：2つの水深の範囲外にいる時、アラー

ムを鳴らします。 
OFF  ：水深アラームを解除します。 
 
メニューから「5. アラーム」→「5. 水深アラ
ーム」→「2. 深度設定 1」、「3. 深度設定 2」
を設定します。 

1 

水深アラーム

2 

【水深アラームについて】
2つの水深（深度設定1、深度設定2）の範囲内、範囲外でアラームを鳴らします。

3 

※水深が設定した深度に達すると、水
深が 赤⇔白 で点滅し、アラーム
が鳴ります。 アラームが鳴ってい
る状態で〔取消〕キーを押すと、ア
ラームが鳴り止みます。 

水温補正の設定 

メニューから「8. その他」→「6. 補正」→「5. 
水温補正」→「1. 水温補正」を選択します。 
（→108ページ） 
 
「1. 水温補正」を設定します。 

1 

水温補正

2 

水温表示が実際の水温よりいつも一定値だけ異なる時は、水温の誤差を補正します。
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表示する周波数の切り替え 

メニューから「9. 魚探」→「1. 表示画面」を
選択します。 
 
「1. 表示画面」を設定します。 
低  ：画面全体に低周波画面を表示 
高  ：画面全体に高周波画面を表示 
低‐高 ：画面左半分に低周波画面、右半

分に高周波画面を表示 
高‐低 ：画面左半分に高周波画面、右半

分に低周波画面を表示 
 
低‐低 ：低周波画面を左右に分割して表示
高‐高 ：高周波画面を左右に分割して表示

1 

表示切り替え

2 

下記のような2周波画面を選択することができます。
※単周波モデルは2周波の切り替えはできません。 

送りスピードの設定 

メニューから「9. 魚探」→「2. 送りスピード」
を選択します。 
 
「2. 送りスピード」を設定します。 
（8段階：停止, 1, 2, 3, 4, S, x2, x3） 
 

1 

送りスピード

2 

【送りスピードについて】
ÓÔ�78�y%N�7V'Ý�¤©�7V,ñ78�5¹
§0� mòú�Ê/0y

�ò_v�VO7Vñ��/3Fú�n	3
;WJXF��0�Vevden_FG�

IJKL�M��y��/3�Õm���vy½¾Í0�Ve7V�a
ñ#HJ_FG�

�

【音波の発射回数と送りスピードの関係について】 
IJKL�M�Zßà�½¾0�J fYZ0½¾vd_FG�

���dy[\=§0]Fú7VIJ�²�'7V; �=Iú�0^=[\Fú�,�y©

���	0^J_FG�

※同一周波数でもそれぞれ独立した感
度調整ができます。 
同一周波数の時、自動感度（→122
ページ）を ON にして自動で感度が
変わるのは右画面のみです。 

 

※ 
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〔高速発射について〕 
�� 送りスピードでS、×2、×3のいずれかを選択すると高速発射になります。 
�� 5ｍレンジで最大1800回／分の発射回数が可能となります。 
 
�� 高速発射時はパルス幅が通常よりも短くなります。 
�� 高速発射時は測深範囲が通常よりも浅くなります。 
�� パルス幅による感度の低下や第2反射の回り込みが問題となる場合には使わない

でください。 
�� 50ｍ以上の深さでは通常の発射回数とほとんど差がなくなります。 
�� おさかなマーク表示及びオーシャングラフィックモード時には高速発射はでき

ません。 
�� 高速発射時におさかなマークまたはオーシャングラフィックモードを ON にす

ると送りスピードが“4”になります。 

魚探の自動設定 

メニューから「9. 魚探」→「3. 魚探自動設定」を選択します。
 
“自動”を選択すると下記の魚探自動設定詳細メニューで設定された内容で、自
動的に深度のレンジや感度が調整されます。 
設定に応じ、感度バーの上に自動または手動のインジケーターが表示されます。

1 
2 

魚群探知機の深度や感度を自動で切り替える設定と手動で切り替える設定を選択し
ます。 

魚探の自動設定詳細 

1 

魚探の自動設定を選択した場合の詳細設定を選択します。

[自動感度] 感度が常に最適になるように自動的に調節されます。

2 

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→
「3. 特殊設定」→「8. 魚探自動設定詳細」を
選択します。 
 
「1. 自動感度」を選択します。 
 
OFF：自動感度の機能を解除します。 
標準：感度が標準になります。 
強 ：感度が高くなります。 
  ベイトフィッシュなどの感度を上げて見

る時などに適します。 
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Aモードの設定 

メニューから「9. 魚探」→「7(6).魚探表示設
定」→「1. A モード」を選択します。 
 
「1. A モード」を設定します。 
ON  ：Aモードを使用します。 
OFF ：Aモードを使用しません。 

1 

Aモード

2 

魚探画像と深度目盛りの間に表示され、音波の反射信号の強弱によって左右の幅が変
化します。 
強い反応は幅が広く、弱い反応は幅が狭くなります。 
※インパネ、オーシャングラフィックモード表示時はAモードの表示はできません。

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→「3. 特殊設定」→「7.魚探自動
設定詳細」を選択します。 
 
「2. 自動深度」を選択します。 
 
OFF ：自動深度の機能を解除します。 
レンジ：オートレンジとして動作します。 
シフト：オートシフトとして動作します。 

1 
[自動深度] 海底が常に画面上で最適な位置（画面の下半分の領域）に表示される

ように、自動的に深度やシフト(表示範囲移動)が切り替わります。 

2 

※自動深度：レンジ 自動感度：OFFの場合は  
自動深度：シフト 自動感度：OFFの場合は  
自動深度：OFF  自動感度：ON  の場合は  
のインジケーターが感度バーの上に表示されます。 

※オートレンジが動作している時は、シフト（→116ページ）ができません。 

深度文字の設定 

メニューから「9. 魚探」→「7(6). 魚探表示設
定」→「2. 深度文字」を選択します。 
 
「2. 深度文字」を設定します。   
（小・中・大） 

1 

深度文字

2 

魚探画面の深度文字の大きさを変えることができます。
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背景色の設定

メニューから「9. 魚探」→「6(5). 色設定」→
「1. 背景」を選択します。 
 
「1.�背景」を設定します。 
（黒・青・白・暗青） 

1 

背景色

2 

音波の反射エコーは、その強さに応じて色分け表示されますが、周囲の明るさなどに
より画像の見やすさが変わります。背景色を 4 色の中から設定することにより、更
に見やすくすることができます。 

色配列の設定

メニューから「9. 魚探」→「6(5). 色設定」→
「2. 色配列」を選択します。 
 
「2. 色配列」を設定します。 
5種類：0～4 
 

1 

色配列

2 

音波の反射エコーは内部処理により、反応の強弱に応じて17段階のデジタル信号に
変換されます。そのうち、背景色を除く16段階の色を設定したものが色配列です。
魚探の画像はこの色配列によってカラー表示されるため、表示される色で反応の強弱
がわかります。また、色配列を変えることにより反応の出方も変わるため、特定の反
応を強調して表示することも可能です。 
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色消しの設定

メニューから「9. 魚探」→「6(5). 色設定」→「3. 色消し」を選択します。 
 
「3. 色消し」を設定します。 
（13段階：OFF～12） 

1 

色消し

2 

魚群や海底は、反射エコーの強弱とあらかじめ設定されている色配列が、対応しなが
ら表示されます。 
“色消し”では、弱い反応の色から順番に消すことができるため、プランクトンや水
中の汚れ等の反射エコーの色を消すことによって、魚群などが判別しやすくなります。

強レベルの設定  

メニューから「9. 魚探」→「6(5) .色設定」→「4. 強レベル」を選択します。
 

「4. 強レベル」を設定します。 
 
標準 
多い   強い反応色が多く表示される。 
最多 

1 
強レベル

強い反応色が多く表示されるような設定にします。

クラッターの設定  

メニューから「9. 魚探」→「6(5). 色設定」→「5. クラッター」を選択します。
 

「5. クラッター」を設定します。 
 
標準 
1   不要な弱いノイズが少なくなる。 

  2 
 3 

1 
クラッター

不要な弱いノイズを取り除き、魚群の反応を鮮明に映し出すような設定にします。 

2 

2 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

水深表示の単位設定 

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→
「1. 深度単位」を選択します。 
 
「1. 深度単位」を設定します。（m・ヒロ） 

1 

水深単位

2 

“m”または“ヒロ”のどちらかを選択します。
 

スケールラインの設定 

メニューから「9. 魚探」→「7(6).魚探表示設
定」→「3. スケールライン」を選択します。 
 
「3. スケールライン」を設定します。 
ON  ：使用 
OFF ：未使用 

1 

スケールライン 

2 

魚探画面上の深度目盛が表示されている位置に、横線が表示されます。
 

スーパーレンジの設定 

メニューから「9. 魚探」→「7(6).魚探表示設
定」→「4. スーパーレンジ」を選択します。 
 
「4. スーパーレンジ」を設定します。 
ON  ：使用 
OFF ：未使用 

1 

スーパーレンジ 

2 

深度（表示範囲）が変化したとき、画面上に記録されている過去の画像すべてを、深
度変化後の画像に書き替える機能です。
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水温グラフの設定

メニューから「9. 魚探」→「7(6).魚探表示設
定」→「5. 水温グラフ」を選択します。 
 
「5. 水温グラフ」を設定します。 
ON  ：使用 
OFF ：未使用 

1 

水温グラフ

2 

魚探画面上に水温グラフを表示することができます。グラフで水温の変化を知ること
により、潮目を知ることができますので、フィッシングポイントを探すときなどに役
立ちます。 

魚探自動最大深度の設定 

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→「3. 特殊設定」→
「1. 魚探自動最大深度」を選択します。 
 
「1. 魚探自動最大深度」を設定します。 
30m，50m，100m，300m，500m，1000m 

1 

魚探自動最大深度

2 

魚探自動の最大深度を設定します。 
設定値より深い深度で使用するときは、設定値を実際の深度より大きく（深く）する
か、深度を手動に切り替えてください。（魚探の自動設定（→122ページ）） 

クリーンエコーの設定 

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→「3. 特殊設定」→
「2. クリーンエコー」を選択します。 
 
「2. クリーンエコー」を設定します。 
OFF・弱・中・強 
 

1 

クリーンエコー 

2 

ひとつ前の反射信号と今の反射信号を比較して、弱い方の反射信号を表示します。他
船の魚探による混信・気泡・電気的雑音・機械的雑音など、非同期ノイズを除去して
ノイズの少ないきれいな画像を表示します。 

※水温グラフは水温センサー（オプション）を接続しないと表示されません。 
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※メニューの操作は『メニューの使い方』（→14ページ）を参照してください。 

STCの設定

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→
「3. 特殊設定」→「3. STC」を選択します。 
 
「3. STC」を設定します。 
弱・標準・強 

 

1 

STC

2 

約100mより浅い所の感度を抑えて、プランクトン、気泡の反射を除去した画像に
する機能です。 

発振出力の設定 

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→
「3. 特殊設定」→「4. 発振出力」を選択しま
す。 
 
「4. 発振出力」を設定します。 
無・低・高 
'C�[2wl0åæ�ö>_F,�

 
※通常の使用では“高”に設定しておきますが、
他船の魚探に混信を与える恐れのある場合な
どには、出力を下げてください。 

※おさかなマーク表示時には設定できなくなり
ます。 

1 

発振出力

2 

発振出力を切り替えることができます。



129 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニューから「9. 魚探」→「8. その他」→ 
「3. 特殊設定」→「5. パルス幅」を選択しま
す。 
 
「5.パルス幅」を設定します。 
短 ：深くまで探知できないが、分解能が向上しま

す。また、消費電力も少なくなります。 
標準：標準的な長さです。 
長 ：深くまで探知できるが、分解能が劣ります。

1 

パルス幅

2 

毎回発射される超音波の長さをパルス幅と言います。長・標準・短の３種類からの選
択により深度方向の分解能を変えられます。 

IJKLMNO�P�

QRST�GUVNWX�UV�Y��ZG�

IJKLMN[�P�

QRST�GUV\]^_^`abc^G�

パルス幅の設定  

+def�ghijk�

※おさかなマーク表示時には設定できなくなります。
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魚探カーソル機能の使い方

魚探または魚探＋プロッター画面で〔カーソル
ON/OFF〕キーを長押しします。 
 
魚探画面（動作）が停止し、魚探画面右端にラ
イン(縦線)が表示されます。 
 
〔方向〕キーの （左・右）でラインが動き
ます。 
また、ラインの位置の魚探の送受信を行った場
所がプロッター画面上にカーソルで表示されま
す。 
 
この状態で、イベントマークや目的地キーを押
すと、その位置にマークが入力されます。（魚探
のみの画面でも、プロッター画面上に記憶され
ます） 
 
〔取消〕キーまたは〔カーソルON/OFF〕キー
を押すと通常動作に戻ります。 

1 
2 

過去の魚探画像の記録よりその場所をプロッター画面上に表示し、イベントマークや
目的地の設定ができます。 

注意）この機能の操作中は魚探が停止します。 

3 

4 

5 

カーソルON/OFFキー 

方向キー 

方向キー

感度モードの設定  

1 

感度モード

2 

魚探の受信感度の設定をします。深場などで感度が必要な時に“高感度”に設定して
ください。 

※感度数値に「H」が付きます。 
※通常の感度調整は感度キー（→114ページ）で行ってください。 
※おさかなマーク表示時には設定できなくなります。 

メニューから「9. 魚探」→「8. その他」→ 
「3. 特殊設定」→「6. 感度モード」を選択し
ます。 
 
「6. 感度モード」を設定します。 
標準 ：感度設定を標準にします。 
高感度：感度設定を高めにします。 標準 高感度
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魚探距離スケールを表示させるには

メニューから「9. 魚探」→「7(6).魚探表示設
定」→「6. 距離スケール」を選択します。 
 
「6. 距離スケール」を設定します。 
上 ：魚探画面の上部に表示されます。 
下 ：魚探画面の下部に表示されます。 
OFF：距離スケールが表示されません。 

1 
2 

魚探の横方向のスケールです。 
魚などの反応があった場所がどのくらい離れているのかが分かりやすくなります。
尚、プロッター/魚探併画画面において、画面に表示されている魚探画面の始点（自
船マーク）と終点（赤色の ）がプロッター画面に表示されます。 

探知範囲表示の設定を行うには

メニューから「9. 魚探」→「7(6).魚探表示設
定」→「8. 探知範囲表示設定」を選択します。
 
「1. 探知範囲表示」を“ON”に設定し、振動
子あるいは任意設定値を設定すると表示されま
す。 

1 

2 

使用している振動子で探知できる範囲（半径）を魚探のスケール文字の下に表示しま
す。 
また地図上の自船マークの周りにそのときの深度と指向角から得られる探知範囲を
円で表示します。 

※魚探画像が画面左端まで達しないと距離の数値は表示されません。
※画面左端までの距離が20m以下の場合には数値は表示されません。 

※２周波使用できる機種の場合には低周波側をオレンジ色、高周波側を緑色でスケー
ル下の文字及び自船のまわりの円を表示します。 

 （1周波の機種の場合にはオレンジ色で表示します。） 
※探知範囲は振動子の取り付け方法や感度設定等の条件により実際と異なる場合が
あります。あくまで目安とお考えください。 

＊１で“振動子で選択”を選んだ場合、＊2 に
その設定に対応した振動子が表示されます。 

＊１で“任意設定”を選んだ場合に＊3、＊4の
設定が有効になります。 

＊1 
＊2 
＊3 
＊4 
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おさかなマークを表示する 

メニューから「9. 魚探」→「5. おさかなマーク」を選択し、ON/OFF を設定
します。 
OFF：おさかなマークの非表示 

1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�� レンジが100ｍ以下の時に動作します。また、水深が2ｍ以下はおさかなマークは表
示されません。 

（レンジが100mより深くなると  表示に変わります。） 
�� シフトしている時またはオートシフトになっている時、おさかなマークを ON にする

とシフト機能は OFF になり、オートシフトはオートレンジに切り替わります。(おさ
かなマークをONにしている時はシフト、オートシフト機能は使用できません。) 

�� おさかなマークを ON にしている時は発振出力、パルス幅、感度モードの設定を変え
ることができません。 

�� 魚の種類に応じて、反射強度は異なります。 
�� おさかなマークを ON にしている時は、送りスピード（→121 ページ）を停止と 4

以外の設定はできません。 
�� おさかなマークがONの時は、1周波であっても2周波の交互送信を行うため、送り

スピードが遅くなります。 
�� おさかなサイズはおさかなマークの上に1～99の数値で魚のサイズを表します。おさ

かなサイズはあくまで目安としてお考えください。 
�� おさかなサイズで、１０以下は正確に探知できない場合があります。特に５以下だと

探知できる条件が調わない為、表示しない場合があります。 

反応の強弱により3種類のキャラクター(おさかなマーク)を表示します。 

おさかなマークを表示するには 
（周波数が50&200kHz 仕様のみ）

取消キー 

【ワンタッチ機能】
〔取消〕キーでおさかなマークの表示/非表示が切り替え
られます。この機能を使用して非表示にしても、30秒経
過すると表示されます。 
※� この機能は魚探画面または魚探プロッター画面でカ

ーソルが表示されていない時、アラームが鳴ってい
ない時に有効です。 

(おうさま)
反応：強 

(じんめんくん)
反応：中 

(おさかなちゃん)
反応：弱 

ON（サイズ付）：おさかなマーク＆おさか
なサイズの表示 

（感度バーの下に 
 
表示） 

ON ：おさかなマークの表示

（感度バーの下に 
 
表示） 



133 

メニューから「9. 魚探」→「5. おさかなマーク」→「4. おさかなマーク補正」
→「2. 右画面おさかなマーク(50-200 時)」を選択し、ON/OFF を設定しま
す。 
 
OFF ：50-200(200-50)の時、右画面におさかなマークは表示しません。 
ON  ：50-200(200-50)の時、右画面にもおさかなマークを表示します。 

1 

メニューから「9. 魚探」→「5. おさかなマーク」→「4. おさかなマーク補正」
→「1. おさかなマーク補正」を選択します。 
 
プラスにするとおさかなマークが出やすくなり、マイナスにすると出にくくな
ります。 
※� おさかなマーク補正を行う前に「振動子取付場所」(→136ページ)を設定して

ください。 

1 

メニューから「9. 魚探」→「5. おさかなマーク」→「4. おさかなマーク補正」
→「3. おさかなレベル9以下」を選択します。 
 
表示 ：9以下のレベルのおさかなマークも表示します。 
非表示 ：9以下のレベルのおさかなマークは表示しません。 

1 

メニューから「9. 魚探」→「5. おさかなマーク」→「3.マーク種類」を選択します。
 
おさかな ：おさかなのキャラクターを表示します。 
こいのぼり：こいのぼりのキャラクターを表示します。 

   
：枠で表示します。 

1 

2 

2 

2 

2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示画面が低-高(高-低)の時、右画面のおさかなマークの表示/非表示を切り替えま
す。 

右画面おさかなマーク 

おさかなマーク補正によっておさかなの出るレベルを調整できます。

おさかなマーク補正

非表示に設定すると、9以下のレベルのおさかなマークが表示されなくなります。 
ノイズ等の影響により小さい魚がたくさん表示されてしまうような場合には非表示
に設定してください。 

おさかなレベル 9以下 

おさかなマークのキャラクターを変更できます。

おさかなキャラクターの変更
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魚探停止機能を設定するには 

メニューから「9. 魚探」→「5. おさかなマーク」→「2. おさかな深度表示」
を選択します。 
 
〔方向〕キーの  （左・右）で「2. おさかな深度表示」を設定します。 
OFF ：おさかな深度表示を表示しません。 
上から ：海面からの深さをおさかなマークの下に「↓○○」で表示します。 
底から ：海底からの高さをおさかなマークの下に「↑○○」で表示します。 

1 

2 

おさかなマークの反応があった時に、水面からもしくは海底からの距離を魚探画面に
表示することができます。 

おさかな深度表示を表示する

※おさかなマーク（→132ページ）がONでないと表示できません。
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メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→「2. 魚探停止」を選択します。
 
「2. 魚探停止」を設定します。  
OFF：プロッター画面表示中でも魚探が動作します。 
ON ：プロッターのみの画面表示中は魚探が停止します。 

1 
2 

地図だけの表示の時に、魚探の動作を停止させる機能です。
必要のないときに魚探を停止させて省電力に役立ちます。 

底質判別機能を設定するには 

メニューから「9. 魚探」→「7(6).魚探表示設定」
→「7. 底質判別」を選択します。 
 
「7. 底質判別」を設定します。 
ON ：使用 
OFF：未使用 

1 

底質判別の設定 

2 

第２反射の反射強度を0～20の数値で画面上に表示すると共に、魚探画像の下にそ
のグラフを表示します。数値が大きい程、反射強度が強いことを示し、硬い底質であ
る可能性が高くなります。また、グラフ表示によりおおよその底質変化を把握するこ
とができます。この機能は、画像に第２反射が表示されていなくても機能します。 

魚探停止の設定 

注意）おおよそ５０ｍ以内の浅場でしか使用できません。
   また、感度設定、振動子の取付等の条件により、数値が変化します。 
   あくまでも相対的な目安としてお考えください。 

魚探停止機能を設定するには 

底質判別グラフ 
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振動子を船内に装備している場合、船外に装備してある場合に比べて信号の減衰が大きい
ため、信号の強さが小さくなります。 
振動子の取付場所を設定することにより、深度計やおさかなマークの処理を行う際に補正
を行います。 
※正しく設定を行わないと深度計やおさかなマークの誤動作が起こりやすくなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

振動子の再設定をするには 

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→「3. 特殊設定」→「7. 振動
子設定」から振動子一覧画面を表示します。 
 
〔方向〕キーの    （上・下・左・右）で振動子を選択します。 

1 
2 

振動子設定

123456789�

振動子の取付場所を設定するには 

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→「3. 特殊設定」→「9. 振動子
取付場所」を選択します。 
 
「9. 振動子取付場所」を設定します。 
直接海へ（特殊）：通常は使用しません。 
直接海へ（標準）：振動子を直接海へ出して取り付けている時に選択してください。 
船底内側(標準)  ：振動子を船底(インナーハル等)に取り付けている時に選択

してください。 
船底内側(判定値低)：船底内側(標準)で深度表示がされにくい場合に選択してく

ださい。 

1 
振動子取付場所

2 

※おさかなマークを「振動子取付場所」で調整しきれない場合は「おさかなマーク補正」
(→133ページ）にて調整してください。 
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その他の魚探補正を行うには 

メニューから「9. 魚探」→「8(7). その他」→「3. 特殊設定」→「0. その他
の特殊補正」を選択します。 
 
調整したい項目を選択し設定を行います。 

1 
その他の魚探補正

2 

振動子の取付方法などによる感度変化等の条件を補正し、各機能の動作を適正化しま
す。ここでは下記の7項目について補正することができます。 
「振動子取付場所」の設定で補正が行われますがその補正では不十分な場合にここで
補正を行います。 
 
低周波海底検出レベル、高周波海底検出レベル 

海底と認識するエコーレベルを補正します。深度表示がされないときに－(マイナ
ス)に設定してください。下げすぎると海底以外の反応を海底と判断してしまうこと
があるので十分に注意してください。 

 
低周波深度計禁止深さ、低周波深度計禁止深さ 

振動子の取付等の条件により発振線のすぐ下の部分を海底と判断してしまう場合に
設定します。ここで設定した深度より下を海底と判断しなくなります。 
設定を行うと、この設定深度よりも浅いところに海底があっても海底と判断しませ
んので十分に注意してください。 

 
低周波オートゲイン補正、高周波オートゲイン補正 

自動感度で設定される感度を高め、または低めにしたい場合に設定を行います。 
 
底質判別オフセット 

底質判別機能で表示される値を補正します。 
＋(プラス)の値を設定すると高い値が出るようになります。 
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＜本体寸法図 10.4 型＞【HE-730S】             単位：mm 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜架台取付け穴寸法図 10.4 型＞（HE-730S） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本体寸法図
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＜本体寸法図 10.4 型＞【HE-732S】              単位：mm 
 

 
 
 
＜架台取付け穴寸法図10.4 型＞【HE-732S】 
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＜本体寸法図 15型＞【HE-151S、HE-152S】       単位：mm 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜架台取付け穴寸法図 15型＞【HE-151S、HE-152S】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜リモコン寸法図＞         ＜リモコンホルダー寸法図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※リモコン、リモコンホルダーはオプションです。
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【HE-730S、HE-151S、HE-152S】 
 

   

 
 
 
 

本体接続図

リモコン（オプション）

GPS受信機

振動子 
（HE-730S、HE-151Sのみ） 
（3P）：HE-730S、HE-15Sの 

50＆200kHz以外 
 
（5P）： HE-151Sの 50＆200kHz 

バッテリー
11 ～ 35V 

電源コード

モニター電源
（5P） 

（オプション）

映像信号RGB出力コネクタ 
（オプション） 
10.4 型液晶モニターへ 
15型液晶モニターへ 

NMEA機器

スルーハル
水温センサー 
（オプション） 

TC02CS+TCK01

トランサム
水温センサー 
（オプション）
TC02ES+TCT01

アース端子の取付け方 
M4×10 セムスネジに平
ワッシャー(2個)を通し、
取付けます。 

トランサム 
水温センサー 
（オプション） 
TC03-05 
TC03-10 
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【HE-732S】 
 
 
 

 
 
 
 

スルーハル
水温センサー 
（オプション） 

TC02CS+TCK01

トランサム 
水温センサー 
（オプション） 
TC02ES+TCT01 

トランサム
水温センサー
（オプション）
TC03-05 
TC03-10 

映像信号RGB出力コネクタ
（オプション） 

��lm��

##n9�o�pq�

rst�u�

モニター電源（5P）
（オプション） 
�

NMEA0183機器

GPS受信機
（アンテナ内蔵仕様はオプション）

リモコン
(オプション) 

※電源コードの取扱注意 
電源コードは白色が＋（プラス）
で、黒色が－（マイナス）です。 
＋側のコード（白色）には安全の
ためにヒューズがついております
が、このヒューズカバーは防水で
はありませんので、直接水がかか
らないようにしてください。 

－(マイナス)
（黒色）

＋(プラス) 
(白色) 

ヒューズカバー＆ヒューズ 
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注意：下図は本体コネクタを見た図です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

振動子配線表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

v7w� xyzt{	��|=01}
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コネクタ結線図 

1. 電源用コネクタ
�
� UV'@,� �����3�

B
� UV'�,�

振動子用コネクタ 5P 
（HE-151Sのみ） 
�
� 234� ���r)�

B
� 234� B���r)�

�
� *�ØM�

­
�234� B���r)�

�
� 234� ���r)�

 
 

2. 振動子用コネクタ 3P 
（HE-730S、HE-151Sのみ） 
�
� 234�

B
� *�ØM�

�
�234�

3. 水温センサー用コネクタ 
�
� ±-.�

B
�±-.�

�
�±-.�

­
�±-.�

�
�±-.�

�
�"#$%&�'@,�

�
� "#$%&�'�,�

f
� ±-.�

4. 外部入出力およびGPSコネクタ 
�
�Åï}�

B
� r�s�Ö'�,�

�
� r�s�Ö'@,�

­
� ±-.�

�
� r�saÖ�

�
�}���
�3� 'B����,aÖ�
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入出力用コネクタ 
外部入出力機器を接続するときに使用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下記のセンテンスが出力できます。 
それぞれのセンテンスについてOFF、1秒、2秒、4秒間隔の設定ができます。 
※GGA、GLL、VTG、RMCはGPS受信機からセンテンスが得られている場合のみ出力され
ます。 

※出力するセンテンスが多すぎる場合には指定された間隔より長くなる場合があります。 
※初期設定ではGGA、VTG、RMC、APB、XTE、HDG、HDTが 1秒間隔、その他がOFF
に設定されています。 

※出力するセンテンスのバージョンはNMEA0183 Ver2.0 です。 
�
下記に出力センテンスの参考例を示します。�
�
�������##$#:��9::9�#�$���#9�8���:����#�$��$$#�$$$�$���$$8���������
�������9::9�#����#9��8�������
���o ��##¡��� ���$$$�$���$$$�$�¢�8q�
���£�q�##$#:����9::9�#�$���#9�8���:����$$$�$�##¡���8�$�$����#��
�����¤�����$$�$$#�£���o�o�$$#�:� �$$$�$$#�:� ������
�������o�o�$$$��$���$$$�#9�
���¥ ������$$�$$#�£����#�
���¤¦p�$$#�:� ���$$$�#$$$�#$�
���¤§q�##$#$$�9�$¡��¡����#9�8��:�����$$#�:� ���$8���9���$$$����
�¨pp¤ �8$����©��9�����9:���ª�8¡�
�¨p� §�8����q�#��
�
※目的地航法が設定されていない場合、APB、XTE、BOD、BWCは出力されません。�
※HDTは GPSコンパスを接続した場合のみ出力されます。�
※HDGは磁気コンパスを接続した場合のみ出力されます。�

データフォーマット 伝送レート 伝送フォーマット

NMEA0183 4800,9600,
38400 bps

スタートビット＝1、データビット＝8 
パリティビット＝なし、ストップビット＝1 

«¬4­®¯°

4­®t{	��

外部入出力コネクタの接続について 

NMEA0183出力センテンスについて 
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【本体取付けの手順 HE-730S】 
＜本体の取付け＞ 
本体の取付用架台の穴（4ヶ所）を使い、付属のネジで取付けます。 
図を参照しながら本体を取付けます。 
 

1．＜取り付け方向決め＞ 
本体の取り付け方向を決定し、架台の付く側のブラケットの穴部分(2箇所)に付属の架
台防振ゴムを両面テープをはがして貼り付けます。 

2．＜位置決め＞ 
本体に架台を付けた状態で取付け位置を決め、目印をつけます。 
※本体の後方はコード類を接続できるだけの隙間を空けてください。 

3．＜架台の取付け＞ 
架台の外側の穴（4ヶ所）を使い、付属のネジで取付けます。 
※架台両端の斜め部は、本体の裏側へ向けてください。 

4．＜本体の取付け＞ 
図を参照しながら本体を取付けます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●簡易的な取付けはしない。
ケガなど事故の原因となります。 
※下記の取付手順に従い、必ず正規の取付けを行ってください。 

ノブボルト 

鉄板ビス 
6×20 SUS 架台用ワッシャー 

使用しないノブボルトの穴
に円形銘板を貼り付けます。

本体

架台用防振ゴム 
画面方向を決定して取
り付ける側の穴に合わ
せて貼り付けます。 

本体の取付け方法
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【本体取付けの手順 HE-732S】 
 
＜本体の取付け＞ 
本体の取付用架台の穴（8ヶ所）を使い、付属のネジで取付けます。 
図を参照しながら本体を取付けます。 
 

1．＜位置決め＞ 
本体に架台を付けた状態で取付け位置を決め、目印をつけます。 
※本体の後方はコード類を接続できるだけの隙間を空けてください。 
 

2．＜架台の取付け＞ 
架台の外側の穴（8ヶ所）を使い、付属のネジで取付けます。 
※架台両端の切り欠きは、本体の表側へ向けてください。 
 

3．＜本体の取付け＞ 
図を参照しながら本体を取付けます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

£��Ø·�

��"K�

��B������

��Y¯p*j��

ÇY>^n£��Ø·��0y

iD��;�J�«_FG�
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【本体取付けの手順 HE-151S、HE-152S】 
①＜位置決め＞ 
本体に架台を付けた状態で取付け位置を決め、目印をつけます。 
※本体の後方はコード類を接続できるだけの隙間を空けてください。 

②＜架台の取付け＞ 
架台の外側の穴（8ヶ所）を使い、付属のネジで取付けます。 

③＜本体の取付け＞ 
図を参照しながら本体を取付けます 
※本体を縦で使用する場合は、架台取付金具を縦用に向きを合わせ、取付けてくださ
い。 

�
����`�
�0�Hwey��`���; �f��B �Ù�Ø·��¯p*j�� ���¡v

Ñ¾>O´y��?
���£��Ø·���¯p*j��¡;�da>_FG�

�

��D¥£��Ø·���0��ñ�ú�	0>eyD��K¼ÜMmwe��0�w_FG�

�

~��J�£��Ø·���¯p*j��¡;���¸���`�����0Ñ¾>_FG�

�
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【インダッシュで取付けの手順 HE-730S】 
本体前面の四隅にある取付穴を利用して、パネルにネジ止めできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位：mm 

●簡易的な取付けはしない。
ケガなど事故の原因となります。 
※下記の取付手順に従い、必ず正規の取付けを行ってください。 

1．付属の原寸大インダッシュ用型紙を参考に穴を開けてください。

インダッシュ取付用蓋
（4箇所） 

インダッシュで取付ける方法
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2．本体前面のインダッシュ取付用蓋
（４箇所）を外します。 

5．4×30 タッピングネジを挿入して
パネルに固定します。（4箇所） 

6．再び、インダッシュ取付用蓋（4
箇所）を被せます。 

3．そのまま手前（画面前方方向）に引きま
す。インダッシュ取付用蓋が外れます。

4．本体をパネルに開けた穴にはめます。

（パネル穴）
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【インダッシュで取付けの手順 HE-732S】 
本体前面の四隅にある取付穴を利用して、パネルにネジ止めできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1．付属の原寸大インダッシュ用型紙を参考に穴を開けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 単位：mm 

インダッシュ取付用蓋
（4箇所） 
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2．本体前面のインダッシュ取付用蓋
（４箇所）を外します。 

5．4×30 タッピングネジを挿入して
パネルに固定します。（4箇所） 

6．再び、インダッシュ取付用蓋（4
箇所）を被せます。 

3．そのまま手前（画面前方方向）に引きま
す。インダッシュ取付用蓋が外れます。

4．本体をパネルに開けた穴にはめます。

（パネル穴）
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【インダッシュで取付けの手順 HE-151S、HE-152S】 
本体前面の四隅にある取付穴を利用して、パネルにネジ止めできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1．付属の原寸大インダッシュ用型紙を参考に穴を開けてください。 
 
 
 

       
 
 
 

単位：mm 

インダッシュ取付用蓋
（4箇所） 
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2．本体側面のインダッシュ取付用蓋
（４箇所）を外します。 

3．そのまま手前（画面前方方向）に引きま
す。インダッシュ取付用蓋が外れます。

4．本体をパネルに開けた穴にはめます。

（パネル穴）

5．5×30 タッピングネジを挿入して
パネルに固定します。（4箇所） 

6．再び、インダッシュ取付用蓋（4
箇所）を被せます。 
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【取付け方法の種類について】 
次のような取付け方法があります。詳細は各項目のページを参照してください。 
1．船底接着取付け 
2．船底貫通（スルーハル）取付け 
3．インナーハル取付け 
4．イケス内取付け 
 
※各項目とも、アルミ船は電食の恐れがあるため、取付厳禁。 
※上記1、3、4の取付けをする場合は、特に次の点に注意してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

振動子の取付け方法 

●海上での作業は非常に不安定で危険。
振動子の取付け・保守は、陸上で船体を固定、または岸壁、マリーナで
停泊中に行ってください。 
これを守らないと死や身体に重大な損傷を招く恐れがあります。 

●船底接着取付けは、船内換気を充分に行う。
溶剤等の揮発性ガスにより、中毒を起こす原因となります。 
 

●船底貫通（スルーハル）取付けは、防水処理を充分に行う。 
不充分だと、浸水して海難事故の原因となります。 
 

●電動工具による作業は、濡れた手で行わない。 
感電の原因となります。 

234�



159 
 

 
 
 
※FRP船で、船底が単層（10mm以下）の場合のみ有効。 
※振動子は出力により大きさ、形状が異なります。 
 
接着する前に、ある程度水深のある場所で振動子と船底の内側を充分な水で濡らし、振動
子を船底に押さえつけて画像が一番良く映る場所を探します。 
（1）接着面（振動子の下側全面および船底全面）をサンドペーパー（240 番くらい）

でよく磨き、アルコール等で接着面の油・水分・汚れをきれいに拭きます。 
（2）接着面（振動子の下側全面および船底全面）にシリコンボンドを付け、気泡が入ら

ないように充分押さえつけて接着します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（1）船底にφ23くらいの穴をあけます。 
（2）振動子からナットとゴムパッキン１枚を外します。 
（3）穴に振動子のネジ部を差し込み、ゴムパッキンを通し、ナットで固定します。 
※接合面は、必ず防水処理を行ってください。 
船底が傾いている場合は、振動子が船の真下を向くようにブロックを挟んでから取付け
てください。 

※振動子は出力により大きさ、形状が異なります。 
 

 

1．船底接着取付け 

2．船底貫通（スルーハル）取付け
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※オプションのインナーハル（IH02～IH13）が必要です。インナーハルは周波数と出
力により選択します。 

※FRP船で、船底が単層（10mm以下）の場合のみ有効。 
※振動子は出力により大きさ、形状が異なります。 
 
（1）振動子のケーブルに蓋を通し、振動子を蓋にインナーハル取付金具で固定します。 
（2）筒を、船底の内側の形状に合わせて加工します。このとき、振動子の下面と船底の

間は10～20mmとします。 
（3）シリコンボンドまたは FRP で、筒を船底に接着します。このとき、船底の竜骨部

やストライプ部は避けてください。 
（4）蓋と筒の間にゴムパッキンを入れ、ネジ8本で取付けます。 
（5）注入口および反対側の空気抜き口のネジをはずします。 

水を注入し、ネジを元にもどします。 

 

 
 
 
※FRP船で、船底が単層（10mm以下）の場合のみ有効。 
※振動子は出力により大きさ、形状が異なります。 
 
接着する前に、ある程度水深のある場所で振動子をイケス内に入れ、画像が一番良く映る
場所を探します。 
（1）イケスの水を抜きます。 
（2）イケスの底に接着する場合は、「1．船底接着取付け」の項を参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. インナーハル取付け 

4．イケス内取付け 
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※水温センサーはオプションです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【スルーハル水温センサー（TC02CS）の取付け】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水温センサーの取付け方法 

【トランサム水温センサー
（TC02ES）の取付け】 

【トランサム水温センサー 
（TC03-05、TC03-10）の取付け】 

●海上での作業は非常に不安定で危険。
水温センサーの取付け・保守は、陸上で船体を固定、または岸壁やマリーナで停
泊中に行ってください。 
これを守らないと死や身体に重大な損傷を招く恐れがあります。 

 
●電動工具による作業は、濡れた手で行わない。 
感電の原因となります。 
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GPS衛星からの電波を正常に受信できるよう、次のような場所を選んで取付けてくださ
い。 
正常に受信できないと位置の精度が悪くなるばかりでなく、測位できない場合もあります。 
 
 
 
 
 
 
 
＊他の機器のアンテナから下記の距離以上離してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊FRP やプラスチック製のキャノピーは電波が透過しやすいためキャノピー内でも実用
上十分な受信感度が得られますが、SBAS 衛星は南～南東の方向にしかなく高度も低
い（仰角３０～５０°）ため、周囲の機器などの陰になり受信しにくい場合があります。
GPS受信状態画面で確認しながら取り付け場所を決めてください。 
＊SBAS補正は、電離層変動などの影響を受けやすく精度が劣る場合があります。 
 

GPSアンテナの取付け方法 

●海上での作業は非常に不安定で危険。
GPS アンテナの取付け・保守は、陸上で船体を固定、または岸壁やマリーナで
停泊中に行ってください。 
これを守らないと死や身体に重大な損傷を招く恐れがあります。 

 
●電動工具による作業は、濡れた手で行わない。 
感電の原因となります。 

●簡易的な取付けはしない。
ケガなど事故の原因となります。 
※必ず正規の取付けを行ってください。 

� 他の機器（無線機、魚探、レーダーなど）からなるべく離れたところ。 
� 回転窓やワイパーなどのモーターを用いた機器からなるべく離れたところ。 
� エンジンからなるべく離れたところ。 
� 周囲上空に障害物がないところ。 
� 金属類や湿った木材が本機の上方向にあると受信しにくくなります。 

� インマルサットアンテナから５ｍ以上離してください。
（また、インマルサットビームに入らないこと） 

� ループアンテナから３ｍ以上離してください。 
� レーダービームに入らないようにしてください。 
� 受信ホイップアンテナ（VHFなど）から3ｍ以上離してください。 
� 船舶電話用アンテナから３ｍ以上離してください。 
� 送信アンテナ（MF/HF）から４ｍ以上離してください。 
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本体
HE-730S 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

HE-732S 

 

 

 

 

 

 
 

HE-151S、HE-152S 

 

 

 

 

 

 
 

電源コード
（DC07）2P 2m 

本体 架台取付用ネジ
鉄板ビス 

インダッシュ用 
ナベタッピングネジ 

HE-730S、HE-151S、
HE-152S 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

HE-730S 
6×20 SUS×4本 

 
HE-732S 

5×20 SUS×8本 
 

HE-151S、HE-152S 
6×20 SUS×8本 

 

 
 
 
 
 

HE-730S 
4×30 SUS×4本 

 
HE-732S 

4×30 SUS×4本 
 

HE-151S、HE-152S 
5×30 SUS×4本 

 
 

電源コード
（DC06）2P 2m 

HE-732S 

標準構成品

架台×1ケ 
ノブボルト×2ケ 
架台用ワッシャー×2ケ 
架台用防振ゴム×2ケ 
 
地図カード内蔵 

架台×1ケ 
架台取付け金具×1ケ 
ノブボルト×4ケ 
架台用ワッシャー×4ケ 
六角ボルトM8×12 ×1ケ
平ワッシャーM8 ×1ケ 
 
地図カード内蔵 

架台×1ケ
ノブボルト×2ケ 
架台用ワッシャー×2ケ 
架台用防振ゴム×2ケ 
 
地図カード内蔵 
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振動子 円形銘板 

（HE-730S、HE-151Sのみ） 
 
 
 
 
 

選択できる周波数は仕様により異なります。 

（10.4型のみ） 
 
 

×2 

原寸大インダッシュ用型紙 
 

かんたん操作早見表
 

  

ケーブルキャップ (GC01) ハードカバー（CV06） 
 

 

（HE-151S、HE-152Sのみ） 

 
 

ハードカバー（CV02） 取扱説明書（保証書） 
（HE-730S、HE-732Sのみ）

 
 

 

 

×2
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GPS外付仕様の場合 
GPSアンテナ 取付架台

 

 
ケーブル長さ：10ｍ 

 
ねじ取付架台 可倒式架台 取扱説明書（保証書） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

3×10 
タッピングネジ×4 5×20

トラスタッピングネジ×4

4×16
ナベタッピングネジ×4 



166 
 

 
 
 

スルーハル水温センサー 
（TC02CS＋TCK01）（8P 15m） 

トランサム水温センサー 
（TC02ES＋TCT01）（8P 15m） 

 
 

 
 
 
 

 
トランサム水温センサー 

（TC03-05）（8P 5m） 
（TC03-10）（8P 10m） 

リモコン（CR04） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

リモコンホルダー（RH01） 振動子延長コード
（EK04）（3P-3P 12m） 

     （EK05）（5P-5P 12m） 

 

水温センサー延長コード（EK11） 
（8P-8P 3m） 

リモコン延長コード（EK21） 
（4P-4P 4m） 

 
 
 
 
 
 
 

オプション部品 

4×16 
ナベタッピングネジ×4

4P  4m
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NMEA0183出力ケーブル
（XC-106H）（6P 2m）  

        （XC-106HL）（6P 5m） 

インナーハル
（IH02～IH13より選択） 

※出力により大きさ、形状は異なります。 

 

 

 

 

HR-7 用NMEA入出力ケーブル 
(XC-139H）（1.5m) 

 

NMEA入力ケーブル 
（XC-108H）（6P 2m） 

AIS 受信機接続ケーブル 
（XC-134H）（6P 1.5m） 

 

 

 

 

RGBケーブル（10m） ヘディングセンサー (HD03) 

 
 

ケーブル長さ：10ｍ 

ヘディングセンサー内蔵 
GPSアンテナ 
（GP-16HD） 

GPSコンパス
(GPC-01) 

 

 
ケーブル長さ：10m  

ケーブル長さ：10m 
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10.4型液晶モニター（HE-730S、HE-732S専用） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

15 型液晶モニター（HE-151S、HE-152S専用） 

 RGBケーブル 10m×1 モニターケーブル 10m×1 

モニター本体
（架台付き）

取扱説明書
(保証書)

電源コード（DC07）2P 2m

ハードカバー
（CV06） 

RGBケーブル 10m×1 モニターケーブル 10m×1 

モニター本体
（架台付き）

取扱説明書 
(保証書) 

ハードカバー
（CV02） 
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1．魚群探知機の原理 
●魚探の原理は山びこと同じ。 
振動子から船の真下に向けて発信される超音波は、水中の魚群や海底により反射され、
再び振動子により受信されます。 
魚探では、超音波の発信から受信までの往復時間を距離に換算し、深度として表示します。 
また反射波の強弱により、魚群の大きさや密度、あるいは海底の形状や底質を画像に色
別表示します。 
超音波は水中で毎秒 1500m の速さで進みますので、超音波を発振してから反射波が
戻ってくるまでの時間を計れば魚群や海底までの水深がわかるわけです。 
また反射波の強弱により、魚群の大きさや密度、あるいは海底の形状や底質を画像に表
示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●魚群探知機の表示方法 
超音波を発射して、その反射波を処理した画像は画面の一番右端の 1 ラインに表示さ
れますそれまで一番右端にあった画像は 1 ライン分左へ移動します。この動作を繰り
返すことによって水中の断面図のような画面になります。したがって、船の真下の一番
新しい画像は画面の一番右端となり、左に行くにしたがって、過去の画像となります。 
魚探の画面は船が走ったところを横から見ていると考えれば良いでしょう。魚探は動き
ながら使ってこそ地形などがわかりますが、止まっているとまわりがどんな地形の変化
をしていても、あたかも平らな場所であるかのように表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）画像が右から左へ移動するスピードと船のスピードとは関係ありません。 

たとえば海底までの水深は超音波の往復時間が
1秒ですので、 
往復の距離＝1500m/秒×1秒 

＝1500m 
実際はその半分が水深ですので、 

水深＝1500m÷2 
＝750m となります。 

魚群までの水深の場合は往復時間が 0.5 秒で
すので、 
往復の距離＝1500m/秒×0.5秒 

＝750m 
実際はその半分が水深ですので、 

水深＝750m÷2 
＝375m となります。 

魚群探知機の知識



170 
 

2．魚群の見分け方 
●大切なのは、魚群の画像と漁獲との比較。 
魚群の画像のみで魚種を判別することは、ある程度までは可能です。しかし同じ魚種で
も漁場の違いや、時間（昼と夜・四季・海流の変化）の違いによっても群れをなす形が
異なってきます。つまり魚種の見分け方で大切なことは、その漁場、漁期ごとの魚種を
知り、魚群の画像と実際の漁獲を比較することで画像上でのポイントを見つけ出すこと
です。 

 
3．魚量の見分け方 
●魚群の密度および大きさから魚量を見分ける。 
魚群の密度が濃いほど発信波は強く反射されるため、画像の色の強弱により魚群の密度
を見分けることができます。 
また一般的に画像上の魚群が大きいほど魚量も多いと思われがちですが、魚群が浅い所
と深い所にいる場合、深い所にいる魚群ほど画像上に大きく表れます。これは発信波の
幅が下へ行くほど広がっていくために起きる現象で、反射された超音波は逆に上に広が
り、距離（深さ）が大きいほど幅も広く広がっていきます。魚量の見分け方で大切なこ
とは、“深いところにいる魚群ほど画像上では大きく表れる”ということを頭に入れ、
魚群の大きさと色の強弱によって判断することです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．海底質の見分け方 
●海底には、岩場や砂地、あるいは泥地などさまざまな
底質があります。 
底質を見分ける場合は、海底画像の上下幅と色の強弱
により判断します。岩場などの底質が固い場所では発
信波の反射が強く、画像上の海底の幅が広くなり、強
い反射を示す色が多くなります。逆に砂地や泥地など
の底質が柔らかな場所では反射も弱く、海底の幅は狭
くなり、強い反射を示す色が少なくなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

<岩場>

<砂地や泥地> 



171 
 

 
 
 
●万一、本機の調子が悪いとき、修理を依頼される前にもう一度次の点をお確かめください。 
 

症 状 原 因 対 策
電源が入らない。 バッテリーの電源が規定値

（11V）より低い。 
バッテリーを充電する。 
 

電源コネクタが接触不良になっ
ている。 

接続を確実に行う。錆、汚れなどは
清掃して取り除く。腐触している場
合は交換する。 
・電源コード交換 
・本体側コネクタ交換（修理依頼） 

電源の極性が＋－逆になってい
る。 

極性を確認して正しく接続する。 

電源コード内部が断線している。 新品の電源コードと交換する。 
ヒューズが切れている。 修理を依頼する。

画面に何も表示しな
い。 

輝度が最低になっている。 輝度を調整する。（「画面の輝度を
調整するには」22ページを参照） 

自船の緯度・経度が表
示されない。 

衛星からデータがうまく受信で
きない。 

GPSアンテナ、ケーブルの接続を
確認する。 

GPS 受信機からデータが出てい
ない。（外部の GPS 受信機を使
用した場合） 

GPS受信機のデータ（GGA）出力
設定を確認する。 
 

受信衛星数が少ない。
（衛星数＝0～3の場合） 

しばらく時間をおく。
（約5～30分） 

画面の移動ができな
い。 

カーソルが画面に表示されてい
る。 

カーソルを消去する。（「カーソル
の使い方」34ページを参照） 

画面上の真上と地図
上の北がずれている。

コースアップ表示が設定されて
いる。 

画面上の真上を北にする場合は、ノ
ースアップ表示を設定する。（「表
示方向を選択するには」35ページ
を参照） 

自動コースアップ表
示にならない。 

設定方法が間違っている。 自動コースアップを設定した後に、
〔コースアップ〕キーを押す。（「表
示方向を選択するには」35ページ
を参照） 

目的地航法の設定が
できない。 

自船位置の緯度・経度が表示され
ていない。 

緯度・経度が表示されてから設定を
する。 

目的地が設定されていない。 目的地を設定する。（「目的地を進
める/目的地を戻すには」76 ペー
ジを参照） 

ルート航法の設定が
できない。 

自船位置の緯度・経度が表示され
ていない。 

緯度・経度が表示されてから、設定
をする。 

ルートが設定されていない。 ルートを設定する。（「ルートを登
録（消去）するには」74ページを
参照） 

 

故障とお思いになる前に
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症 状 原 因 対 策 

海底も魚群も全く表
示されない。 

振動子コネクタが接触不良になっ
ている。 

接続を確実に行う。錆、汚れなど
は清掃して取り除く。腐触してい
る場合は交換する。 
・本体側コネクタ交換（修理依頼） 

＜振動子本体の故障＞ 
次の方法で確認し、異常であれば交換する。 
1．振動子の発振面からポッポッという音が聞こえれば正常。 
2．感度と深度を最大にして振動子の発振面を手でこすったとき画面に

雨が降ったような点が表示されれば正常。 
振動子が水面下に充分浸かってい
ない。 

常時、振動子が水面下に浸かるよ
うな位置に取付ける。 

インナーハル式の場合、内部の液が
抜けて振動子が液に浸かっていな
い。 

液を補充して振動子が充分浸か
るようにする。 

記録がときどき映ら
なくなる。 

振動子が水面下に充分浸かってい
ない。 

常時、振動子が水面下に浸かるよ
うな位置に取付ける。 

振動子の取付けが悪いと、高速走行
時に気泡を巻きやすくなり、映らな
くなる。 

振動子の取付けを確認する。 

他船の航跡を横切った時の気泡の
影響。 

自船の場所を移動するか、気泡が
消えるまで待つ。 

海底や魚群があまり
良く映らない。 

感度の下げすぎ。 感度を上げてみる。 
または、オートゲイン（自動感度
調整）を設定してみる。 

振動子の発振面にゴミ、藻、カキ、
フジツボ等が付いている。 
インナーハルの場合は、船底や液が
汚れている。 

付着物をきれいに取り除く。 
 
船底の汚れを取る。液を交換す
る。 

水底の状態や水の濁りによって、感度が悪くなったような記録になるこ
とがありますが、故障ではありません。 
 
 
 
 
 

ヘドロや腐葉土な
どが多い場所 

藻が非常に
多い場所 

泥や汚れが非常
に多い場所 

急流で水が渦ま
いている場所 

“色消し”で、強い反応の色まで
消している。 

弱い反応の色も出るようにする。
（「色消しの設定」125ページを
参照） 
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症 状 原 因 対 策

画面にノイズが多い。 感度の上げすぎ。 感度を下げてみる。
または、オートゲイン（自動感度調
節）を設定してみる。 

他船の魚探との混信。 他船との距離が適当に離れれば消
えます。 

エンジンからの雑音。 電源コード・振動子コード等の配線
の引き回しを変えてみる。 
（できるだけエンジンから遠ざける） 
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表
 示
 部
 

HE-730S
表 示 器 10.4 型 TFTカラー液晶 

表 示 方 向 横／縦／横逆／縦逆 

表 示 ド ッ ト 640 × 480 

電 源 電 圧 DC11V～35V 

本体寸法  横置
(mm)  縦置

254.5(H)×268(W)×152(D) 

284(H)×268(W)×152(D) 

本 体 質 量 約4ｋｇ 

HE-732S 
表 示 器 10.4 型 TFTカラー液晶 

表 示 方 向 横／縦／横逆／縦逆 

表 示 ド ッ ト 640 × 480 

電 源 電 圧 DC11V～35V 

本体寸法  横置
( m m )   縦 置

239.2(H)×272(W)×120(D) 

268(H)×242.5(W)×120(D) 

本 体 質 量 約2.3ｋｇ 

HE-151S、HE-152S 
表 示 器 15型 TFTカラー液晶 

表 示 方 向 横／縦／横逆／縦逆 

表 示 ド ッ ト 1024 × 768 

電 源 電 圧 DC11V～35V 

本体寸法  横置
( m m )   縦 置

342(H)×371(W)×203(D) 

384(H)×316(W)×203(D) 

本 体 質 量 約7ｋｇ 

 内臓・GP-16H（外付け）の場合 

(内
蔵
)Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信
部
 

測 位 精 度  位 置 10m（2DRMS）HDOP≦3SAの無いとき 

測 位 精 度  速 度 1m/s（RMS）HDOP≦3SAの無いとき 

受 信 周 波 数 1,575.42MHz±1MHz 

受 信 形 式 マルチチャンネル（18チャンネル） 

速 度 応 答 性 速度 350km/h 以下、加速度1G以下 

受 信 感 度 －130dBm以下 

受 信 コ ー ド C／Aコード 

仕様一覧表 
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プ
 ロ
 ッ
 タ
 部
 

作 図 方 法 メルカトール図法 

表 示 レ ン ジ 0.005～500NM（km） 

航 跡 記 憶 間 隔  時 間 1秒、5秒、10秒、20秒、30秒、1分、2分、5分、10分、20分 

航 跡 記 憶 間 隔  距 離 0.01、0.02、0.05、0.1、0.2、0.5、1、2NM（km） 

航 跡 表 示 色 7色（赤色・黄色・緑色・紫色・白色・水色・青色） 

航 跡 記 憶 点 数 32,000点 

目 的 地 記 憶 点 数 1,000点 

イベントマーク記憶点数 24,000点 

ル ー ト 航 法 20ルート 

地 図 塗 り つ ぶ し ○ 

地 図 回 転 ○ 

作 図 機 能              ○（4,000点） 

自 船 の 緯 度 ・ 経 度 ○ 

カー ソルの緯度・ 経度 ○ 

船 速 ・ 針 路 ○ 

目的地までの距離・方位 ○ 

カーソルまでの距離・方位 ○ 

等 深 線 塗 り つ ぶ し 100m以下／1,000m以下／1,000m以上 

地 図 デ ー タ 地図カード式 

データセンテンス 
入力 ��������o ��±p��£�q��p ��p��op��� §�  �� ���£¨p�

出力 ��������o ��£�q���¤��pq��p �¥ ��¤¦p�¤§q�p¤ �� § 
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※魚群探知機部は HE-730S、HE-151Sのみ 

魚 
群 
探 
知 
機 
部 

HE-730S 
HE-151S 

周波数
（KHz） 

28、32/40、36/65、40/75、50/55、 
85/90、200、28/55 
50&200（HE-151Sのみ） 

出力 
（W）

1kW、1.5kW、2kW（HE-151Sのみ）、2.5kW、3kW、
5kW（周波数により異なります） 

表 示 範 囲 0～2,000m（周波数により設定できる範囲は異なります） 

自 動 深 度 OFF／深度／シフト 

自 動 感 度 OFF／低／高 

A モ ー ド 表 示 OFF／ON 

フ ィ ッ シ ュ ア ラ ー ム OFF／小／大 

水 温 ア ラ ー ム OFF／範囲内／範囲外 

水 深 ア ラ ー ム OFF／範囲内／範囲外 

拡 大 OFF／海底固定／自動拡大／手動拡大 

拡 大 倍 率 2倍・4倍・8倍 

送 り ス ピ ー ド 8段階（停止, 1. 2. 3, 4, S, x2, x3） 

背 景 色 4色（黒色・青色・白色・暗青色） 

色 配 列 5種類 

測 深 単 位 m・ヒロ 

ス ケ ー ル ラ イ ン OFF／ON 

ス ー パ ー レ ン ジ OFF／ON 

S  T  C 弱／標準／強 

発 振 出 力 無／低／高 

オ
 プ
 シ
 ョ
 ン
 部
 品
 

リ モ コ ン CR04 

リ モ コ ン ホ ル ダ ー RH01 

水 温 セ ン サ ー 
スルーハルタイプ：TC02C（TC02CS＋TCK01） 
トランサムタイプ：TC02ES＋TCT01 
トランサムタイプ：TC03-05 、TC03-10 

振 動 子 延 長 コ ー ド EK04、EK05 

水温センサー延長コード EK11 

リ モ コ ン 延 長 コ ー ド EK21 

R G B ケ ー ブ ル ケーブル長：10m 

10.4型 液 晶 モ ニ タ ー HE-730S、HE-732S専用 

15型 液 晶 モ ニ タ ー HE-151S、HE-152S専用 

NMEA0183 出力ケーブル XC-106HまたはXC-106HL 

NMEA0183 入力ケーブル XC-108H 

A I S 受信機接続ケーブル XC-134H 

HR-7用NMEA入出力ケーブル XC-139H 

ヘ デ ィ ン グ セ ン サ ー HD03 

G P S コ ン パ ス GPC-01 

ヘディングセンサー内蔵GPSアンテナ GP-16HD 
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製品が故障した場合は、製品に保証書を添えてお買い上げ販売店、または下
記マリンカスタマーサービスへ修理をご依頼ください。 
なお、保証・使い方などご不明な点につきましては、下記マリンカスタマー
サービスをご利用ください。 
 
■無償修理について 
下記の項目全てが記入された保証書が添付されている場合に限り、お買い上げ日
から1年間は保証書に記載されている内容の範囲内で無償修理致します。 
● 型名 
● 製造番号 
● お買い上げ日 
● 販売店名 
※詳しくは、保証書に記載されている＜保証規定＞をご覧ください。 

 
■修理ご依頼に際してのお願い 
1. 故障内容（症状）をできるかぎり詳しくご説明ください（メモ書きで結構です）。

また、故障内容（症状）によっては、修理内容の確認を取らせていただきたい
場合がありますのでご連絡先の電話番号または FAX 番号も書き添えてくださ
い。 

2. 振動子や水温センサーなど本体に接続するセンサー類も添付していただくと、
故障原因を特定しやすくなります。 

3. 修理に関係のない付属品類（架台、ノブボルト等）は、紛失などの事故をさけ
るため修理品から取り外してお手元に保管してください。 

4. 製品を送られる際は、お買い上げ時の外箱などに入れてしっかりと梱包した上
でお送りください。 

5. 修理内容によっては、航跡やイベントマーク、目的地など登録している内容が
消えてしまう場合がありますので、ご了承ください。このような場合に備え、
重要なデータは予めノートなどに記録しておいてください。 

 
■マリンカスタマーサービスへのお問い合わせ 
下記マリンカスタマーサービスの受付時間は、平日 9:00～17:15（12:00～
12:50を除く）です。土、日、祝日は休ませていただきます。 

 

 

アフターサービスについて




